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竜王陛下のもふもふお世話係～転生した平凡女子に溺愛フラグが立ちました～










一．ミレイナ、竜王陛下に拾われる




　ミレイナは半ば泣き出したい気分だった。

（な、なぜこんなことに？）

　こんな状況、戸惑わずにはいられない。

　自分を膝に乗せて背中を撫なで、蕩とろけるような笑顔を向けてくるのは、完璧までに整った顔立ちのイケメンだ。

　鼻筋の通った高い鼻び梁りょうに薄い唇。男性的な凜り々りしさを持つ鋭い瞳は、澄んだ空を思わせる青。青みがかった独特の銀髪をさらりと流し、まさに生ける彫刻とでも言おうか。

「どうした、もう食べないのか？　よし、俺が食べさせてやろう」

　仕方がないと言いたげに、口元にカットしたラングール人にん参じんが差し出される。その匂いに釣られて思わず一口囓かじると、目の前の人はそれは嬉しそうに破顔した。

「いい子だ。もっと食べるといい」

　可愛かわいくてたまらないと言いたげな美しく青い瞳。大きな手で頭を優しく撫でられ、その手はそのままミレイナの体のラインをなぞる。

　イケメンの膝に乗せられ、優しく微笑ほほえみかけられながら手ずから食事を食べさせられる。

　乙女なら一度は憧れる夢のようなシチュエーションだが、ミレイナは素直に喜べない理由があった。

（だめ、だめ！　太っちゃうから食べちゃだめー！）

　ミレイナは必死にイケメンの誘惑及び食欲と戦う。

　なぜなら、ミレイナを愛しくてたまらないと言いたげなこの目の前の男――ジェラールこそ、〝白はく銀ぎんの悪魔〟と呼ばれ、人々に冷酷非道と恐れられる竜王陛下その人であり、ミレイナのことを太らせて食べてしまおうと企たくらんでいるのだから！




◇　◇　◇




　それは遡さかのぼること半日ほど前のこと。

　ミレイナは、自宅から歩いて一時間ほどの場所にある草原に来ていた。

　この草原はちょうど国境付近にあり、ミレイナが住むアリスタ国と隣国ラングール国のどちらにも所属しない地域だ。

　視線の先に特徴的な細い葉が茂っているのを見つけ、ミレイナは口の端を上げる。歩み寄って丁寧に土をよけるとオレンジ色のしっかりとした根が現れた。

　予想通り、それは大好きなラングール人参だった。

「うーん、大っきい！　美お味いしそう」

　今日は大きなラングール人参を四本も見つけてしまった。持って来た籠は採掘した魔法石と人参でいっぱいになっている。

「何にして食べようかなー」

　そのまま切って囓るのもよし、ボイルサラダにしても美味しいし、シチューに入れてもまた絶品。

　町の市場に売っている普通の人参も美味しいけれど、やっぱりここの草原に自生しているラングール人参が一番美味しい。噛かんだときの甘みが違う。

　そんなことを思いながら夢中で地面を探していると、すぐ近くでヒュンっと風を切るような音がしてドシンと何かが落ちた。

「え？」

　不思議に思ったミレイナは胸の高さまで茂る草木をかき分け、そちらに向かう。草の陰に人工的な大きな丸い石を見つけ、それが何かを悟るまでにさほど時間はかからなかった。投石機の砲丸だ。

（なんでこんなところにこんなものが？）

　そう思っている間にもまた、近くにドーンと砲丸が落ちる。

（これってもしかして……。うそっ！　まずいわ。国境のいざこざだ）

　振り返って目を凝らせば、後方に国防軍が集まっているのが見えた。

　ミレイナは慌てて自分がいることを知らせようと両手を振る。しかし、兵士達は皆上空を見ており、ミレイナの存在に気が付く者はいなかった。

「早く逃げなきゃ」

　ミレイナは籠を両手で抱きしめると、自宅のほうへと向かって進み始める。しかし、胸の辺りまで高く伸びた草木のせいで走ることができない。

　不意に、地面に黒い影が映った。

　空を見上げると、体長五メートルはありそうな大きな生き物が何匹も飛んでいるのが見えた。広げた翼はかつていた世界で見た飛行機のように大きく広がっている。

（竜りゅう人じんだ！）

　竜人とは、その名の通り竜化することができる人間のことだ。人間とは違い多くの魔力を持ち、いくつかの不思議な魔法を使うことができると言われている。隣国のラングール国を治めている民族だった。

　ミレイナはその中に一匹だけ銀色に輝く美しい竜がいるのに気付いた。

　周りの竜より一回り大きく、その姿はこんな状況であることも忘れて見み惚ほれてしまいそうなほど雄々しい。

　それに向かって、一斉に矢が放たれる。

　銀竜が一瞬光り輝き、次の瞬間に強い突風が吹き荒れる。吹き飛ばされた矢がミレイナの周囲に雨のように降り注いだ。

（どうしよう、どうしよう）

　ミレイナは半ばパニックに陥っていた。

　このままここにいては危険だ。耳が人並み外れてよいミレイナがこんなに軍が近くまで迫っているのに気が付かないことなんて、今まで一度もなかったのに。人参掘りに夢中になりすぎた。

　ミレイナは咄嗟に変へん化げを取る。

　ピョンと長く垂れ下がる耳が現れ、ポンと尻尾が生える。そして体は縮み、その姿は小さなウサギへと変わった。

　獣じゅう人じんが忌み嫌われるこの世界で、この姿になることは普段ならまずない。けれど、今は緊急事態だ。体が小さければ流れ矢に当たる可能性も低くなるはずだ。

　小さくなったミレイナは収穫物が入った籠を諦めて、生い茂る草木の合間を駆けだした。ここからだと自宅方向に戻るより、ラングール国側の森に逃げ込むほうが近い。

「痛いっ！」

　駆け出してすぐに足の辺りに鋭い痛みを感じて体が倒れる。

　後ろ足を見ると、黒色の矢が突き刺さっているのが見えた。普段なら黄こ金がね色いろの毛並みが真っ赤に染まっている。

（痛い……。けど、逃げなきゃ）

　ミレイナは矢が突き刺さったままの足を引きずり、必死に進む。けれど、視界が霞み、急激な寒さを感じ始めると、遂ついにはそれ以上進むことができなくなった。

　どれくらいそこにいただろう。いつの間にか騒がしかった辺りはシーンと静まりかえっていた。

　どちらが勝ったのかはわからないけれど、勝敗が決したのだろう。

（私、ここで死んじゃうのかな……）

　目を閉じると聞こえてくるのは、草木を揺らす風の音、鳥が羽ばたくような音、何かの大きな足音……。

　ペットショップで働いていたときに世話していた犬に舐なめられたときのような不思議な感触を頬に感じ、ミレイナは薄うっすらと目を開けた。

　視線だけを動かすとシベリアンハスキーに似た巨大な生き物が自分を舐めていた。

（夢？）

　ミレイナはぼんやりとそれを見上げる。

「ゴーラン、どうした？」

　低い声がして、その生き物の背後から少し青みがかった白銀の髪と、空のように澄んだ青い瞳が見えた。

（銀髪……。もしかして、白銀の悪魔？）

　銀色の髪は竜王の証あかし。

　圧倒的な強さと威圧感、そして容赦ない戦い方。隣国の若き竜王はアリスタ国で〝白銀の悪魔〟と呼ばれ恐れられていた。

（でも、綺き麗れい――）

　目の前にいるのは悪魔なのに、不思議と恐怖心はない。むしろ、命の灯ともし火びを消しつつあるミレイナには天から遣わされた天使のようにすら見えた。

　まだ十八歳。

　前世に引き続き、今世も短い人生だった。

　次に生まれ変わるなら、今度こそ長生きして好きな人と結ばれて、幸せな生涯を終えたい。

　ミレイナの意識は闇に呑のまれてゆく。




　ミレイナ、ウサギ獣人の十八歳。

　特筆すべきこともない平凡で短い人生をここに閉じる。




　――はずだった。




　ところがだ。これはどういうことなのか？

　なぜ自分がジェラールの膝に乗せられて餌付けされているのか、意味がわからない。

　つい一時間ほど前、ミレイナは真綿に包まれたような心地よさを感じて意識を取り戻した。目を開けると、目の前に広がるのはところどころに黒毛の混じった銀色の毛並み。

（え!?）

　気付いたら、本当に真綿ならぬもふもふに包まれていた。

　しかも、相手はシベリアンハスキーのような見た目でありながら体長二メートルはありそうな生き物――恐らく魔獣だ。

　安心しきっているようで、スースーと規則正しい寝息を立てている。首元には、金色のチェーンでできた首飾りをしていた。

（もしかして、三度目の人生は魔獣として？）

　そう思ったのも束つかの間ま、ミレイナは足に鋭い痛みを感じた。

　視線を向ければ、自分には馴な染じみのある黄金色の毛並みに真っ白な包帯が巻かれている。

（そうだ、私……、国境のいざこざに巻き込まれて流れ矢が当たって――）

　でも、ここはどこだろう？

　ミレイナは辺りを見回す。

　ミレイナの家が丸々何軒入るのだろうと思うほど広く、天井は高い。

　テラスへと続く壁の一面は大きく開放されており、柔らかな日差しが室内に差し込んでいる。

（誰かの家？　それにしては随分と広いけれど……）

　そのとき、遠くから足音と話し声が聞こえてきて、ミレイナは身を縮こませた。

　また竜人の子が……、とか、魔獣が……という会話に混じり、そろそろお妃きさきを、などという単語も断片的に聞こえた。

「面倒だ」

「では、二カ月後に年頃の貴族令嬢をラングール国中から集めましょう」

「お前、俺の話を聞いているのか？　それと、今日の報告書を届けてくれ」

「かしこまりました。そろそろ出来上がっているはずですので、それを持ってすぐに伺います」

　バシンと乱暴にドアが開け放たれ、ひとりの男が部屋に入ってきた。

　青みがかった銀髪を目にしたときミレイナは自分の横で寝ているのが魔獣だということも忘れてその毛並みに隠れるように身を寄せる。しかし、無情にもその青い瞳とばちっと目が合ってしまった。

　男がミレイナのほうへまっすぐに歩み寄り、屈かがみ込む。

　大きな手で抱き上げられた。

「お前、目が覚めたのか」

　目の前の人はミレイナが意識を失ったときにいた人に間違いない。

　高い鼻梁に彫りの深い整った顔立ちは、ため息が出そうな美しさ。そして、青みがかった銀髪は竜王の証だ。

　ミレイナはゴクリと喉を鳴らす。

　隣国のラングール国は〝竜王〟と呼ばれる絶対的に強い存在の王が頂点に立つ竜人達の国だ。

　噂うわさ話でしか聞いたことがないが、竜王が機嫌を損ねると周囲には稲妻が走り、嵐が起きるという生ける伝説のような存在である。

　現竜王のジェラールはまだ若く、即位してから十年程度しか経過していないはずだ。

　確かにせいぜい二十代半ばくらいにしか見えず、青年という言葉がぴったりの見た目だった。

　しかし、その圧倒的な強さと容赦ない戦い方によって多くのアリスタ国民から恐れられる存在で、竜王の特徴であるこの珍しい青みがかった銀髪から〝白銀の悪魔〟と呼ばれていた。

（この人が白銀の悪魔？　でも、私を助けてくれた？）

　ミレイナはおずおずとジェラールを見返す。

　こちらを見つめる青い瞳が心なしか嬉しそうなのは気のせいだろうか。

　ジェラールはミレイナを抱いたままソファーに座ると、ミレイナをそっと自分の膝の上に乗せる。そして、腕を伸ばしてテーブルの上に置かれていた人参を手に取り、ミレイナに差し出した。

　大好きなラングール人参の匂いがして一口囓ると、ジェラールはそれはそれは嬉しそうに相好を崩した。

「よしよし、もっと食べろ」

　大きな手が背中と頭を優しく撫でる。

　ミレイナは大いに困惑した。

（なんでこんなことに……？）

　目の前の男は〝白銀の悪魔〟と呼ばれる残虐非道な竜王のはずなのに。

（噂はうそで、本当はすごく優しい人なのかしら？）

　わけがわからないまま大人しく餌付けされていると、不意に背後のドアをノックする音が聞こえた。

「入れ」

　ジェラールの許可とほぼ同時に、ドアが開く。

　そこに現れたのは、上質な貴族服に身を包んだ男性だった。見た目の年齢はジェラールより少しだけ上に見える。少し長めの黒髪をきっちりと整えた清潔感ある雰囲気で、片手に何かの書類を持っている。

「陛下、書類をお持ちしました」

　聞き覚えのある声で、先ほど部屋の外でジェラールと会話していた人だとわかった。ジェラールはミレイナを膝に乗せたまま、上半身だけを捻ひねってドアのほうを向く。

「助かった。執務机に置いておいてくれ。見ろ、ラルフ。こいつ、目を覚ましたぞ」

　ジェラールがミレイナを指さすと、ラルフと呼ばれた男はツカツカとこちらに歩み寄り、ジェラールの膝元を覗のぞく。

「ああ、それですか。目を覚ましたのなら、魔獣の保護施設である魔ま獣じゅう舎しゃに連れて行かれたらどうでしょう？」

「これは魔獣ではないだろう？　何だったかな……、そうだ〝ウサギ〟というらしい」

「たいして変わらないでしょう。こんなものをジェラール陛下の部屋に置いておいてどうするおつもりです？　ゴーランと違って何の役にも立ちませんよ」

　ラルフと呼ばれた男とジェラールは会話を続ける。

　ミレイナはその男達を見比べながらじっと話に聞き入った。

　ふと、ジェラールの真っ青な瞳と視線が交わる。

　ジェラールはなぜか眉間に深い皺しわを寄せ、こちらを見つめていた。

「俺の聞いた話では――」

「陛下の聞いた話では？」

　ラルフが先を促すように問い返す。

「アリスタ国ではこれを食べるらしい。だから、太らせてみようかと」

　――なんですと？

　ミレイナは我が耳を疑った。

　人生十八年で、いや、前世の二十五年も含めた四十三年間で最も衝撃的な発言である。

「なんだ？　震えているな」

　ミレイナを抱き上げているジェラールが訝いぶかしげに眉を寄せる。

「小さいから怖がりなのかもしれませんね。それにしても、食べるにしてもこんなに小さいと肉がほとんどなさそうですね。美味しいのでしょうか？」

　ラルフがミレイナの首を掴つかんで引っ張り上げようとして、ジェラールが慌ててそれを止めた。

「止やめろ、これは俺のだぞ」

　いやいやいや。ミレイナはぷるぷると震えながら首を振る。

　ひとこと言わせて頂くと、ミレイナは誰のものでもない。

　それに、これで震えるなというほうが無理がある。目の前のふたりが、自分を太らせて食べようと相談しているのだ。しかも、一方は全部俺が食べるから触るなと牽けん制せいまでしている。

「では、私が家畜用の飼育施設に預けてきます」

「必要ない！　自分で太らせたほうが楽しいだろう」

「なるほど。そういうことですか」

　ラルフはジェラールを見つめ、含み笑いを浮かべる。

（に、逃げないとっ！）

　白銀の悪魔が本当は優しい人だなんて幻想だった。太らせて食べるなんて、あそこで死んだほうがまだ安らかな死を迎えられた気がする。

（ああ、なんてこと……）

　あまりの衝撃に、ミレイナは本日二度目の意識消失に至ったのだった。




◇　◇　◇




　片側がガラスになったショーケースの小さな仕切りには子犬達が入れられている。その子犬達を順番に抱き上げて、体調に異常がないかを確認してゆく。

　抱き上げられた子犬達は皆、嬉しそうに尻尾をブンブンと振った。

「うふふ、今日も元気ねー」

　ますます尻尾を激しく振った子犬がペロペロと顔を舐める。

「わわっ、くすぐったいよ」

（ああ、可愛いなあ。幸せだなぁ）

　思わず笑みが漏れる。

　ペロペロ舐められてくすぐったい……。




　――――――

　――――

　――




（夢……？）

　ミレイナは頬を舐められるような感触を抱いてゆっくりと意識を取り戻した。いつの間にか、大きく開いた開口部から見える外はすっかり闇に包まれていた。

　今度は頭のてっぺんをペロリと舐められて、ミレイナは飛び上がる。

　見上げると、先ほどはすやすやと眠っていた魔獣がミレイナを熱心に舐めていた。

（大きな狼おおかみの姿の魔獣……。もしかして、フェンリルかしら？）

　フェンリルと思おぼしき魔獣は再び、ミレイナにクンクンと鼻を寄せてくる。

（わわっ）

　見た目は自分とは比べものにならないほど大きく厳いかつい魔獣なのに、こうされると犬のように見える。

（か、可愛いかも……）

　ミレイナには、物心ついた頃には不思議な記憶があった。

　今とは全く違う世界の日本という国で、ペットショップの店員として働いていた前世の記憶だ。

　ミレイナが働いていたペットショップは給料が高いとは言えなかったし、生き物を扱っているのでお盆も正月もなく世話は発生した。一般的には働きやすいとは言い難い職場だったかもしれない。

　それでもミレイナはその仕事が大好きだった。

　なぜなら、可愛いもふもふ達を思う存分にもふることができるから！

　ちょっとツンな猫ちゃんも、人懐っこいわんちゃんも、全部が全部最高である。

　ちょっとしたストレスも彼らを抱きしめてもふもふすればあら不思議。たちまちスッと胸の内が軽くなるのを感じた。

　記憶が間違っていなければ、そんな一度目の人生は二十五歳のときに仕事帰りに交通事故に巻き込まれて幕を閉じた。




　――そして今世。




　ミレイナのもふもふ好きを知って神様が気を利かせてくれたのか、あるいは運命のいたずらか、気が付いたときにはミレイナは自分自身がもふもふに変身できる獣人として、全く違う世界で二度目の生を受けていた。

　この世界にはいくつかの国が存在し、ミレイナが暮らすのはアリスタ国と呼ばれる、人間が支配する国だ。絶対王制が敷かれており、地方は国王から爵位を賜った領主達が治めている。

　ミレイナ達獣人はアリスタ国では〝亜あ人じん〟と呼ばれる存在で、元々は奴隷階級だった。

　獣人は純粋な人間より力が強かったり鼻が利きくなどの特徴があるため、奴隷として扱うにはちょうどいい。それに、少数民族であることと半分は獣であるということが多くの人にとって非人道的な扱いをすることへの罪悪感を半減させたようだ。

　今は奴隷として扱うことが禁止されているが、それでも獣に変化する気味の悪い人種として差別の対象になっているのは確かだ。

　だから、ミレイナは子供の頃から獣人であることをできるだけ隠して過ごしてきた。仲のよい友人は知っているが、そうではない人達には言わないようにしている。

　ミレイナが十六歳で成人したのとほぼ時期を同じくして、親は流行はやり病やまいで先立った。それ以来、ミレイナは国境沿いの森の近くで魔法石を収集してそれを売ることでお金を稼ぎ、ひとりで細々と暮らしていた。

　魔法石は魔法の燃料になるもので、魔力を持たないアリスタ国の人々の暮らしには欠かせない大事なものだ。しかし、あいにくアリスタ国ではあまり魔法石が産出されず、その産地のほとんどが隣国ラングール国との国境沿いに集中していた。

　国境沿いはいざこざがよく発生するので安全とは言い難い。

　けれど、ウサギ獣人で耳の利くミレイナは注意すれば巻き込まれることはなかったし、あの辺りで取れるラングール人参が大好物だったので定期的に採りに行く。

　ただ、あのときは人参掘りに夢中になりすぎた。

　ミレイナはおずおずと体を起こす。

　ぴょんと跳ねると、傷ついた太もも部分にズキンと痛みを感じた。ミレイナは包帯が巻かれたままの足を見つめる。

（この足でアリスタ国まで逃げるのは無理ね……）

　そもそも、今いるこの場所からアリスタ国まではどれくらい離れているのかや、周りがどうなっているのかが一切わからない。今逃げ出しても、恐らく野垂れ死にするだけだろう。

（人型に戻って事情を話し、助けを求めれば大丈夫かしら？）

　ミレイナはそう考えて、すぐにそのアイデアを打ち消すように首をブンブンと振る。

　アリスタ国にいるとき、よく噂でラングール国の竜人達は血気盛んで乱暴、残虐で野蛮な人種だと聞いた。

　そんな人達に、食用に連れ帰ったウサギが実はあまり関係のよくない隣国の国民だと知られたら？

　きっとスパイ容疑をかけられてその場で処刑される。万が一命が助かったとしても、珍しい獣人として見世物小屋に売られて悲惨な生涯を送ることになるだろう。

（やっぱり、ウサギの姿のままで脱出の機会を窺うかがうのが一番よね）

　ミレイナは痛む足を引きずりながら外が見える開口部へと向かった。

　大きく開放されていると思ったその壁は、よく見れば薄らとガラスのような壁ができていた。きっと、魔法によるシールドだ。

　目を凝らしたが、視線の低いミレイナからは真っ暗な空しか見ることができず、そこからは何も読み取ることができなかった。

　丸い月がテラスをほんのりと明るく照らしている。




　そのときだ。

　カツカツと足音が聞こえてきてミレイナは慌てて近くのカーテンの陰に隠れた。ドアを開けて入ってきたのは予想通り、白銀の悪魔と呼ばれる竜王、ジェラールだ。

「ん？　あいつどこに行ったんだ？」

　フェンリルが立ち上がり、尻尾を振りながらジェラールに歩み寄る。そこにミレイナがいないことに気付いたジェラールは眉を寄せて部屋の中を見回していた。

「ゴーラン。あのウサギはどこに行った？」

　問いかけられたフェンリル――名前はゴーランというらしい――はその言葉を理解したかのようにこちらに目を向ける。そして、ゆっくりとこちらに歩み寄ってきた。

（ひぃぃ！　こないで！）

　なんとか隠れようとカーテンに包くるまるように身を潜めてみたが、無駄な努力。ゴーランはミレイナの元まで来ると鼻先でカーテンの陰から押し出した。

「ああ、いた。移動できるようになったということは、だいぶ元気になったんだな」

　ジェラールはミレイナの元まで歩み寄ると、片手を腹の下に入れてむんずと抱き上げる。ミレイナはぎゅっと目を閉じて恐怖と戦った。

　鼻先に何かを突きつけられるような感触と、爽やかな緑の香り……。

「どうした？　ウサギは葉が好きだと聞いたんだが……」

　低い声がして恐る恐る目を開けると、目の前に突きつけられているのはミレイナにとって見慣れた野菜だった。

（これ、青菜？）

　青菜をミレイナの鼻先に押しつけるジェラールはじっとこちらの様子を見守っている。

　どうやら、食べろということらしい。

　お腹なかは空すいている。なにしろ、人参一切れを先ほどジェラールに食べさせられた以外、今朝からほとんど何も食べていないのだ。

　ラングール人参をたくさん収穫したからお昼ごはんにどう調理しようかとルンルンだったのに、こんな災難に見舞われたせいで！

　――けれど、だがしかしだ。

　ミレイナはゴクリと唾を呑んだ。

　食べたい。目の前に突きつけられた青菜のみずみずしさよ。きっとシャキシャキで美味しいこと間違いなし！

（でも、これを食べて太らされた挙げ句、私が食べられちゃうのよね？）

　これぞ究極の選択。

　美味しい青菜を食べて最後に自分が食べられて死ぬか、青菜を諦めて飢え死にするか。

　最終ルートが結局死ぬことに繋つながるのが、さすがは悪魔だ。

「食欲がないのか？」

　こちらを見つめていたジェラールが少しがっかりしたように嘆息する。太らせられないのがよっぽど残念なようだ。そういえば先ほど、太らせるのも楽しみだと鬼畜発言をしていた。

　青菜を皿に戻したジェラールは、今度は両手でミレイナを抱き上げる。肘を折ってミレイナを胸に寄せるように抱きかかえると、空いている片手で背中を撫でてきた。

「本当に小さいな……」

　小さな呟つぶやきが聞こえる。

（ひいぃぃ！　確認しているわっ！　重さと太り具合を確認してる！）

　これは、絶対に太るわけにはいかない。太ったら最後、命がない。

　ミレイナはこの日の夜、ひもじさを我慢して泣く泣く食事を諦めたのだった。




◇　◇　◇




　白銀の悪魔にラングール国へ連れ去られた翌日、諸悪の根源であるジェラールはミレイナの元に大量のご馳ち走そうを持ってきた。

　昨日もあった青菜に始まり、キャベツ、大根とバリエーションが増えた。さらに、ミレイナの大好物であるラングール人参まで！

　しかも、すべてがみずみずしくて新鮮なものばかり。

　しっかりと洗われて衛生的なものだ。

　ミレイナは昨日のあの一件以来、一切食事を取っていなかった。

　断食すること丸一日。もはや空腹の限界である。

「ほら、食べろ」

　鼻先に順番に野菜が差し出される。しかしミレイナも負けていない。

　なぜなら、食べて太ったら殺されてしまうのだ。

「だめだな……。これはどうだ？」

　がっかりしたような声がして、今度は鼻先にラングール人参が押しつけられる。

（あ、いい匂い……）

　ずっと我慢を続けていたミレイナだったが、大好物のラングール人参が差し出されたときに遂に理性が崩壊した。

　殺されるという事実も忘れて食べた。

　しかも、出されたラングール人参を全部。

「全部食べたな。そうか、やっぱりお前はこれが好きなんだな？　確か、最初に食べていたのもこれだった」

　ミレイナを抱き上げたジェラールが満足げに呟く。わかりにくいが、よく見ると口角が上がっていて笑っているようにも見えた。

（しまったわ！）

　遂に食欲に負けて食べてしまった。

　こんなふうに鼻先に押しつけるなんて、なんてひどいことをするのだろう。あらゆる手段を使ってミレイナを太らせようという執念を感じる。

「もういいのか？　もっと食べろ」

　ジェラールは、今度はほうれん草を差し出してくる。

　釣られて危うく食べてしまいそうになったミレイナは、慌ててプイッと体の向きを変える。

（その手には乗らないんだから！）

　少し痛みが引いた足を引きずりながら椅子の陰に隠れようとしたら、あっけなく腹の下に手を入れられて抱き上げられてしまった。そして、そのまま連れられて、執務机に向かうジェラールの膝の上に乗せられる。

（な、なぜ!?）

　そんなに警戒しなくても逃げないのに――。

　いや、逃げる気は満々だけど、まだ足が完治していないから逃げることなんてできないのに、用心深いことこの上ない。

　オロオロするミレイナを尻目に、ジェラールは何かの書類を捲めくり始めた。仕事をしているように見えるその姿を見て、どうやら今すぐに殺されることはなさそうだと悟る。

　ミレイナは小さくため息をつくと、ジェラールを見上げた。執務机の上に置かれた書類を読んでいるようで、鋭い視線はまっすぐに一ヶ所を見つめていた。

（何を読んでいるのかしら？）

　後ろ足で立ち上がれば覗けるかもしれないが、それで治りかけた足がまた悪くなったら困るのでミレイナは諦めて大人しくしていた。ジェラールは時折、思い出したようにナツメヤシをつまんでいた。

（ナツメヤシが好きなのかな？）

　ペンを走らせるカツカツという音が、シンとした部屋に響く。

（温かいな……）

　じっとしているとズボン越しに伝わってくるジェラールの体温が心地いい。

　不覚にも、ミレイナはいつの間にかすやすやと眠っていた。




◇　◇　◇




　ミレイナはその日の晩、ジェラールが持ってきた皿を見て驚いた。

（す、すごい。執念を感じるわ）

　そこにはいつもの野菜ラインナップに加えてりんごやブドウなどのフルーツまで載っている。

　さらに目を引くのは、別皿に用意されて山盛りになったラングール人参だ。ミレイナが食べやすいように、すべてが一センチ角のスティック状にカットされている。

「ララ。持ってきたぞ」

　ジェラールはミレイナに、ラングール人参を差し出す。〝ララ〟というのは、どうやらジェラールが付けたミレイナの名前らしい。

　ミレイナは鼻を寄せ、おもむろにそれをむしゃむしゃと食べた。

（うーん、美味しいわ）

　やっぱりラングール人参は最高である。

　シャキシャキとした食感と、噛めば噛むほど広がるほのかな甘み。これぞ神がこの世に作り給うた究極の食材に違いない！

　ミレイナはまだ大量に皿に残るラングール人参を物欲しげに見つめた。

　見るからに美味しそうである。本当はもっと食べたい……。

　けど、我慢だ。

　だって、食べ過ぎて太っちゃうと自分が食べられちゃうもの。

　空腹に耐えかねたミレイナは色々と考えに考え、とある結論に至った。

　それは、太らない絶妙な量だけを食べておけば、自分は当分食べられずに済むのでは？というもの。

　そもそも、ずっと断食していては逃げる体力もなくなってしまう。

　しかし、これが難しい。

　なにせジェラールが、大量のご馳走を持ってくるのだ。

　なんという非情さ！

　ありとあらゆる手段を使ってミレイナを太らせようという確固たる執念すら感じる。

　その証拠に、ジェラールはミレイナが食事する姿を見つめるとき、いつも嬉しそうだ。まさに、自分の手で太らせる楽しみを感じているに違いない。

「ララ、もういいのか？　もっと食べろ」

　低い声がして、ミレイナの食事の様子を眺めていたジェラールによって鼻先に再びラングール人参が押しつけられる。

（あ、いい匂い……って、そうじゃない！　危うく食べてしまうところだったじゃない！）

　ミレイナはプイッと体の向きを変える。

　まだ痛む足を引きずりながら椅子の陰に隠れようとしたら、あっけなく腹の下に手を入れられて抱き上げられてしまった。

「ララ、寝るぞ」

　そのまま抱かれて連れて行かれたのは、執務室と扉で続きになっている寝室だった。

　竜王に相応ふさわしい装飾と豪華な絨じゅう毯たんが敷かれた広い部屋だ。その中央にはミレイナが普段使いしていたベッドの五倍くらいの広さがある天てん蓋がい付きの大きな寝台が置かれている。

　腕から逃れようともがいているとジェラールに床に下ろされた。

　一緒に寝室に付いて来たフェンリルのゴーランが、慣れた様子で絨毯の上で丸くなっている。

（なるほど、あそこで寝るのね）

　それを見て、ミレイナも同じように部屋の片隅、柱の陰で寝ようとした。

　ところがだ。

　せっかく辿たどり着いたのに、またもやジェラールに抱き上げられ、ポンと寝台に乗せられた。

（なぜっ！）

　こんな姿になっているとはいえ、ミレイナも乙女の端くれ。若い男と同どう衾きんするなどとんでもない。すぐに逃げ出そうと試みた。

　しかし、ミレイナはベッドの端まで行ってすくみ上がった。

（ちょっとこのベッド、高すぎじゃない!?）

　高い。

　思った以上に床が遠い。

　人型であればなんら問題ない高さなのだが、今は小さなウサギの姿。ここから落ちたら今度こそ足の骨が折れるかもしれない。

　さすがは竜王様の巨大ベッド、スプリングの厚さが半端ない。

「ララ、落ちるぞ」

　胸に抱き寄せられてミレイナは慌てた。

（近い、近いんですっ）

　しかも相手は超絶美形。

　さっきから視界に入れないようにと頑張っていたけれど、今のジェラールは寝間着のシルクのローブを着ており、全く色っぽいシチュエーションでもないのに超絶な色気を放っている。

　引き締まった胸元がチラリと見えて、ミレイナは慌てて目を逸そらす。

（こんな状況で寝られるわけがないでしょ！）

　ジェラールが眠っている間に部屋の構造を調べて脱出方法を検討しようと思っていたのに、計画が丸潰れだ。

（ララって名前付けて、餌付けして寝室にまで連れてくるなんて、なんだかまるでペットみたい……）

　昨日の『太らせて食べる』発言を聞いていなければ、ミレイナは間違いなくペットにされたのだと勘違いしただろう。

　思った以上に居心地がよく、このままここで暮らしてもいいかなと思っていたかもしれない。

　トン、トンと規則正しく背中を指先で叩たたかれる。まるで子供を寝かしつけるような心地よさに、絶対に寝られないと思っていたミレイナはあっけなく陥落したのだった。










二．ミレイナ、脱走を図る




　ミレイナがここに連れてこられて二週間ほどが経たった。

　今のところ、食べられてはいない。

　痛めていた足はすっかりと癒え、むしろ元気いっぱいだ。

　毎日のように観察した結果、ジェラールは一日の半分くらいは執務室で執務に当たり、残りの半分はどこかに外出していた。そして、そのときはフェンリルのゴーランも連れて行くことが多い。

　その間、ミレイナはこれはチャンスとばかりに外に出てみようと試みたことがある。

　しかし、この部屋には特殊な防御魔法がかかっているようで、許可された人以外は扉を開けることはできなかった。きっと、留守中に不審者が侵入することに警戒してのことだろう。




　そんなわけで、今日もミレイナはひとりでお留守番をしていた。

　日なたぼっこをしながらテラスの花壇を眺めていると部屋の外から複数人の軽い足音が近付いてくるのが聞こえて、慌ててソファーの下に隠れる。

　しばらくするとドアが開き、三人のメイド姿の若い女性が入ってきた。

　ミレイナが日中を過ごしているジェラールの執務室には、一日一回清掃のためにメイド達が訪れるのだ。

　その日も掃除道具を持って訪れたメイド達を、ミレイナはソファーの下に隠れたまま眺めていた。

「見て。ロゼッタの蕾つぼみが咲きそうよ」

　ひとりのメイドが声を上げる。

「本当ね。そろそろ庭園も見頃になりそうよ。私、今度の休日に彼と庭園デートをする約束しているの」

「えー！　羨ましい！　いいなぁ」

「第一団のロベルト様とは約束していないの？　最近いい感じじゃない？」

「え？　リンダの目からもそう見える？」

　部屋の掃除をしながら、三人の若いメイド達が恋バナに盛り上がっている。

　普段は黙々と作業をしている彼女達だけど、今日はジェラールが不在にしているので、お喋しゃべりしていても誰も咎められないからだろう。

　執務室から見えるテラスにはいくつかの花壇が配置されているが、そのうちのひとつに付いた蕾がそろそろ咲きそうだ。あれが〝ロゼッタの花〟なのだろう。

（なんだか、いつも思うけどアリスタ国の若い子と同じだなぁ……）

　ミレイナが住んでいたアリスタ国では竜人は〝野蛮な人種〟〝残虐な人々〟とされていた。

　けれど、こうしてラングール国に連れてこられて初めて目にする竜人達は、なんらアリスタ国の人間と変わらないように見える。

　時々こうやって物陰で会話を聞いていても、美味しいごはんの話やお洒落の話、恋の話など、アリスタ国の年頃の女性と同じような話題で盛り上がっている。

「ロベルト様ってね、竜化したときのお姿が少しグリーンがかっていて、とっても素敵なの。この前近くで見て、うっとりしちゃった」

「え？　もしかして、乗せてもらったの？　すごいわ、もう結婚秒読みね」

「でも、お美しいと言えばジェラール陛下に敵かなう方はやっぱりいらっしゃらないわよね。あの銀色に輝くお姿、本当に素敵」

　メイドのひとりが頬を染めてほうっと息を吐く。

　竜人と言うだけあって、ラングール国に住む人達は竜に変化できる。

　ミレイナが足に怪け我がをした日も、上空に飛ぶ竜を何匹も見た。その中で一匹だけ白銀に輝く大きな竜がいた。あれがジェラールの竜化したときの姿に違いない。

「側近のラルフ様が近々舞踏会を開催するって仰おっしゃっているのをマリベル様が聞いたって」

「じゃあ、いよいよジェラール陛下もお妃様を迎えられる覚悟を？　噂じゃ、なかなかご結婚なさらないのは心に決めた方がいらっしゃるからだって。夜になると秘密通路からその方を呼んでいるって噂も――」

「その話、私も聞いたわ！　本当かしら？」

　またきゃあきゃあとメイド達が盛り上がり始める。

　ミレイナは長い耳をぴこぴこと揺らす。

　うん、その話はうそだ。

　ミレイナは既に二週間、毎日のようにジェラールと寝室を共にしているけれど、一度も女性を連れ込んでいたことはない。

　というか、秘密通路があるならさっさとその恋人が現れて出入口を教えてほしいくらいだ。

　場所さえわかれば、そこから自分が逃げるのに。

（あの人って、不思議な人なのよね……）

　まだ二週間しか一緒に過ごしていないので当然と言えば当然かもしれないが、ミレイナはジェラールという人についていまいち掴み切れずにいた。

　執務室に部下達が現れた際はいつも険しい表情をして指示を下し、絶対的な威圧感がある。

　こうして掃除に訪れるメイドや休憩のお茶を運んでくる侍女達にも笑顔を向けることはなく、事務的な言葉を交わすことがたまにあるだけだ。

　これだけを見ると冷徹な男にしか見えない。けれど、ミレイナとふたりっきり（正確に言うと、ジェラールはひとりっきりだと思っているかもしれないけど）のときは、優しく微笑むことが多いのだ。

　笑って目尻が下がると、整いすぎてやや冷たく見える顔が優しく見える。

　その表情を見ていると、まるでペットとして愛情を注がれているかのような錯覚を覚えそうになる。

「あら、ここの絨毯が汚れているわ。私、絨毯用の洗剤を取ってくる」

　床を箒ほうきで掃いていたメイドのひとりが声を上げる。そして、ドアを開けるとパタパタと走り去っていった。残ったふたりは時折お喋りをしながら掃除をし続けており、ひとりは窓拭きを、もうひとりは花瓶の水を取り替えていた。

　ミレイナは今さっきひとりが立ち去っていった方向を見つめる。ドアの向こうには、長い廊下が続いているのが見える。艶々の石張りの床には赤い絨毯がまっすぐに敷かれていた。

（もしかして、今なら逃げられるんじゃないかしら？）

　こんなチャンスは二度とないかもしれない。

　ミレイナは足音を立てないようにソファーの下からそっと抜け出すと、足早に廊下を駆け出したのだった。
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「うーん、こっちでいいのよね……」

　ミレイナは広大な森の真ん中で途方に暮れていた。

　辺りを見回しても、見えるのは鬱うっ蒼そうと繁しげった木・木・木。とにかく四方に同じような光景が広がっている。

　数時間前、ミレイナは見事に王宮を抜け出すことに成功した。そして今は、人型へと戻って太陽の位置を頼りにアリスタ国へと向かっているところだ。

　しかし、歩けども歩けども、周りは同じような景色が続くばかり。

　気絶したところを連れて帰られたくらいだからそんなに遠くないはずだと高をくくっていたのだが、どうやらそんなに甘くはなかったようだ。

「あとどれくらいかかるのかしら？」

　ミレイナは不安に駆られ、ぽつりと呟いた。

　見上げれば、太陽が傾き始めているのが木々の合間から見えた。

　夕闇がすぐ近くまで迫っている。

　ふと木の上にリスのような生き物が走っているのが見え、ミレイナは目を留める。木の実でも集めているのだろうか。

「仕方がないわね」

　ミレイナが呟くのと同時に、ウサギのような耳がポンッと髪の間から現れ、尻尾が生える。ミレイナはその姿になると、頭上にいるリスに声をかけた。

［こんにちは、リスさん。アリスタ国はどっちかしら？］

［こんにちは、お嬢さん。アリスタ国って何だい？　木の実なら、この木の上にまだ残っているから採りに行くといいよ］

　リスは動きを止めてミレイナにそう言うと、すぐにどこかへと走り去ってゆく。

　獣人には、見た目の変化だけでない特殊能力がいくつかある。

　ミレイナのようなウサギ獣人の場合、最も代表的なことは耳のよさだが、それとは別にすべての獣人に備わっている能力もある。それは、獣、もしくは半獣の姿を取っているときは動物と会話できることだ。

「帰り道を聞きたかったんだけどなぁ……」

　ミレイナは思ったような情報を得られず、しょんぼりと項垂れた。そもそも、リスはさほど行動範囲が広くない。国名を言っても通じるわけがなかった。

「どこかに渡り鳥でもいないかしら？」

　広範囲を移動する鳥ならば、あとどれくらいの距離を歩けばアリスタ国に到着するかを知っているかもしれない。

　そう思ったミレイナは上空を見上げる。しかし、茜あかね色の空に濃い橙だいだい色に染まった雲が浮いている他は何も見えない。

（戻ったとしても……太らされて食べられちゃうのよね……）

　ミレイナがあの部屋を抜け出してから、数時間が経過している。

　もしかするとジェラールは既にミレイナが逃げ出したことに気が付いているかもしれない。

　ウサギが一匹逃げ出したぐらい、気にも留めないとは思う。けれど、戻ればまた逃げ出すかもしれないと警戒されてすぐに殺されてしまうかもしれない。

（戻るのはないわね。ということは、なんとしてもアリスタ国に辿り着かないと……）

　ミレイナは気を取り直すと、再び人型へと姿を戻し、ひとり歩き始めた。




　しかし、数時間後。

　この判断が大間違いだったと悟った。

「もう！　ここ、どこよ？」

　辺りに広がるのは漆黒の闇。

　月明かりでなんとか周囲を確認することはできても、相変わらず見えるのは同じような木々ばかりだ。しかも、間が悪いことに急速に雲が広がり始め、唯一の明かりである月も隠れつつあった。

　――ガサッ！

「ひっ！」

　近くで物音がしてミレイナはびくんと肩を震わせる。カサカサと地面の落ち葉を踏むような音も聞こえるので、何か生き物がいるのかもしれない。

「この暗闇をこれ以上歩くのは、無理ね」

　ミレイナは近くに生えていた大きな木の根元に膝を抱えて座り込む。明日、夜明けと共に起きてすぐに出発しよう。そうすればきっと、明日中にはアリスタ国に着くはずだ。

　とりあえず仮眠しようと目を閉じたミレイナは、ぽつんと冷たいものを感じて空を見上げる。あっという間に辺りは大雨になり、遠くで雷が鳴っているのが聞こえた。

（どうしよう……）

　雷のときに木の近くにいると危ないと聞いたことがあるけれど、ここは辺り一面木しかない。せめて雨に当たらないようにと木の根元の溝に体を寄せる。

　また遠くでカサリと音がした気がして耳を澄ます。雨の音に混じって確かに落ち葉を踏む音が複数聞こえる。それに、ハッハッという息づかい。

「これは……、魔獣？」

　ミレイナはパチッと目を開けて周囲を見渡す。大雨の中、暗闇にぼんやりと浮き上がる木々以外は何も見えない。けれど、確かに聞こえる複数の足音と息づかいが、ミレイナの頭に警鐘を鳴らした。

「逃げないとっ」

　でもどこへ？

　そこまで考えて、ミレイナは自分の背後にある木の枝を見上げると、力いっぱいジャンプした。

　ウサギ獣人だけに、ミレイナはジャンプ力が優れていた。しかし、雨に濡れた枝は想像以上に滑りやすかった。片足がずるりと滑り落ちたその瞬間、その足に痛みが走る。

「ガオオォー」

　うなり声と共に、靴がもぎ取られ、血がしたたり落ちる。

　垂れていたスカートの裾が引きちぎられた。

　ミレイナは咄嗟にもう片方の足でその魔獣の顔を蹴り付けた。

　けれど、一瞬怯ひるんだように見えた魔獣はすぐにまたミレイナに襲いかかってくる。

　しかも一匹や二匹ではない。ハイエナのような姿をしており、恐らく群れになった肉食の魔獣だ。

「止めて！　あっちに行って！」

　必死になってさらに木を登り枝の上に避難したミレイナは下に向かって叫ぶ。けれど、興奮状態の魔獣達には通じない。

（どうしよう……。降りたら殺される……）

　雨で冷えた体から、急激に体力は奪われていく。

　恐怖でガタガタと体が震え、涙がこぼれ落ちそうになったとき、不意に魔獣達の様子が変わった。一様に背後を気にするような仕草を見せ、尻尾が下がる。

（何？　これは足音と、鳥の羽ばたき？）

　ミレイナが耳を澄ますと、雨音に混じって僅かに聞こえてくるのは先ほど聞いたのより遥はるかに大きな足音と、上空を飛ぶ鳥の羽ばたきのような風を切る音だった。

　次の瞬間、颯さっ爽そうと現れた巨大な狼に、目の前の魔獣達は蜘く蛛もの子を散らすように逃げ出した。クウーンと哀れな鳴き声を上げている。

　ミレイナはその巨大な狼を見た。まっすぐにこちらを見て、尻尾を振っている。そして、首元にチェーンの首飾りをつけているのが見えた。

「え？　もしかして、ゴーラン？　なんでこんな場所に？」

　器用に後ろ足で立ち上がり枝に前足をかけたゴーランは、驚くミレイナの顔を舐め、ますます大きく尻尾を振る。

「わわっ、くすぐったい」

　ペロペロと顔を舐められて慌てていると、すぐ近くで木々がなぎ倒されて何かが着地するような大きな音がした。

「ゴーラン、見つけたのか？」

　低い呼び声がしてミレイナはハッとした。

（この声って……）

　目を凝らすと、思った通り、そこにいたのはジェラールだった。

（こんな嵐の中で、何をしているのかしら？）

　ミレイナが見守る中ジェラールはゆっくりとこちらに歩み寄ると、ゴーランがしきりに舐めているミレイナを見た。

「お前は誰だ？　なぜこんな時間に、大雨の中で、ひとりで森にいる？」

「私は……」

　ミレイナは困った。

　何と答えるのが正解かと思考を巡らせ、下手にうそをつくよりは本当のことを言ったほうがいいと判断した。

「迷子になりました」

「迷子？　飛んで帰ればいいだろう？」

「私は飛べないわ。竜人ではないもの」

「竜人ではない？　なぜ人間がここにいる？」

　訝しむようにジェラールの眉間に皺が寄る。

（ひぃぃ！　怒っているわ）

　ミレイナは早くも逃げ出したい衝動に駆られながらも、なんとか気を失わずに耐えた。

　横では未いまだにゴーランがミレイナの顔と頭を舐めていた。もう髪の毛がぐちゃぐちゃだ。

　ジェラールは不機嫌そうな表情を浮かべたまま、ゴーランに視線を移す。

「ゴーラン。捜していたものは？」

　ゴーランはその場にお座りすると、小首を傾かしげた。

　その様子を見て、ジェラールは額に手を当てるとはあっとため息をついた。
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　ミレイナは自分の足首に巻かれた包帯を見つめ、ため息をつく。

「なんでこんなことに？」

　ミレイナは昨晩、ジェラールにより保護されて王宮に逆戻りした。

　今度は人間として。

　魔獣に襲われて負った怪我はジェラールから指示を受けた医師が手当てしてくれた。そして、今は王宮の端にある一室をあてがわれて、そこにいる。

　ミレイナは途方に暮れて外を眺めた。

　窓から見える庭園は手入れが行き届いており、芝生が敷かれている。

　そして、庭園の一角には以前ジェラールの部屋にも飾ってあったロゼッタの花が咲いているのが見える。ロゼッタの花は、前世の世界のハイビスカスによく似ていた。

　その合間を、男女が楽しげに歩いている姿が遠目に見えた。ふたりとも、とても幸せそうな笑顔を浮かべている。

「デートかしら？」

　幸せそうな光景に、笑みがこぼれる。

　しばらく外の様子をぼんやりと眺めていたミレイナだが、背後のドアの向こうから足音が近付いてくるのが聞こえ、ドアのほうを振り返った。

　じっと見守っていると、足音はドアの前で止まり、トントントンと規則正しいノック音が聞こえる。

「どうぞ」

　声をかけるとドアが開き、現れたのはひとりの男性だった。

　目に掛かる少し長めの前髪を横に流し、そこからは髪と同じ黒い瞳が覗いている。横に引き結ばれた薄い唇からは、やや冷たい印象を受けた。

（この人、前に会ったことがあるわ……）

　ミレイナはその男性をまじまじと見つめる。

　確か、初めてラングールの王宮に連れてこられた日にジェラールと話していた男性――名前はラルフだったはずだ。

　その後も何度かジェラールの執務室に訪ねてきたのを見たことがある。

「こんにちは、お嬢さん。加減はどうですか？」

「お陰様で大丈夫です」

　ラルフに問いかけられ、ミレイナはおずおずとそう答えた。

（何かしら？）

　ラルフのこちらを観察するような視線に、ミレイナは居心地の悪さを感じて思わず身じろいだ。ラルフはミレイナを見下ろしたまま、すっと目を細める。

「少し話を聞きたいのですが、いいですか？」

「はい」

　ミレイナが頷くと、ラルフは部屋にあったソファーセットの椅子に座り、ミレイナにも座るように促した。

「あなたは――」

「ミレイナです」

「そう、ミレイナ。なぜ、昨晩あんな場所にひとりでいたのですか？」

　ミレイナは答えに少し迷い、昨日同様に下手にうそをつかずに事実をいくつか組み合わせて話すことにした。

「国境沿いで魔法石の採取をしていたら、いつの間にか森に迷い込み、そのまま迷子になりました」

「国境沿いからあそこまで歩いた？」

「はい……」

　ラルフは納得できないような様子で眉を寄せる。

　アリスタ国の国境からミレイナが魔獣に襲われた位置までどれくらい離れているのかわからないが、ミレイナはしらを切って頷うなずいた。

　ラルフはしげしげと目の前の少女を見つめた。

　昨日の夜遅く、国王であるジェラールが従じゅう獣じゅうであるゴーランを連れてどこかに出かけた。

　そして、深夜にずぶ濡れになってようやく戻ってきたと思ったら、足に怪我をしたこの少女を連れていたのだ。

　迷子になったアリスタ国の人間のようだと聞き、ラルフはすぐに魔獣の密猟者であることを疑った。魔獣の毛皮や牙などは、魔力の源になる。

　そのため、最近はアリスタ国の密猟者による魔獣の密猟が相次いでいる。

　それだけでも問題だが、もっと大きな問題もあった。

　竜化した竜人の子供をただの竜だと勘違いして傷付けるケースが出ているのだ。

　しかし、密猟者であればたったひとりであんなに森の奥深くまで入り込む必要がないし、武器を何も持っていないのもおかしい。

「それを何か証明する術すべはありますか？」

　ラルフがそう問うと、目の前の少女は明らかに困ったような表情を浮かべた。




　一方のミレイナも、ラルフの問いかけに途方に暮れていた。

　証明？　どうやって証明すればいいのだろう。

　しばらく考えて、あることに気付く。そういえば、あの日集めたものを入れた籠を置きっぱなしにしてきた。

「国境沿いの草原に、私が放置した籠がまだ落ちているかもしれません。魔法石と、たくさんの人参が入った――」

「人参？」

「ラングール人参です。好きなの」

　ミレイナはなんだか恥ずかしくなって、顔を俯うつむかせる。

　まさか誰も、人参を主食にしている人間がいるとは思うまい。

　正確に言うと人間じゃなくてウサギ獣人だけど、それは今ここで言う必要はないのでもちろん説明しない。

「話はわかりました」

　しばらく無言でこちらを見つめていたラルフは、おもむろに立ち上がる。ミレイナはハッとして顔を上げた。

「あの、私はこれからどうすれば？」

「まずは傷を癒やされるといい。部屋からは無断で出ないようにしてください。食事はしばらく、部屋に運ばせます」

　それだけ言うと、ラルフはすたすたとドアのほうへ歩いて行き、部屋を出て行った。

　ドアがバタンと閉まり、足音が遠ざかってゆくのが聞こえた。
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　ラルフはミレイナの部屋を出ると、その足でジェラールの執務室へと向かった。ジェラールは、北部地域の都市整備計画の書類を確認している最中だった。

「陛下。昨日連れて帰っていらした娘ですが、確かに密猟者には見えませんね。本人は迷子になったと言っていました」

　ジェラールは書類からゆっくりと顔を上げると、ラルフを見返す。

「知っている。昨日もそう言っていた。それで、俺は彼女に会いに行ってもいいか？」

「まだだめです。もしかすると、陛下を狙う刺客の可能性もあります」

「武器も持たずに夜中にひとりで森で泣いている刺客なんて、聞いたことがないがな。しかも、弱そうだ」

　ラルフはジェラールの発言を無視するように話を続けた。

「迷子だった証拠はあるかと聞いたところ、国境沿いで魔法石の採取をしていた籠を置きっぱなしにしてきたと言っていました。念のため、事実かどうか確認してきます」

「俺はその間に会いに行っても？」

「いけません。確認が取れるまで待ってください」

　ラルフはぴしゃりと言い放つと、ジェラールを見返す。

「なぜ、陛下はそんなに彼女と話をしたいのですか？」

　ジェラールはぐっと言葉に詰まった。

　ウサギのララの居場所を知らないかと聞きたいからと打ち明けるのは、竜王の沽こ券けんに関わる。

　そう、何を隠そう、ジェラールは無類のもふもふ好きだった。

　ふわふわの毛並みの魔獣達を愛めでると、心が癒やされる。

　しかし、ラングール国にはもふもふを愛でる習慣がない。魔獣などのもふもふを触って喜ぶのは子供くらいだ。

　竜王がもふもふ好きなどと知られるのはなんとなく恥ずかしい。

　そのため、ジェラールは細心の注意を払ってこの〝無類のもふもふ好き〟の事実を隠し通し、フェンリルのゴーランだけを従獣としてそばに置き、ぐっと我慢して過ごしてきた。




　――だが、しかしだ。




　遂に先日、運命の出会いをしてしまった。

　黄金色の毛並みに包まれた、小さな天使に出会ったのだ。

　愛らしいその姿を見た瞬間、一気に虜とりこになった。

　垂れた長い耳、薄茶色いつぶらな瞳、黄金色の柔らかな毛並み。人参を囓るときにもぐもぐと動く口元。

　どれを取ってもまさに生ける天使である。

　部屋に置いておくことを不審がるラルフには『太らせて食べる』と適当なうそを並べてやり過ごした。ジェラールから言わせれば、あの天使を食べるなんてありえない。

　ところが昨日、ジェラールが留守にしている間に、その天使――ララがどこかへ行ってしまった。必死に執務室内を捜してもおらず、メイド達に捜させるわけにもいかない。

　そこで、鼻が極めてよく利くゴーランに捜させてその後を追うと、森であの少女と出会った。

　ゴーランはなぜか役目を果たしたとばかりにその少女に寄り添い、それ以上ララを捜そうとはしなかった。

　怯えたような表情でこちらを見つめるつぶらな瞳はララと同じ薄茶色。

　胸の位置まで伸びた髪の毛もララの毛並みと同じ黄金色。

　さらにその小柄な体つきがなんとなくララを彷ほう彿ふつとさせ、怪我をしていたこの少女を保護して王宮まで連れて帰ってきた。

　しかし、肝心のララが未だに見つからない。

　フェンリルであるゴーランの鼻のよさは折り紙付きだ。絶対にあの辺りにいたはずなのだ。

　もしかするとあの少女が森で見かけたかもしれないと思い、ジェラールは一刻も早く話を聞きに行きたかった。

　だが、それを話すと自分がもふもふ好きだとラルフにバレてしまう。ラルフは側近というだけでなく、ジェラールを幼いときから見続けてきた兄のような存在でもある。絶対にからかわれる。

　ジェラールは何の感情も乗せない表情で、ラルフを見返す。

「俺が保護してきたのだから、様子を見に行くのは当然だろう？　魔獣を保護した際も、いつもそうしている。それに、不審な人物であればすぐに罰しなければならない」

「人間は、魔獣ではありせんよ。ところで、彼女は陛下が抱えるか乗せるかして帰ってきたのですか？」

　ジェラールは僅かに眉を寄せた。

「そんなわけないだろう。ゴーランの背に乗せた。なぜそんなことを？」

「彼女から、陛下の気配が強く感じられたので」

　気配が移る、というのは番つがいになった竜人同士が長時間触れあっていたりすると、互いの魔力が相手に移ることだ。

「気のせいだろう。もしくは、人間には少し触れただけで気配が移りやすいのかもしれない」

　ジェラールは事実、あの少女にはほとんど触れていない。触れたのは、木から下ろすために手を貸したときだけだ。

　ラルフは納得いかなそうな表情を浮かべたが、それ以上は聞いてこなかった。

「では、取り急ぎ確認に行って参ります」

　ジェラールはその後ろ姿を見送ってから、広い執務室内を見渡す。

　いつも隠れているカーテンの裏にもソファーの下にも、やっぱりララはいなかった。




◇　◇　◇




　ラルフが言った通り、その日の食事はメイドが部屋まで運んできてくれた。

　お昼ごはんのメニューは肉のソテーと生野菜のサラダ、パンとスープ、それにいちじくの載ったタルトだ。

「食後の紅茶をご用意しますね」

「ありがとうございます」

　普段、自分のことはすべて自分でやっているミレイナは食事を配膳されるだけで恐縮してしまう。ましてや、ここへは招待されたわけでもないのだから。

　お礼を言うと、メイドはにっこりと微笑んだ。ミレイナはその女性を見上げて、釣られるように微笑む。

（この人、あの日にジェラール陛下の部屋の掃除をしていた人だわ）

　赤みを帯びた茶髪に、少しだけ低い鼻、くりっとしたグリーンの瞳。笑顔に愛嬌のある女性だ。名前は確か――リンダだっただろうか。

「何かご入り用だったら、部屋のこの鈴を鳴らしてくださいね。メイドの控え室に繋がっているから。私は普段別の仕事を担当しているからいないかもしれないけれど、別の人が来てくれるはずよ」

　リンダはそう言って微笑むと、ミレイナが食べ終えた食器を持って部屋を出る。

　ミレイナはひとりっきりになった部屋で、ソファーに座った。手を足に伸ばすと、今朝お医者様が巻いてくれたばかりの包帯に触れた。

「ここの人達は、なぜこんなにも親切にしてくれるのかしら？」

　アリスタ国にいるとき、竜人とはとても恐ろしい人達だとされていた。

　暴力を好み、冷酷非道な野蛮な民族。

　ララとして過ごしている間にも感じたけれど、そのイメージと実際の印象があまりにも違いすぎて、戸惑ってしまう。

　ミレイナはローテーブルに置かれたティーセットに手を伸ばす。先ほどリンダが用意してくれたものだ。

　ポットから紅茶を注ぐと、美しく絵つけされたティーカップに透き通った赤茶色の液体が満たされる。

　一口飲むと、柔らかで優しい味わいが広がった。

　やることがなくて手持ち無沙汰で窓から外を眺める。ララの姿のときは目線が低くて何も見えなかったが、人の姿をしているとテラスの先までよく見渡せた。

　そのとき、ミレイナは遠くからまた足音が近付いてくるのに気が付いた。どことなく、急いでいるような歩調だ。しかも、人の足音と共にもっと大きな何かが近付くような音もした。

（誰か来る？）

　誰だろうと耳を澄ましていると、足音はミレイナの部屋の前で止まった。ドンドンと荒々しくドアがノックされる。

「どうぞ」

　言い終わるや否やというタイミングで、ドアがバシンと開かれた。

　突然現れたその人物に、ミレイナは驚いた。

　青みを帯びた銀色の髪、美しい青色の瞳、整いすぎて冷淡に見えるその人は、ラングール国の王であるジェラールだった。黒い上質な衣装には、襟や袖に金糸の刺し繍しゅう飾りがふんだんに施されている。

　そして、後ろにはフェンリルのゴーランを連れていた。

「お前に聞きたいことがある！」

　ツカツカと歩み寄ってきてガシリと腕を掴まれたミレイナは恐怖を感じた。

　元々竜人は長身な民族。たとえ人の姿を取っていても、ミレイナとは頭ひとつ分以上、身長が違う。しかも、相手は残虐非道と噂され、〝白銀の悪魔〟と呼ばれる竜王なのだ。

　無意識に体が震えると、ジェラールはミレイナが怯えていることにすぐに気が付いたようで慌てて手を離した。

「悪かった。少し気が急せいた」

　ジェラールは一瞬だけ狼狽えたように視線を彷徨わせた。しかし、またすぐ透き通るような青い瞳でミレイナを見つめる。

「お前の名は？」

「ミレイナと申します」

「俺は竜王のジェラールだ。ミレイナに聞きたいことがある」

　ジェラールは先ほどと同じ言葉を繰り返す。

「聞きたいことと仰いますと？」

「ああ。昨日の晩、あの森で生き物を見なかったか？」

　ミレイナは質問の意図が掴めず、困惑した。

「犬のような生き物を見ました。私を襲っていたあの魔獣です。あとは、その子」

　ミレイナが片手を上げて指さすと、ジェラールはその視線を追う。そこには、ゴーランがお座りしてこちらを見つめている。

「いや、そうではなくてだな。もっと小さくて――」

「小さい？　そういえば、リスのような魔獣は見かけました」

「リスと似ているが、違うんだ。もっと、耳が長くて、体はリスより一回り大きい。これくらいだ」

　ジェラールは両手で楕だ円えんを作って大きさを見せる。体長二十センチくらいだろうか。

　ミレイナはジェラールの説明を聞きながら、ピンときた。

「……もしかして、ウサギですか？」

「そうだ！　見たのか!?」

　少し冷たい印象のジェラールの表情が、途端に明るくなる。

　ミレイナはその反応に呆あっ気けにとられた。

「いいえ、見ていません」

「……そうか」

　それを聞いた瞬間、ジェラールは今度はわかりやすくがっかりした表情を見せた。

　ミレイナはその様子を見つめていて、もしかしてと思い当たる。

「もしかして、陛下は昨晩、ウサギを捜してあそこにいらしたのですか？」

　ジェラールは少し居心地が悪そうに視線を彷徨わせたが、はあっと息を吐いた。

「ああ。保護していたウサギがいなくなったんだ。ゴーラン――ここにいるフェンリルは鼻がとても利く。確かにあの辺りにいたはずなのだ」

　そこまでして食べたかったのかと驚きを禁じ得ない。

　だからゴーランはまっすぐにミレイナに向かってきたのかと、ようやく合点した。

「…………。ウサギはそんなに美味しくないですよ？」

　ウサギを食べたことは前世も含めて一度もないけれど、そう言ってやんわりとウサギを食べるのは諦めるように誘導する。すると、ジェラールは不本意そうに眉間に皺を寄せた。

「食べるわけがないだろう。保護していたんだ」

「え？　食べないんですか？」

　ふたりの間に沈黙が落ちる。

（じゃあなんで、『太らせて食べる』なんて言ったの!?）

　自分を食べるために保護していたのだと思っていたミレイナはジェラールの思わぬ答えに驚いた。

　初めて連れてこられた日に、確かに『太らせて食べる』と聞いたのに、一体あの発言は何だったのか。

「……アリスタ国ではウサギを日常的に食べるのか？」

「人によります。私は食べません」

　そう答えると、ジェラールはどこかホッとしたような表情を浮かべた。そして、ふたりの間に再び沈黙が落ちる。

「たぶん――」

　ミレイナは考えるように、ゆっくりと言葉を紡ぐ。

「保護していたということは、怪我をしていたのですね？　そのウサギは傷が癒えたので、家に帰ろうとしたのだと思います。陛下がそのウサギを保護したのは、アリスタ国の方向だったのではありませんか？」

「お前はウサギの生態に詳しいのか？」

「…………。以前、飼っていましたので。動物の世話をする仕事をしていました」

「そうなのか？」

　ジェラールは驚いたように、ミレイナを見つめる。

　ミレイナはいささかの居心地の悪さを感じて身じろいだ。うそは言っていない。

　以前――前世のペットショップ店員だったときに犬や猫、小鳥やウサギも世話していた。

「ウサギは森で、一匹で生きていけるものか？」

「元々森で一匹で生きていたなら、大丈夫ですよ」

「寒さで震えていないだろうか？」

「もふもふの毛で覆われていますからね。大丈夫かと」

「食事に困っていないだろうか？」

「何でも食べるんで平気です。その辺の草とかを探して食べます」

　何も心配する必要ないと言い放つミレイナに対し、ジェラールはなおも何か言いたげな表情を浮かべる。

（もしかしてこの人、本気で心配しているのかしら？）

　ここにきてミレイナはようやく理解した。

　ジェラールは、ララがいなくなって心配しているのだ。この気にかけ方は、食べられなくてがっかりしているというものではない。

「陛下、大丈夫です。そのウサギはきっと元気にしています」

　元気づけるように言うと、ジェラールは少し考えるように押し黙ったが、すぐに顔を上げた。

「そうか。では、その言葉を信じるとしよう。邪魔をしたな」

　ジェラールは、話は終わったとばかりに立ち上がる。ミレイナは肝心なことを伝え忘れていることに気が付いた。

「あの、陛下」

「なんだ」

　ジェラールがこちらを振り向く。

「助けてくれて、ありがとうございます。私のことも、そのウサギのことも」

　一瞬驚いたような表情を見せたが、ジェラールはほんの少しだけ口角を上げた。

「構わない。傷が治るまで、ここで癒やせばよい。困ったことがあればメイドに伝えよ」

　ジェラールについて行こうと立ち上がったゴーランは、一旦立ち止まるとこちらに歩み寄ってきて、クンクンと鼻を寄せる。そして、ブンブンと尻尾を振った。

「ふふっ、いい子ね。可愛い」

　ミレイナは笑みをこぼしてゴーランの頭と首の辺りをわしゃわしゃと撫でる。大きさは比べものにならないが、まるで犬のようだ。

　昔ペットショップで世話をしていたシベリアンハスキーを彷彿とさせる。

　ジェラールは入口からこちらを振り返り、意外そうな顔をした。

「魔獣を怖がらないなど、珍しいな」

「だって、いい子です。可愛いわ」

　ミレイナが笑顔でそう答えると、ジェラールは少し考えるように黙り込んでから口を開いた。

「王宮の外れに、魔獣を保護している施設がある」

「魔獣を保護している施設、ですか？」

「ああ。魔獣が好きなら、行ってみるといい。ゴーラン、行くぞ」

　ジェラールに呼ばれたゴーランは、ゆっくりとそちらに向かって歩いてゆく。

　それを確認したジェラールは今度こそ踵きびすを返すと、振り返ることなく部屋を後にした。




　ミレイナは遠ざかる足音を扉越しに聞きながら、ふうっと息を吐いた。

「食べるつもりじゃなかったのね」

　でも、同時にまた先ほどの疑問が甦よみがえる。

「じゃあ、なんであんなこと言ったのよ……」

　あの発言のせいで、ミレイナは死の恐怖に怯え、さらには大好きなラングール人参を目の前にしながらお預け状態で耐えたのだ。ひどいじゃないか！

　理由を考えてみたけど、さっぱり思い付かない。

（あの人って、やっぱり掴み切れない人だわ）

　部下に対して威圧的な物腰や冷淡な態度を見せたと思えば、ララに対して見せたような優しい眼差しもする。それに、ミレイナのこともこうして助けてくれた。

　どんな人物かはわかりかねるが、アリスタ国でよく耳にした〝白銀の悪魔〟というのは違っている気がした。










三．ミレイナ、魔獣係になる




　王宮の庭園を掃き掃除していると、どこからか楽しげな笑い声が聞こえてきた。

　手を止めて辺りを見回すと、少し離れた場所で、黒いワンピースに白エプロンという自分と同じメイド姿の女性達が歓談している。

　そのひとり――少し赤みがかった茶色の髪の毛をひとつに纏まとめた女性は、ミレイナがこちらを見つめていることに気が付くと笑顔で走り寄ってきた。

「ミレイナ、もうこんなに終わったの？　早い！」

　笑顔のリンダは、美しく清掃された庭園の一角を見て顔を綻ばせる。

「無理しないでね。また足を痛めちゃうわ」

「うん、ありがとう。大丈夫」

　ミレイナは笑顔で返すと、両手に拳を握って元気であるとポーズしてみせる。




　ラングール国の王宮に逆戻りして早一週間が過ぎた。

　最初こそ刺客の可能性があるとして厳重に監視されていたミレイナだったが、その警戒はすぐに解けた。ミレイナがラルフに話した通り、国境沿いの草原で籠に入った魔法石やたくさんの人参が見つかったのだ。それに、武器になるようなものも持っていないことから、ただの迷子だと断定された。

　ようやく足の具合がよくなってきたミレイナは、ラルフにお願いして昨日から仕事をさせてもらうことにした。居候のような形で居座ることに心苦しさを感じたのだ。

　ラルフに聞くと、この王宮からアリスタ国までは百キロ以上離れているという。ミレイナはあの晩、その途中で保護されたようだ。

　帰ろうにも歩くには遠すぎるし、竜人は竜化すれば空を飛べるので、アリスタ国まで道という道もない。もちろん、乗合馬車もない。そんなこんなで、ミレイナは今もここに留とどまっている。

　そこで、様子を見に来たラルフにお願いして仕事をもらったのだ。

　とはいえ、ミレイナは素性も知れぬ迷子の人間なので、やらせてもらえることは限られている。

　例えば、今やっている庭の掃き掃除だ。

　集めた落ち葉などのごみをちりとりにすくい取り、袋に詰める。それを持って歩き出そうとすると、またリンダが声をかけてきた。

「重いんじゃない？　一緒に行こうか？」

「え、本当？　ありがとう」

　ミレイナは思わぬ申し出に、顔を綻ばせる。王宮の裏手にあるごみ置き場まではかなりの距離がある。手伝ってもらえるのは、とても助かる。

「お安いご用よ。さあ、行こう！」

　リンダは屈託なく笑うと、落ち葉が詰まった袋の取っ手のひとつを掴んだ。ミレイナも袋の反対側の取っ手を掴むと、ふたりは間にごみ袋を挟んだような形で歩き出す。




　王宮に沿うように庭園の小道を歩きながら、ミレイナはその大きな建造物を仰ぎ見た。

　ラングール国の王宮は、三階建ての大きなものだ。

　真っ白な石造りで、窓枠には飾りの彫刻が施されており、前世で旅行したときに見たヨーロッパのバロック様式の建物に似ている。

　三階建てだが、一階層ごとの天井が高いせいか、首を大きくのけぞらせて遥か見上げるほどに高さがあった。特徴的なのは、至る所に大きなテラスがあることだ。そして、そのテラスにはテーブルや椅子が一切見当たらなかった。

「どうしてどこのテラスにも、テーブルや椅子が置かれていないの？」

　不思議に思ったミレイナはリンダに尋ねた。

「え？　だって、テーブルと椅子なんて置いてしまったら、竜になったときに出入りするのに邪魔でしょう？」

　リンダは何を当然のことをと言いたげに、ミレイナを見返した。

　つまり、テラスは竜化した竜人達が飛び立ったり降り立つときに使用する場所なので、テーブルや椅子があるのは邪魔ということのようだ。

「アリスタ国では、テラスに物を置くの？」

　逆に聞き返されて、ミレイナはうーんと視線を彷徨わせる。

　アリスタ国の王宮には、行ったことはおろか、見たこともない。けれど、町で見かけるテラスには大抵テーブルと椅子が置かれているし、花が咲き乱れる季節になるとテラスでデートを楽しむのは一般的な男女の過ごし方だった。

「うん、置いてあることが多いわ。お友達とお茶をしたり、家族で団らんしたり、恋人同士でデートしたり……」

「え、デート!?」

　リンダはぱっとこちらを向き、表情を輝かせる。

　まだ言葉を交わすようになって数日だが、リンダは恋愛話が大好きなようだ。そういえば、ジェラールの部屋を掃除しているときも、メイド仲間と恋愛話に花を咲かせていた気がする。

「アリスタ国では、どんなデートをするのが普通なの？」

「うーん。たぶん、ラングール国と変わらないわ。庭園を歩いたり、一緒に食事に行ったり、演劇を見たり……」

「ミレイナも、そんなデートを？」

　嬉き々きとして恋愛話をするその様子を見ていて、ミレイナは首を傾げる。

　誰かに似ているような――。

（あ、マノンだ！）

　マノンとは、アリスタ国にいるミレイナの親友だ。よくお互いの自宅を行き来して、他愛のない話で夜遅くまで盛り上がったりした。

　異国の地で思いがけずかつての親友に似た女性に出会い、ミレイナはなんだか嬉しくなる。

「ううん。私には、恋人がいなかったから」

　ミレイナが左右に首を振ると、リンダは拍子抜けしたような顔をする。

「そうなの？　ミレイナってふわふわしていて、すごく可愛いのに」

「そんなことないよ」

「そんなことあるわ。きっと、アリスタ国の男性は奥手なのね」

　リンダは納得いかない様子で頬を膨らませてみせる。ミレイナはそんなリンダに曖昧に微笑み返した。

　ミレイナは、芳紀まさに十八歳。

　町で親しくなった男性にそれとなくデートに誘われたこともある。けれど、結局それを断って殻に閉じこもるのはミレイナのほうだった。

　獣人は忌み嫌われる存在だ。

　恋人になって、いつかは夫婦になることまで考えると獣人であることを隠し通すことはできない。好きになった人に拒絶されることを恐れて、その気持ちに応えることができなかった。

「ラングール国の人達は、どんなデートを？」

　ミレイナは努めて明るい声で、リンダに聞き返した。

　リンダは待っていましたとばかりに表情を明るくして話し始める。

「ラングール国でも食事に行ったり、庭園を歩いたりは一緒ね。今の季節はロゼッタの花が見頃だから、それを見に行くのが定番」

「うん」

　ミレイナは笑顔で相あい槌づちを打つ。

　そういえば、ララとして過ごしていたときにそんなことを掃除係のメイド達が話しているのを聞いた。

「でも、一番の憧れのデートは、やっぱり彼の背中に乗せてもらうことよ」

「背中？」

「うん、竜化した男性の背中に乗せてもらうの」

「へえ……」

　竜化した恋人の背中に乗せてもらう。

　ミレイナからすると、想像すらしないデートだ。けれど、リンダはうっとりしたような表情をしているのでラングール国ではよくあるデート方法なのかもしれない。




　ごみを捨て終えて戻ろうとしたミレイナは、ふとどこかから動物の唸うなるような鳴き声が聞こえた気がして、辺りを見回した。

（何かしら？　あっち？）

　鳴き声がする方向に目を凝らすと、芝生の広場の真ん中に平屋建ての小屋が見えた。質素な石造りで、小さな窓がいくつか付いている。

「ねえ、リンダ。あれは何？」

　ミレイナが指さしたほうに目を向けたリンダは、「ああ」と答える。

「あれは魔獣舎って呼ばれる、魔獣の保護施設よ。森で傷ついたりした魔獣を、保護しているみたい」

　そこまで言って、リンダは眉を寄せる。

「掃除係でも皿洗い係でも我慢できるけど、魔獣係にだけはなりたくないわ。誰もやりたがらないから、どんどん人が変わるの。今度の人も一週間もつかしら？」

「どういうこと？」

　不思議に思ってミレイナが聞き返したそのとき、甲高い悲鳴が聞こえて小屋の入口から誰かが飛び出してきた。言葉にならない何かを叫んでいる。

「どうしたのかしら？」

　ただごとではなさそうな様子に驚いたミレイナは、慌ててそちらに駆け寄った。

　小屋から飛び出してきたのはミレイナとそう年頃の変わらぬメイドだ。

「どうしたのですか？」

　ミレイナが声をかけると、その女性はあわあわと口元を震わせた。

「どうしたもこうしたもないわ！　だから魔獣の世話なんて嫌だったのよ！　もう我慢できない。メイド長に言って他の職場に変えてもらうわ！」

　憤慨した様子でそう叫んだ女性は、すっくと立ち上がるとぷりぷりしながらその場を立ち去る。メイド服の黒いスカートのお尻部分が破れており、ひらひらと端切れが風になびいていた。

　ミレイナとリンダは顔を見合わせた。

　リンダはそれ見たことかと言いたげに、肩を竦すくめている。

（もしかして、ここがジェラール陛下が言っていた魔獣の保護施設？）

　ミレイナはその建物をまじまじと見つめた。

　一階建ての石造りの建物は飾り気がなく、質素な見た目だ。まるで、倉庫のようにも見える。窓はあまりなく、入口は閉ざされていた。

　ミレイナは中を覗こうと首を伸ばす。

　鉄柵製の扉の向こう側は薄暗く、よく見えない。けれど、入口と小さな窓から差し込む光で僅かに見える地面には、藁わらのようなものが散らばっているようだ。

　そこに、うろうろと蠢うごめくものがいるので、あれが魔獣だろう。

（それにしても、ひどい臭い……）

　ミレイナは思わず、持っていたハンカチで鼻と口を覆った。きちんと清掃されていないのか、中から汚物のような悪臭がする。

「ミレイナ。ここの魔獣、すごく凶暴だって有名だからもう行こうよ。さっきの人も、たぶんお尻を噛まれそうになって逃げ出したのよ」

　リンダが背後からさっさとここを立ち去ろうと促してくる。

「うん、もうちょっとだけ」

　ミレイナは、中をじっと見つめた。

（こんなところに閉じ込めたら、魔獣だって気が立つわ）

　ミレイナは前世で、ペットショップで働くほど動物が好きだった。

　ここにいるのは魔獣なので動物とはまた違うのかもしれないが、どうしても放っておく気になれない。

（どうにかできないかしら？）

「きゃあぁぁぁ!!」

　考え込んでいると、不意に背後で悲鳴がした。この声はリンダだ。

　驚いて振り返ると、その瞬間に大きなものに飛びかかられてミレイナはバランスを崩して尻餅をついた。

　何かが自分の上に覆い被かぶさってくる。

「うわぁぁぁ。ミレイナが食べられちゃう！」

　またリンダの悲鳴が聞こえる。

　何かの息づかいを感じてぎゅっと目をつぶると、頬をベロリと舐められる感触がしてミレイナは驚いて目を開いた。

　目の前にあるのは、大きなもふもふだ。

　水色の瞳でこちらを見つめている。

　そして、首には金の首飾りを付けている。

「え？　ゴーラン？　なんでこんなところに？」

　それは紛れもなく、ジェラールの従獣であるゴーランだった。

　仰あお向むけになったまま呆気にとられていると、遠くから「ゴーラン！」と叫ぶ低い声。そちらに目を向けると、青みを帯びた銀色の髪をなびかせた男性が近付いてくるのが見えた。

（あれは、ジェラール陛下？）

　着ている上下濃紺の服の襟元や袖口、合わせ部分には遠目に見ても豪華な刺繍が入っており、上質であることがわかる。

「ひえっ！」

　リンダが小さな悲鳴を上げて腰を抜かしたようにへたり込む。

　王宮に勤めていても、竜王陛下に間近で会うことなど、そうそうないのだ。

　ミレイナがそちらを見つめていると、ジェラールはまっすぐにこちらに歩み寄ってきて、ミレイナに手を差し出す。

「大丈夫か？」

「あ、はいっ」

　大きな手に自分の手を重ねると、力強く引き上げられた。ジェラールは次に、腰を抜かして近くにへたり込んでいたリンダのことも助け起こす。

　ミレイナは、おずおずとジェラールを見上げた。何かを探すかのように、その視線は周囲の地面を彷徨っている。

「陛下、どうしてこちらへ？」

「いや……、気分転換だ」

「気分転換？」

　一瞬、間があってからの取って付けたような答えに、ミレイナは首を傾げた。

　見渡す限り、ここには魔獣の保護施設以外、何もない。

　近くにあるのはゴミ捨て場だけだ。

　ジェラールは、それ以上は何も言わずに口ごもった。

　そして、ゴーランに責めるような視線を向ける。

　一方のゴーランは、役目は果たしたとばかりに尻尾を振っていた。

　その様子を見て、ピンときた。

（もしかして、またララを捜していたとか？）

　ゴーランを連れていて、しかもゴーランが迷いなくミレイナに向かってきて得意げなところを見ると、それで間違いない気がする。

（大丈夫だって伝えたのに、よっぽど心配なのね。何も告げずに姿をくらましてしまって、悪いことをしたかしら？）

　けれど、あのときのミレイナはウサギ以外の何者でもなかった。置き手紙などしたらそれこそ誰が部屋に入り込んだのかと大騒ぎになるはずだから、それも無理だったのだけれど。




　一方のジェラールは、ミレイナ達の背後にある魔獣舎の様子にようやく気付いたようで、眉をひそめた。

「臭うな。それに、中が随分と荒れている。いったい、魔獣係はどこに行った？」

　問いかけられたリンダが途端に顔色をなくす。

「それが……。彼女は少々、魔獣が苦手だったようで……」

「ほう。それが、お前達が職務を放棄する理由になると？　まさか、また辞めるなどと言い出したのではなかろうな？」

　ジェラールの険しい表情からは、ただならぬ怒りが感じられた。

　周囲の気温がぐっと下がり、ゴーっと木々を揺らす風の嫌な音がする。ふと上空を見ると、雲ひとつなかったはずの青空には厚い雲がかかり始めていた。

（え？　これって、魔法？　っていうか、まずいわ）

　一部の竜人が魔法のような不思議な力を持っていることは知っている。竜王の感情が昂たかぶると嵐が起こるという話を噂で聞いたことがある。

　つまり、それだけジェラールが魔獣舎のこの状況に怒っているということだ。

　ジェラールの気迫に、リンダの顔色が一気に真っ青になる。

　リンダは清掃係なので魔獣係とは全く無関係だ。ミレイナがここに立ち寄りさえしなければ、ここに近付くことすらしなかっただろう。

　けれど、リンダはすっかりと怯えてしまってそれを言い出すこともできずにいる上に、ここで『本当の魔獣係は今さっき辞めた』などと言えば、ジェラールの怒りに火に油を注ぐ結果になることは明らかだ。

（なんとかしないとっ！）

　ミレイナは咄嗟に叫ぶ。

「陛下っ！」

「なんだ？」

　ジェラールが低い声で問い返し、じろりとこちらを見る。

　整いすぎた顔だと怒っているときの迫力が五割増しになるのだなと、全く知る必要がない無用の知識が増えた。

　元来怖がりのミレイナは、その冷たい視線に怖おじけづきそうになった。

　けれど、せっかく仲良くなって、ミレイナのことを気にかけてくれたリンダを窮地から救おうと必死だった。だって、元はと言えば、ミレイナがここに立ち寄ったせいでこんなトラブルに巻き込まれたのだから。

「人にも相性があるように、魔獣にだって相性があります。きっと、今の魔獣係とここで保護されている魔獣は相性が悪かったのです」

「ほう？　それで？」

　冷ややかな視線を崩さないジェラールの様子に、背中につうっと冷や汗が流れ落ちるのを感じる。

（ど、どうしよう……。ものすごく怒っているわ）

　何か名案があって声を上げたわけではない。

　半ば泣きたい気持ちで、ミレイナはこの状況を打開しようと頭をフル回転させた。

「つまり……」

「つまり？」

「わ、私が次の魔獣係に立候補いたします！」

　ジェラールとリンダの瞳が、同時に見開かれた。

　そして、ジェラールがミレイナに向ける視線が訝しげなものへと変わる。

「お前であれば、ここに保護されている魔獣と相性が合うと？」

「わかりません。ただ、私は以前にも申した通り動物の世話をする仕事をしていましたから、その可能性はあるかと。現に、陛下の従獣には懐かれております」

　ジェラールは、ミレイナの横にちょこんと座って自分の顔を見つめているゴーランに視線を移した。ちょこんと座って、と言っても、ミレイナの胸の高さぐらいあるが。

「確かに、滅多に人に懐かないゴーランがお前には懐いているな」

　少し考えるような仕草を見せたジェラールは、ゴーランとミレイナの顔を交互に見比べる。

　ゴーランは舌を出してハッハッと息を吐きながら、大きな尻尾を揺らしている。

「いいだろう。お前を次の魔獣係に任命する」

　ひっ、とリンダが声にならない悲鳴を上げたのがわかった。ミレイナは視線でリンダに、何も言うなと伝える。

　清掃係のミレイナ、かくして配属二日目にして魔獣係へと配置転換されたのだった。
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　その日の夕方、ミレイナはメイド長の部屋へと向かった。

　隣を歩くのは、意気消沈した様子のリンダだ。リンダはミレイナを心配して部屋の前まで一緒に行くと言って聞かず、付いてきてくれた。

「ミレイナ、ごめん……」

「いいのよ。元はと言えば、私が魔獣の保護施設に近付いたりしなければこんなことにはならなかったんだから」

「でも、そのせいでミレイナが……」

　リンダは泣きそうな表情を見せる。

「メイド長、怒るかしら？」

　ミレイナは、昨日会ったばかりの落ち着いた中年の女性を思い浮かべる。

「今日辞めてしまった人に怒ることはあっても、ミレイナに怒ることはないと思うんだけど……。でも、ごめんね」

　リンダはまた泣き声で謝罪する。

　ミレイナは「大丈夫、大丈夫」と明るく笑い飛ばした。

　メイド長の部屋は、王宮の一階の一角にある。ミレイナはスーッと息を吐くと、ゆっくりとドアをノックした。

「どうぞ」

　硬い声が聞こえ、ミレイナはひとりで入室すると後ろ手でパタンとドアを閉じる。

　メイド長は少し吊つり目のまじめな雰囲気の女性で、オールバックにした髪を後ろでお団子にしている。執務机に向かい、何かの書類に目を通していた。

　見た目の年の頃は四十歳前後だろうか。ミレイナが会うのはこれが二回目で、一度目はメイドとして働き出すことが決まった昨日の朝だ。

　リンダによると、若いときはまだ幼かった現竜王陛下であるジェラールのお世話係をしていたらしい。

　作業が終わるまで待とうと、じっとしていると、ようやくメイド長が顔を上げる。

「話は陛下の使いの者から、概おおむね聞いております。陛下の魔獣の収集癖は困ったものね。傷ついていると放っておけないようで、ようやく元気になっていなくなったと思うとまたどこからか拾ってくるのよ」

　メイド長はそう言うと、はあっと息を吐いた。

「魔獣係が早々に辞めてしまったのは想定内だとして、あなたはその後任に立候補したそうね？　本気かしら？」

　銀縁眼鏡の奥の深緑の瞳がこちらの真意を探るように眇すがめられる。

　リンダから話を聞いた限り、魔獣係はなりたがる人がいない上に、みなすぐに辞めてしまうらしいので、自ら立候補するというのは信じられないのだろう。

　じっと見つめられて居心地の悪さを感じる。

　けれど、ミレイナは唇を引き結ぶとしっかりと頷いた。

「本気です。私、以前に動物のお世話をする仕事をしていたんです」

　以前と言っても前世だけど、とはもちろん言わない。

「でも、アリスタ国に魔獣はいないのではないかしら？」

「確かに、アリスタ国に魔獣はいません。けれど、魔獣を魔力を持つ動物の一種だと思えば、さほど変わらないと思います」

　メイド長は少しの間、じっとミレイナの顔を見つめる。そして、ふむと頷いた。

「話はわかったわ。では、明日よりあなたを魔獣係に配置します。しっかりと役目を果たすように」

「っ！　はい！」

　ミレイナはコクコクと頷く。

　元来動物は好きなので、魔獣係になることに抵抗はない。

　問題は、あの魔獣舎にいる魔獣達がミレイナに懐いてくれるかどうかだ。

（あそこは本当にひどい有あり様さまだったわね……。頑張らなくっちゃ！）

　ミレイナは並々ならぬ闘志を燃やしたのだった。
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　その後、ミレイナはメイド長から直々に魔獣係の仕事内容について説明を受けた。今日まで魔獣係をしていた人が引き継ぎをすることもなく、急にいなくなってしまったからだ。

　メイド長によると、彼女は数時間前にメイド長室に押しかけてきたらしい。魔獣係が嫌だと大騒ぎし始めたので今度は洗濯係にしようとしたところ、立腹してメイド自体を辞めてしまったという。

「彼女のご実家には強く抗議しておくわ。どの係にあてがっても『自分は違う職場がいい』と言っていい加減なことばかりするから、もう四度目の配置換えだったのよ。でも、まさか二日でこんなふうに辞めてしまうなんて。侍女役になりたかったのでしょうけど、こんな仕事ぶりでは推薦できるわけがないわ」

　メイド長は、はあっと嘆息する。

　侍女役というのは、高位文官などのお茶出しをしたりする役目で、メイド内では花形の職務のようだ。

「――だいたい以上よ。必要な清掃道具は魔獣舎の裏に置いてあります。餌は王宮内の調理場から不要になったものを分けてもらってちょうだい」

　毎週のように人が変わっているせいか、メイド長の説明は慣れたものだった。何も見ることなくすらすらと話してゆく。

「何か確認したいことはある？」

「魔獣舎のことで何かしたい場合は、誰にご相談すれば？」

「あそこの魔獣はすべて陛下が気まぐれに連れ帰られたものだから、そういったことが必要なら、側近のラルフ様に伝えるように」

「わかりました」

　ミレイナはこくりと頷く。

「他には何かある？」

　メイド長に聞かれ、ミレイナは少し考えてからおずおずと口を開いた。

「作業用に、フード付きのケープがほしいのですが用意して頂けないでしょうか？　ほら、埃ほこりとかがひどそうなので……」

「わかったわ。手紙を書くから、それを持って衣装部屋に行って受け取っていらっしゃい」

　メイド長は特に疑問を持つことなく頷く。

「ありがとうございます！」

　ミレイナはぱあっと表情を明るくして、お礼を言った。










四．ミレイナ、魔獣舎の環境改善を図る




　翌日、赤茶色のケープに付いたフードを深々と被ったミレイナは、緊張の面持ちで魔獣の保護施設の前に立った。手には掃除用の箒と、ごみを詰めるための麻袋を持っている。

　入口の鉄柵に手をかけると、カチャリと音がする。

　すると、シーンとしていた魔獣舎の中から鳴き声と唸り声が聞こえた。

［あの人、性懲りもなく戻ってきたよ。脅し方が足りなかったんだよ］

［本当？　じゃあ、今度は軽く噛みついてやろうかしら？］

　魔獣達が話し合う声が聞こえ、ミレイナはフードに隠れた長い耳をぴょこんと立てる。

　どうやら、いや、間違いなく歓迎はされていないようだ。

　ミレイナはごくりと唾を飲み込み、意を決して鉄柵のドアに手をかける。キーっという音と共にドアが開き、ミレイナは薄暗い舎内にゆっくりと足を踏み入れた。

　その瞬間、「ガオオォ！」という唸り声がして何かが飛びかかってきた。

「きゃっ！」

　ミレイナは驚いて、尻餅をつく。すると、ミレイナに襲いかかってきた何かは仰向けのミレイナの胸にのしかかってきた。

（噛まれるっ！）

　ミレイナは咄嗟にきつく目を閉じる。けれど、痛みはいつまで経ってもやってこず、かわりに顔の辺りをクンクンと嗅ぐ気配がした。

［待って。この人、ジェラールの魔力の匂いがする］

［本当だ。昨日と違う人だ。見た目が違う］

［けど、この黒いドレス、いつもの人達と一緒だよ］

　恐る恐る目を開けると、三匹の狼型の魔獣の子供――子供と言っても通常の中型犬くらいのサイズはある。恐らく、ゴーランと同じフェンリルだ――がミレイナの顔を覗き込んでいた。ミレイナが視線だけを動かすと、三匹と視線が絡まる。

［こんにちは、皆さん。新しく魔獣係になった、ミレイナです］

　倒れたままのミレイナがへらりと笑ってそう告げると、三匹は驚いたように目を見開いた。

　まさか人間が魔獣の言葉を喋るとは思っていなかったようで、三匹のフェンリル達はじりじりと後ろに下がった。

　ミレイナは立ち上がって落ちていた箒を持ち、ケープに付いた埃を払うと魔獣舎内を改めて見回した。

　中には狼型の魔獣――フェンリルが三匹と、魔獣舎の端にミレイナが森で迷子になったときにも見かけたリスが一匹いた。みな、一様に奇妙なものを見るような目でこちらの様子を窺っている。

　ミレイナは頭に被っているフードをパサリと脱ぐと、改めて四匹に向かって笑いかけた。

［ウサギ獣人のミレイナです。今日からみんなのお世話をするから、よろしくね］

［ウサギ獣人？　何だ、それ？］

　フェンリルの一匹、耳が黒い子が訝しげに問いかける。

［人間と動物の中間に位置する亜人よ］

［聞いたことがないし、見たこともないわ］

　隣にいた、白っぽい毛並みのフェンリルが一歩前に出てミレイナを見上げる。水色の瞳にはまだ警戒心が残っているが、それと同じくらいに好奇心も滲にじみ出ていた。

［隣の国には少しだけいるのよ。この国に住む竜人は、竜と人間の中間に位置するでしょう？　それと一緒］

［ふうん？　そっか］

　白いフェンリルは納得したようで、警戒心を緩めているのを感じた。

［私、あなた達の環境をよくしたいと思っているの。協力してくれる？］

［何を？］

［これからお掃除するから、邪魔しないでねってこと］

　ミレイナは持っている箒を差し出すと、にこりと微笑んだ。




　掃き掃除をしていると、背後からじっと見つめる視線を感じる。

（嫌われてはいないようだけれど、まだ警戒されているって感じかしら？）

　ミレイナはそんなことを思いながら黙々と魔獣舎内を掃除する。

　最後にしっかりと清掃されたのはいつなのだろう。地面にこびりついた汚れは、デッキブラシで擦こすり、午前中にはピカピカに磨き上げた。

（こんなものでいいかな……）

　ふと見上げると、太陽は随分と高い位置にある。いつの間にか、昼近い。

［私、今日のごはんの用意をしてくるわね］

　昨日前任の魔獣係が用意したらしい食事は半分近くが食べ残されていたが、傷んだものを食べてお腹を壊しては大変だ。それはもったいないけれど捨てることにしよう。

　ミレイナは、四匹の魔獣達に声をかけてから王宮の調理場に余り物の食材をもらいに向かおうとした。すると、魔獣達は顔を見合わせ、一匹がおずおずとミレイナの元に近付いてきた。

［あのね、ここのごはん、いつもしょっぱいの。私、しょっぱくないごはんが食べたい］

［しょっぱい？］

　ミレイナは眉を寄せた。

（もしかして……）

　まさかと思って魔獣舎の脇にある作業場に向かうと、嫌な予感は的中だった。そこには、肉を塩漬けにして干したものがぶら下がっていたのだ。

　さらに、誰に食べさせるつもりなのか、塩、こしょうという基本調味料まで置いてある。塩分のすべてが悪いとは言わないが、人間と同じ味つけにしたら魔獣達がしょっぱいと感じるのは当たり前だ。

（きっと、生き物を飼う知識が何もないのね。よかれと思ってしたのだろうけど、これはないわ）

　ミレイナはがっくりと項うな垂だれた。

　きっと、これまで魔獣係をしてきたメイド達は肉に味をつけるためにこれらを使っていたのだろう。

　そして、余ったときには傷みにくくするように塩漬けにして干して保管したのだろう。

　だが、竜人と違って普段は野生の生肉を食べてきた魔獣達に、これはない。

（衛生面だけじゃなくて、改革しなきゃいけないところがたくさんね）

　山積する課題に、ミレイナは腕まくりをするとやる気を漲みなぎらせたのだった。
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　事前にどんな肉が好きなのかをフェンリル達に確認し、ミレイナは調理場でその肉を分けてもらうことにした。

　犬の飼育経験ならあるが、犬とフェンリルの食べ物が一緒なのか確信がもてなかったので、本人達に聞くのが一番確実だと思ったのだ。

　それを包丁で一口サイズに切り分け、綺麗に洗った三枚のお皿に盛った。

　もうひとつ、小さなボウルにはひまわりの種と栗の実をそのまま盛りつけた。これもミレイナが食材をもらいに行ったときに、塩味付きローストナッツを渡されたので驚いてしまった。

　これまでは、いつもそれを渡していたらしい。

［ごはんだよー］

　ミレイナは外に向かって声をかける。

　すると、タタタツと足音がして近付いてきた四匹の魔獣達が様子を窺うように遠巻きにこちらを見ていた。そして、ミレイナが差し出したお皿におずおずと鼻を寄せ、そこに置かれた食事の匂いをクンクンと嗅ぐ。

［いい匂い……］

　まずは耳が黒いフェンリルがパクリとそれに齧り付いた。

［美味しい！］

　すると、それを見た他の三匹も続々と皿の中身を食べ始めた。

　四つの食器が一気に空になる。リス型の魔獣に至ってはほっぺたがパンパンに膨らんでいるから、全部食べずに隠し持っていそうな気もするが。

［今までここで食べたごはんで一番美味しい］

　フェンリルの一匹がそう言ったのを聞いて、ミレイナは相好を崩す。

　やっぱり思った通りだ。この子達は気を利かせて味つけされていた食事が、口に合っていなかったのだ。

［これからも美味しいごはんを用意するね］

［うん！］

　今日初めて、フェンリル達の尻尾が揺れる。

　恐る恐る手を伸ばして頭を撫でてやると、すりすりと擦り寄ってきた。

（か、可愛い！　本当に、まるで犬だわ）

　その愛らしさにミレイナは悶絶し、思わずもふもふをぎゅうっと抱きしめた。
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　夕方、ミレイナが歩いていると背後から「ミレイナ！」と呼びかける声が聞こえた。振り返ると、リンダが手を振りながらこちらに走り寄ってくる。

「ミレイナ、大丈夫だった？」

「大丈夫って？」

「だって、あの魔獣の保護施設に行ったんでしょう？」

　心配そうに手を握ってくるリンダが何を心配しているのかを悟り、ミレイナは相好を崩す。

「うん、大丈夫だったよ。思ったよりもずっといい子達だったわ」

「え？　……本当に？」

　リンダは信じられないようで、訝しげに眉を寄せる。

　これまで、何人ものメイドが魔獣係になっては逃げ出していったのを知っているだけに、信じられないのも無理はない。

　今日、ミレイナは四匹の魔獣達と色々な話をした。

　彼らは保護された時期や場所は異なるものの、全員に共通していたのは『魔獣の森で瀕ひん死しになっているところを、ジェラールとゴーランに発見されて助けられた』ということだ。

　魔獣の森とは、ラングール国のアリスタ国との国境側に広がる広大な森だ。そこには、多くの魔獣が住んでいると言われている。

　思えば、ミレイナも場所こそ魔獣の森ではなかったものの、瀕死のところをジェラールとゴーランに救われた。

　そして、耳が黒いやんちゃなフェンリルは〝シェット〟、色白の好奇心旺盛な女の子のフェンリルは〝エミーユ〟、尻尾が黒く最後までミレイナに警戒心を持っていたフェンリルは〝イレーコ〟という名前らしい。

　リスのように見えたのはラタトスクという種類の魔獣で、名前は特に決まっていなかったようなのでミレイナは〝ラト〟と名付けた。

　彼らによると、魔獣の保護施設には定期的にジェラールが保護した様々な種類の魔獣達がやって来るが、そのほとんどは傷が癒えると元の森へと帰って行くという。

　想像するに、あの四匹は赤ん坊の頃に保護されている上に、親兄弟がもういないなどのなんらかの事情で、森へ返すことができないのだろう。

「うん、本当に大丈夫」

　ミレイナは笑顔で答える。

「ならいいんだけど。困ったことがあったら、私で力になれることだったら何でも言ってね。今日、メイド長のところに行って、週に二回は私も魔獣係をすることにしたの」

「え、本当？」

「うん。だって、ミレイナひとりじゃ大変だし、お休みもとれないじゃない」

　頬を膨らませるリンダを見て、ミレイナは口元を綻ばせた。

「ありがとう」

　確かに、ひとりで魔獣係をしていると休める日はない。本当は魔獣係なんて絶対にやりたくないはずなのに、リンダの気遣いが心に染みる。

　お礼を告げてから、ミレイナはふと思いついた。

「そういえば、ラルフ様にお会いしたいのだけど、どこに行けばいいのかしら？」

「ラルフ様？　ジェラール陛下の側近をしていらっしゃる？」

「ええ」

　リンダは驚いたようにミレイナを見返す。

「ミレイナ、ラルフ様に私達から会いに行くなんて無理よ。だって、ジェラール陛下の側近よ？」

「え！　そうなの？」

　今度はミレイナが驚いてリンダを見返した。

　ジェラールに保護されてからメイドとしての仕事を斡あっ旋せんしてもらうまでの期間、ラルフは折を見てミレイナの元に様子を見に来てくれた。だから、てっきり簡単に会えるのだと思っていたのだ。

「どうしても会いたいのだけど」

　実は、今日一日魔獣舎で過ごして、彼らには圧倒的に遊び場が足りないと感じた。

　四匹ともまだ子供。遊びたい盛りだ。

　それをあんなに狭い空間、薄暗い室内に閉じ込めておけば、イライラして魔獣係にいたずらをしてしまうのも理解できる。

　だから、ミレイナは魔獣舎の周囲の空き地に柵を作って遊び場を作りたいと思った。

　メイド長には『何かをしたいときはラルフ様に伝えるように』と最初に説明されているので、会いたいと思ったのだ。

「うーん。私達はメイドの中でも最下位だから、ラルフ様との約束を取り付けるのは無理よ。皇こう宮ぐう区くの侍女役だったらもしかするとお会いすることもできるかもしれないけど……」

　事情を話しても、リンダはやっぱり無理だと首を振る。

「皇宮区の侍女役のメイドにお願いすれば約束を取り付けられる？」

「たぶん可能だとは思うけど、きっと引き受けてくれないわ。皇宮区で働く侍女役の人達って、私達のことをすっごいばかにしているから」

　リンダはむうっと口を尖とがらせて前を向く。

　まだ働き始めて数日だが、メイドに階級があることはミレイナもなんとなく気付いていた。

　断片的に聞いた話では、竜王陛下や高位の文官の侍女役を務めるメイドは貴族出身の令嬢が多く、ミレイナがやっているような魔獣係や清掃係は平民出身者だ。

「どうしてもお会いしたいなら、通り道で待つしかないわね」

　リンダは両手を天井に向け、肩を竦める。

「なるほど。通り道で待つ……」

　ミレイナは考え込むように顎に手を当てる。

　このときリンダは、まさかミレイナが本気でラルフを廊下で待ちぶせするとは思ってもいなかった。
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　夜、外出先から戻ってきて私室に向かうために回廊を歩いていたジェラールは、皇宮区の手前にメイド姿の若い女がぽつんと立っているのに気が付いた。皇宮区はジェラールの私室やごく親しい側近達の執務室が集まるエリアだ。

　近付いてみると、先日魔獣の森で保護した少女――ミレイナだった。

　何をするでもなく所在なさげに立ち尽くしており、視線は皇宮区の方向を向いている。

　寒いのか、時折メイド服の袖から覗く白い手を擦り合わせていた。

「何をしている？」

　声をかけると、ミレイナはびっくりしたように振り返った。

「ジェ、ジェラール陛下」

　ジェラールが近付いてきたことに全く気が付いていなかったようで、ミレイナは慌てたように頭を下げる。ジェラールは片手でそれを制し、顔を上げさせた。

「こんな時間にこのような場所で立ち尽くしているとは、何事だ？」

「それが……」

「何か用事があったのだろう？　それとも、お前は夜遅くにふらふらと出歩く趣味でもあるのか？」

　皮肉を交えた静かな問いかけに、ミレイナは困ったように眉尻を下げた。

「ラルフ様にお願いごとがありまして。私の立場ではお会いする約束は取れないそうなので、ここでお待ちしておりました」

「ラルフに？」

　ジェラールはミレイナを見つめる。

　相当長い時間待っていたようで、寒さから唇は少し青みがかっており小刻みに震えていた。以前見た際はピンク色に紅潮していた白い肌は、今は青白い。

「ラルフはもう家に戻ったはずだ。あいつはいつも竜化して帰宅するから、ここは通らないだろう」

「え？」

　ミレイナは驚いたように目を見開き、傍はた目めからでもはっきりわかるほどにその薄茶色の瞳に失望の色を滲ませた。

「そうでございますか。では、明日また出直します」

「待て」

　がっくりと項垂れて戻ろうとするその様子がなんとなく放っておけず、ジェラールは思わず声をかける。ミレイナはキョトンとした表情で、ジェラールを見返した。

「どうかされましたか？」

「明日もいつ会えるかわからないラルフをずっと待ち続ける気か？　俺が代わりに聞いて、その用事を伝えておいてやる。付いて来い」

「え、でも――」

「さっさとしろ。俺をこの寒空の中長時間拘束する気か？　お前と違って、俺に夜徘はい徊かいする趣味はない」

　低い声で告げると、ミレイナは戸惑いながらも恐る恐るジェラールの背後を付いてきた。

　ミレイナの髪色とそのおどおどした様子は、なぜかララを彷彿とさせる。思わず口元に笑みがこぼれそうになったジェラールは、慌てて表情を引き締めた。




　一方のミレイナは、前を歩くジェラールの後ろ姿を見つめた。

　濃紺の貴族服を着て前を歩くジェラールには、圧倒的な王者の貫禄がある。

　途中ですれ違った衛えい兵へい達がジェラールに気付き、頭を下げる。皆、後ろを歩くミレイナにも気付いていたようだったが、それを口にする者はいなかった。

　しばらく歩くと、目の前に一際大きな両開きの扉が見えた。木製で、全体に精緻な彫刻が施されている。

（わあ。この扉って、こんなに立派だったのね）

　部屋の中からは何度も見たことがあったけれど、外からじっくりと眺めるのはこれが初めてだ。

　ジェラールが慣れた様子でその扉を開くと、ゴーランが尻尾を振りながら歩み寄ってくるのが扉の隙間から見えた。

「そこに座っていろ」

　部屋に入ったジェラールがソファーを視線で指したので、ミレイナは大人しくそこに座った。ジェラール自身はドアから外を覗き、一番近くにいた衛兵に何かを告げている。ミレイナが耳を澄ますと、温かい飲み物をふたつ持ってくるように指示しているように聞こえた。

　気を使わせてしまったと恐縮したものの、この位置からその会話が聞こえているのも不審に思われそうだ。ミレイナは黙ってジェラールを見守る。

　ゴーランが尻尾を振りながら寄ってきたので、ミレイナは首の辺りをわしゃわしゃと撫でてやった。

「今日もいい子ね」

　いつもゴーランが首からかけている金色の首飾りがふと目に入る。よく見ると、竜の彫刻が彫られていた。

　会話が終わってこちらを振り返ったジェラールはミレイナとゴーランが遊んでいるのを見て驚いたような顔をしたが、何も言わなかった。

「それで？」

　ジェラールはドサリとソファーに腰を下ろすと、長い足を組んで肘置きに片腕を預ける。拳を軽く握って頬ほお杖づえをつくと、ミレイナを青い瞳で見据えてきた。

「ラルフに用があると言っていたな？　いったい何の用事だ？」

　ミレイナはゴーランを撫でていた手を止めると、その手を自分の膝の上に置いた。

「魔獣のお世話のことで、お願いがあります」

　その瞬間、ジェラールの瞳が眇められた。

「昨日、自ら立候補しておいて、翌日には自主退職の申し出か？」

　静かな、けれど冷ややかな声色に、ミレイナは思わず震えそうになる。

　けれど、ジェラールから視線を外したところでゴーランの水色のつぶらな瞳と目が合い、これではいけないと思い立ってもう一度勇気を奮い立たせた。

「違います。魔獣舎を改築したいのです」

「改築？」

「はい。あのように狭い空間に長時間閉じ込められると、彼らもストレスを感じます。もっと、子供らしく遊べる場所が必要です。だから、あの周りの空地にあの子達の遊び場を作ってほしいのです」

　前世で働いていたペットショップでも、散歩を怠ると犬が強いストレスを感じて自分の尻尾を噛むなどの自傷行為をしたり、お客さまに対して牙をむくなどの問題行為をすることがあった。

　ましてや、彼らは元々自然の中で暮らしていたのだからなおさらだ。

「その遊び場があれば、彼らのストレスがなくなると？」

「完全になくすことはできないでしょうが、今よりはだいぶ軽減されるかと思います。あとは、一日一回から二回、お散歩に行きたいです」

「外に出した魔獣が王宮を訪れた人々を襲わない保証は？」

　問われたミレイナは、ジェラールをまっすぐに見返す。

「そんなことをするはずはないと、陛下が一番ご存じなのではないですか？」

　逆に聞き返されて、ジェラールは目を見開く。

　そして、口元に手を当てるとくくっと笑い出した。

「俺が一番知っている、か。いいだろう。ただし、もし魔獣が害をなした場合は世話をしているお前の責任になる」

「わかりました」

　ミレイナはこくりと頷く。

　つまり、魔獣達を檻おりから連れ出して万が一誰かを襲ったりした場合は、ミレイナが罪に問われるということだ。けれど、今日数時間彼らと話し、ミレイナは彼らがそんなことをするわけがないと確信していた。

「よし、話は終わりだな。その柵を作る者は明日の朝にでも手配しよう」

「え？　陛下が直々に手配されるのですか？」

「そのほうが早いだろう？」

　当たり前のようにジェラールが答える。そのとき、トントントンと部屋のドアをノックする音がした。

「入れ」

「お待たせいたしました」

　ジェラールの許可と共に、トレーにティーセットを載せたひとりのメイドが入室してきた。

　長めの前髪を横に流した、可愛らしい女性だ。年齢はミレイナと同じ頃だろうか。

　そのメイドは、部屋にメイド服を着たミレイナがいることに驚いたように目を見開いた。

「何を突っ立っている。さっさと用意しろ」

　立ったまま動かないメイドにジェラールが声をかけると、そのメイドはハッとしたように慌ててお茶の準備を始めた。ティーカップにハーブティーが注がれ、白い湯気が立つ。

（何かしら……？）

　ミレイナは、そのメイドの不ぶ躾しつけな視線に居心地の悪さを感じた。

　なんとなく、妬みのような、敵意のようなものを感じる。肩へと流された艶やかな焦げ茶色の髪のせいで、ジェラールから彼女の表情は見えないだろう。まさに、ミレイナだけに向けられたものだ。

「ご苦労、下がってよい」

「はい」

　ジェラールが片手を上げると、メイドは少し頬を染めてぺこりと挨拶し、退室した。

「ありがとうございます。気を使わせてしまいました」

　正直、温かいお茶は冷えきった体にはありがたかった。

　早速ティーカップを手に取ると、一口飲む。すると、芳ほう醇じゅんな味わいが口に広がり、体の中で熱が伝わってゆくのを感じた。

「俺が飲みたかったからついでに頼んだだけだ」

　ミレイナは視線を上げてしげしげとジェラールを見つめた。

　いつもあまり感情を顔に出さないので一見すると冷たそうに見え、言葉使いもやや粗暴だ。高く鼻筋の通った鼻梁と薄い唇、切れ長の目元。竜王の一族のみに現れるという、独特の色味のある銀色の髪の毛。

　整いすぎた美貌は、ジェラールをより近寄りがたい雰囲気にしている。

　その見た目だけなら、〝白銀の悪魔〟の呼び名も違和感がない。

　けれど――。

　ミレイナは静かにカップに口を付けるジェラールを見やる。

「なんだ？」

「いいえ、なんでもございません」

　視線を感じて眉を寄せるジェラールに、ミレイナは小首を傾げて答える。

（ジェラール陛下は、もしかしたら私が思っているよりもずっとお優しい方なのではないかしら？）

　ミレイナはふと、そんなことを思った。

　ララとしてジェラールと一緒に過ごした二週間、ジェラールは酒を嗜たしなんだり水を飲むことはあっても、ハーブティーなど一度たりとも頼んだことがなかったことをミレイナは知っている。

　ジェラールが部屋に来いと言ったのは、恐らくミレイナが寒さで震えていたからだ。

　そして、このお茶はジェラールのためではなく、ミレイナのために用意したに違いない。

　昨日だって、ララのことを未だに心配して捜してくれていた。

「陛下、ありがとうございます」

　ミレイナはおずおずと、口を開く。

「ああ、構わない。明日もまたあそこに立たれたら、目障りだ」

　ジェラールはこちらを見ることもなく、冷たく言い放つ。

「よろしければ、たまに魔獣舎に遊びに来てください。あの子達は、自分達を助けてくれた陛下をとても慕っていると思うのです」

　ジェラールはミレイナから誘われたのが意外だったのか、顔を上げると僅かに眉を寄せた。

「…………。俺は忙しい」

「そうですか」

　ミレイナはしゅんと肩を落とす。

　けれど、すぐに『行かない』とは言わなかったことに気付き、今度は無性におかしくなる。

「では、お時間ができたときにいらっしゃってください。お待ちしておりますね」

　ジェラールは、今度は何も答えなかった。けれど、ミレイナはちっともそれが不快に感じなかった。

　先ほど出されたハーブティーを一口飲む。

　体の中に、温かさが優しく広がった。




　そのとき、部屋の外からこちらに近付く足音が聞こえてミレイナは耳を澄ました。ドアのほうを見たタイミングで、トントントンとノックする音がする。

　ジェラールが「入れ」と言うと、カチャリとドアが開く。そこに姿を現した人――ミレイナが当初捜していた人物であるラルフは、こちらを見ると驚いたように一瞬動きを止める。

「ラルフ、今日はもう帰ったのではなかったのか？」

「はい。一旦帰宅したのですが、陛下に報告し忘れたことがあったのに気が付き戻って参りました」

　ラルフは片手に持っていた書類をジェラールに見せるように持ち上げる。

（わざわざ戻ってくるくらいだから、きっと至急の用件よね）

　自分が邪魔であると判断したミレイナは手に持っていたティーカップをソーサーに戻す。

「私はそろそろ戻ります。陛下、ありがとうございました」

　お礼を言うと、ジェラールは「ああ」と一言だけ返事をした。ミレイナはぺこりとラルフにもお辞儀をして、部屋を出る。

　その後ろ姿を眺めていたラルフは、角でミレイナが見えなくなったのを確認してからドアを閉めてジェラールのほうを振り返る。

「珍しいですね。陛下が女性を私室に連れ込むなど」

「ラルフの期待しているような話ではない。外でお前を待って、震えていた」

「私を？」

　訝しがるラルフに、ジェラールはミレイナが魔獣舎を改築したいと言っていることを話した。

「改築ですか？」

　ラルフは今まで誰も気が付かなかったことをたった一日魔獣の世話をしただけのミレイナが提案してきたことに、少なからず驚いた。

「本人は動物の世話をしていたと言っていましたが、本当にそうなのですね」

「みたいだな。遊び場を与えたらあの魔獣達がもっと伸び伸びと過ごせるはずだと身を乗り出して力説していた」

　最初は俺の顔を見て怖がっていたくせに、とジェラールはくくっと笑う。

「それで、こんなに夜遅くに戻ってくるなど、よっぽどの重要案件か？」

「重要具合で言えば、国家最重要案件です。渡し忘れていました」

　ラルフはジェラールに持っていた書類を差し出す。ジェラールはそれをおもむろに捲って眉根を寄せた。

「何だ、これは？」

「陛下のお妃候補リストです。他に呼びたい者がいましたら、早急に招待客に加えますのでおっしゃってください」

「必要ない。その舞踏会そのものがだ」

「いいえ、必要です」

　睨み据えるジェラールを、ラルフは狼狽えることもなく見返す。ジェラールの機嫌の悪さを示すように周囲の気温がぐっと下がり、にわかに外の風が強くなる。

「少なくとも、国内の貴族には陛下が相手を探している最中だと示すべきです。これ以上遅れると、子をなす能力がないのではないかと変な勘ぐりを入れてくる者が現れます。陛下の地盤が揺らぐことになりかねません」

　ジェラールは忌いま々いましげに舌打ちする。ジェラールが「中止しろ」と命じればラルフは逆らえない。だが、ラルフが言うことに道理が通っていることはジェラールも理解している。

「私は陛下ご自身が望まれるお相手に会えたら、それが一番いいと思っていますよ」

　返事をせずに書類を不機嫌そうに眺めるジェラールを、ラルフは困ったように見つめた。
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　ジェラールは約束通りすぐに魔獣舎の改築をする手配をしてくれたようで、改築作業は翌日の昼過ぎには始まった。

　やってきた大工は四人だ。

　ミレイナから完成イメージを聞くと手慣れた様子で材料を集めて作業を始め、次々と組み上げてゆく。

［ねえ、あの人達は何をしているの？］

　ちょっぴり臆病なフェンリル、イレーコが魔獣舎の中から恐る恐る外の様子を覗く。見慣れない男達に怯えているのか、黒い尻尾が下がっていた。

［イレーコ達の遊び場を作っているのよ。ここだと狭いでしょう？　お外でいっぱい遊ぶの］

［お外で遊ぶ？］

　イレーコは不思議そうにミレイナを見上げる。

［そうよ。あなた達はまだ子供なんだから、もっとたくさん遊ぶべきよ］

　ミレイナはにんまりと口の端を上げる。

　ジェラールから直々の命令ということで、改築はすべてミレイナの希望通りに進められた。

　前世で訪れた動物園で〝行動展示〟という、その生き物の生態に合わせた環境を作って自然な行動を観客に見せる手法を見たことがある。魔獣舎で魔獣を展示するわけではないが、ミレイナはこの考え方を少し真ま似ねた。

　フェンリルは岩山を登る習性があると聞き遊び場の一部に石を積んでもらったり、ラタトスクは木登りが好きだと聞いて元々生えていた立木はそのまま残してもらったり。さらに、一部には丸太を組み合わせて作った障害物なども設しつらえた。

　順調に作業が進み、二時間後、昨日まで何もなかった空間には、見事な魔獣専用屋外施設が出来上がっていた。

［みんな、出てきていいわよ］

　ミレイナのかけ声で、最初に魔獣舎から飛び出してきたのはやんちゃなシェットだった。続いてお転てん婆ば娘のエミーユが続き、最後に怖がりなイレーコと小さな体のラトがおずおずと後に続く。

［ミレイナ、見て、見て！］

　屋外施設をくるくると走り回るシェットが得意げに叫ぶ。

　三匹で追いかけっこをしていて、とても楽しそうだ。ラトは、いつの間にか屋外施設の木の上で寛くつろいでいた。やはり、木の上が一番落ち着くのだろう。

（寒い中、待っていた甲斐があったわ）

　ミレイナはその出来栄えに、満足げに微笑む。

　しばらく庭園で遊ぶフェンリル達を見守っていると「あらっ」と遠くから声がした。

（どこかで聞いた声？）

　ミレイナがそちらを見ると、遠くにメイド姿の若い女性数人が歩いているのが見えた。

「あの子よ、あの子。昨日見たのは」

　集団の中央にいる焦げ茶色の髪の女性がミレイナのほうを見ながらそう言った。

　長い前髪を横に流した、可愛らしい女性だ。

　その女性の周りを歩くメイド服姿の女性も、一斉にミレイナのほうを向く。

（昨日、お茶を運んできてくれた方？）

　大きな瞳の整った顔立ちは、間違いなく昨晩ジェラールの執務室にお茶を運んできたメイドだ。

「見て。身のほど知らずにも陛下の元に押しかけたりするから、魔獣係にされちゃったのね。あんなケープを被って顔を隠しちゃって。本当にお気の毒」

　口元に手を当て、嘲笑ともとれる視線をこちらに向けるその女性に、ミレイナは不快感を抱いた。

　遠いからこちらには聞こえないと思っているのだろうが、ウサギ獣人であるミレイナは耳がとてもいいので、すべて丸聞こえだ。

（なあに、あの人。感じが悪いわ）

　確かに、ミレイナはジェラールの執務室に意図せず押しかける形になってしまったが、魔獣係になったのはその前だ。

　この子達の世話をする係がそんな嘲笑の対象のように見られるのは不愉快だし、そもそもの時間軸が間違っている。

「本当だわ。先日ここを通りかかった際は違う方だったわよね？」

「まさか、本当に陛下の元を訪れて魔獣係に左遷に？」

　そんなことは知らない周りの取り巻きメイド達もざわざわと色めき立つ。

［ミレイナ。さっきからどうしたの？］

　急に黙り込んで立ち尽くすミレイナの様子を心配したフェンリル達が近くに寄ってきて、こちらを見上げる。ミレイナはハッとして、目の前にいた白い毛並みのフェンリル――エミーユに微笑みかけた。

［ううん、なんでもないの。新しいお庭は気に入った？］

［うん、とっても！］

　エミーユは嬉しそうに尻尾をブンブンと振る。その仕草から本当に喜んでいることがわかり、ミレイナも嬉しくなった。

　フェンリル達はあの竜人達の言葉が理解できない。

　だから、ミレイナが表情を消していたのを自分達のせいだと思って不安に思ったのかもしれない。
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（一緒に遊びすぎて、随分遅くなっちゃったな）

　その日の夕方、そろそろミレイナが帰ろうと思った頃、魔獣舎の外がにわかに騒がしくなった。

　何かと思って外を覗くと、遊び場で遊んでいた魔獣達が外と隔てる柵の一角に集まってじっと外を見つめている。

［ゴーラン！　ゴーラン！］

［ジェラールの匂いもする！］

　口々にそう言ってお尻を上げて尻尾を振り、前足を下げるという嬉しいときのポーズを取っている。

（ジェラール陛下とゴーラン？）

　ミレイナは魔獣達が見つめる先に視線を移す。そこには確かに、大きな魔獣を連れた人影があった。

　ミレイナは慌てて自分の耳と尻尾を消す。フードを被っているとはいえ、誰かに気付かれたら大変だ。

　ゴーランを伴ったジェラールはゆっくりと魔獣舎に近付き、物珍しそうに今日できたばかりの遊び場を柵越しに眺めていた。

（忙しいって言っていたのに、来てくれたのね）

　改築工事をした当日の内に魔獣舎に遊びに来てくれたことに、ミレイナは無性に嬉しくなった。

「陛下！　遊びにいらしてくれたのですね！」

　魔獣舎の物陰から飛び出したミレイナは、思わずジェラールにそう声をかける。

　一方のジェラールは、ミレイナがまだいると思っていなかったようで驚いたように目を見開いた。

「いや……、工事がきちんと済んだのか確認しに来ただけだ」

「え、そうなんですか？」

　遊びにきてくれたわけではないと知り、少しがっかりした。けれど、ミレイナはすぐに気を取り直すと、背後の遊び場を片手で指し示す。

「では、よろしかったら中を見て行かれませんか？　陛下のお陰でできた遊び場です。魔獣達も喜んでいます」

　ミレイナが笑顔でそう言うと、ジェラールは尻尾を振り全身で喜びを露あらわにする魔獣達に目を向ける。

「少しくらいなら、いいだろう」

　魔獣舎の中まで入ってきたジェラールは、しげしげと遊び場を眺める。積み上げられた岩山の一番上には、シェットが登って得意げな様子でこちらを見ていた。

「これは、すべてお前が指示して作ったのか？」

「はい。この子達がたくさん遊べるように考えました。ほら、とっても喜んでいます」

　ミレイナはその秀麗な横顔をそっと窺い見る。

「ああ、そのようだな」

　嬉しそうな魔獣達を見つめるジェラールの眼差しが優しくなるのを、ミレイナは見逃さなかった。










五．ミレイナ、ドラゴンを保護する




　魔獣係に任命されて一週間。

　この仕事は思った以上に自分に向いていた。

　すっかりとミレイナに懐いている魔獣達はいつも愛あい嬌きょうを振りまいて寄ってくる。尻尾を振りながらトタトタと擦り寄ってくるのが、本当に可愛いのだ。

　たまにリンダも手伝いに来てくれるので、そんなときは半獣にならない代わりにリンダと楽しくお喋りしながら作業をしている。

　そんなこんなで、ミレイナは毎日とっても楽しく魔獣係をこなしていた。

［おはよう！］

［おはよう、ミレイナ！］

　この日の朝も、ミレイナが魔獣舎に向かうと、四匹の魔獣達が走り寄ってきた。ミレイナは体を低くすると、順番に彼らを抱き留める。

［はい、順番ね。まずはシェットからよ］

　ミレイナが声をかけると、黒い耳をぴんと立てたフェンリルのシェットがミレイナの腕に飛び込んできた。ミレイナは魔獣達の状態を目視で確認する。

　ミレイナは半獣になれば魔獣と喋れるので彼らに直接体調を聞くこともできるが、その他にもこうやって毎日健康に問題がないかをチェックしているのだ。

　今日も異常はなく、四匹の魔獣達はミレイナがオーケーを出すと元気に遊び回っていた。

（さてと。先に魔獣舎の中の片付けでもしようかしら）

　ミレイナは魔獣達が外で遊んでいる間に、屋内を清掃することにした。黙々と作業をしていると、エミーユがミレイナの様子を見に来た。

［ミレイナは遊ばないの？］

［ええ、先にお掃除しちゃうわね］

［私、またこの前の遊びしたいわ］

　エミーユはミレイナの足下にちょこんと座る。

　先日、ミレイナはフェンリルの鼻のよさを利用して〝探し物ゲーム〟をした。ミレイナのハンカチを屋外も含めた広い魔獣の保護施設のどこかに隠し、それを彼らが探してくるという遊びだ。エミーユはすっかりこの遊びが気に入ったらしい。

［じゃあ、また後でやりましょう］

［本当？］

［ええ。約束ね］

［やったぁ！］

　エミーユはぴょんぴょんとその場でジャンプをして喜びを表す。しかし、ふと動きを止めると鼻をひくひくとさせた。

［血の臭いがするわ］

［血？］

　ミレイナは箒を持っていた手を止めて眉を寄せる。

（もしかして、外でシェットあたりが怪我をしたのかも！）

　シェットはやんちゃなのでいつも岩山から飛び降りて遊んでいる。足を滑らせて大怪我でもしたのかもしれないと、ミレイナは慌てて外に飛び出す。

　そして、魔獣舎の入口にいた人物にヒュッと息を呑んだ。

「……ジェラール陛下？」

　そこには、こちらに近付いてくるジェラールがいた。

　頭を隠すケープを被っているので姿は見られていないはずだけれど、ミレイナは咄嗟に耳と尻尾を消して完全な人へと姿を変える。

「こいつを保護してきた」

「こいつ？」

　よくよく見ると、ジェラールは何かを大事そうに抱えていた。ミレイナはジェラールが腕に抱えているものを恐る恐る覗き込む。

「これは、ドラゴンですか？」

　サイズは体長五十センチほどとさほど大きくもないが、それは紛れもなくドラゴンだった。

　体は赤茶色の鱗うろこに覆われており、足下だけが黒い。こちらを見つめる金色の瞳には縦に瞳孔が走っていた。

（もしかして、竜化した人？）

　ラングール国にいる竜人は人型と竜型のふたつの姿を取ることができる。

　もしやこのドラゴンは竜化した人なのかとミレイナが不安げに見つめると、ジェラールはそんなミイナの心を読んだかのように首を横に振る。

「これはただのドラコンだ。翼を怪我して倒れているところをゴーラン――俺の従獣だ――が見つけて保護した。恐らく、巣立ちに備えて飛ぶ練習をしていたところで落ちて、動けなくなったのだろう。翼の手当てはしてある」

　確かに、よく見ると翼の付け根に包帯が巻いてあった。

「ドラゴンはどんな住環境を好むのか、教えてくれる人を紹介してもらえませんか？　よく知らなくって」

「なんだ？　先日、魔獣の世話は自分に任せろと言っていたのに」

　ミレイナはその皮肉交じりの言い方に、少しムッとした。

「これまでは世話をする対象にドラゴンはおりませんでした。アリスタ国にドラゴンはいませんでしたので、世話をしたことがないのです。実際に見るのも初めてです」

　あの弓矢で打たれた日に空を飛んでいたのをのぞけば――と、ミレイナは心の中で補足する。口には出さないが。

「ああ、そうか。悪かった」

　ジェラールはミレイナが気分を害したのに気付いたようで、少し気まずそうに視線を逸らした。

　一方のミレイナは、ジェラールの足下に集まる四匹の魔獣達に目を向けた。

　四匹ともしきりに何かを言っているが、残念ながら、完全な人型になっているミレイナにはただの鳴き声にしか聞こえない。

「切り立った崖の上に巣を作って暮らすことが多い。小枝を集めた、鳥のような巣だ。これは草食のドラゴンだから、餌は果物や木の実でいいはずだ」

　ミレイナはぱっと顔を上げる。鳥のような巣ということは、とりあえずは魔獣舎内にある藁で代用できる。

「教えてくださり、ありがとうございます」

　笑顔でお礼を言ったミレイナは、大急ぎで藁をかき集め、即席の巣を作る。ジェラールはその巣に、そっとドラゴンを置いた。

「気になることがあったら、医務室に行けば見てもらえるように伝えておく」

　ドラゴンは初めての場所に落ち着かない様子で辺りを見ていた。

　気が付くと、先ほどまで晴れ渡っていた空をいつの間にかすっかり分厚い雲が覆っているのが小窓から見えた。

　ザーザーと大地を叩く雨音が、魔獣舎内まで響いている。

（大雨だわ……）

　ミレイナは魔獣舎の入口から外を見る。石張りの床はすっかり水に濡れ、色が変わっていた。エミーユと探し物ゲームをしようと思っていたけれど、これでは無理そうだ。

「ひどい雨だわ。雨に降られる前に保護できてよかったですね」

「そうだな」

　ジェラールはそう言うと、暫しばしの間小窓から灰色の空を見上げる。

「ウサギは――」

「はい？」

　ジェラールが何かを言いかけたので、ミレイナは聞き返した。

「ウサギはこんな大雨の日に、どうしている？」

　ミレイナはうーんと考えて、首を傾げる。

「そうですね……。地面に掘った巣穴の中で寝ていると思います」

「そうか。濡れているわけではないのだな？」

　ジェラールの一見冷たく見える表情が、ホッとしたように緩むのがわかった。

（もしかして、まだララのことを心配しているのかな）

「もしかして、以前捜していたと仰っていたウサギを心配されているのですか？」

　ジェラールは答えることなく、魔獣舎の入口部分、雨の打ち付ける地面を眺めている。

「きっと今頃、気持ちよくお昼寝して幸せな夢を見ていると思いますよ」

　ミレイナが笑顔でそう声をかけると、ジェラールの口の端が少しだけ上がる。

（あっ。今、笑った？）

　すぐに無表情に戻ってしまったが、ララに見せたようなジェラールの自然な笑顔に、ミレイナも思わず笑みをこぼした。
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　ドラゴンを保護した翌日、ミレイナはまだ明け方の魔獣舎の扉を開けた。シンと静まりかえった空気に、カチャンという金属がぶつかる音が溶ける。

（あの子、少しは元気になったかしら？）

　ミレイナは恐る恐る魔獣舎の中を覗いた。藁の上で昨日保護したドラゴンは大人しく座っているのが見えた。ミレイナの気配に気が付いたようで、長い首を持ち上げてこちらを見つめている。

　餌入れを見ると、中に入れていた木の実や葉っぱはすべてなくなっていた。食欲はあるようだと、ホッとする。

［おはよう。調子はどう？］

　ミレイナが笑顔で問いかける。

　ドラゴンは首を傾げて「ギャア」と鳴いた。

（あれ……？）

　ミレイナはもう一度［おはよう］と声をかけた。しかし、返事はやっぱり意味をなさない「ギャア」という音だった。

（もしかして、ドラゴンには言葉が通じないの？）

　ミレイナは衝撃を受けた。

　今まで、半獣の姿でドラゴンに話しかけたことがなかったので知らなかった。もしかすると、魔獣は魔獣でも普通の動物と姿が近い他の四匹とドラゴンでは、大きく種別が異なるのかもしれない。

　確かに、昨日もこのドラゴンは一言も喋らなかった。けれど、それは知らない場所に警戒しているだけだと思っていたのだ。

（どうしよう。言葉が通じないと、困ったことがあっても聞けないわ）

　けれど、ミレイナはすぐにこの弱気な考えを打ち消した。

　そもそも、前世でペットショップで働いていたときだって、犬や猫の言葉がわかったわけではない。それでも、様子を見ながら感情を読み取ってきた。

　今のところ澄ました様子で座っていて食欲もあるのだから、きっと調子はいいはずだ。

［でも、名前がないと不便ね……］

　ミレイナはそのドラゴンをじっと見つめる。

［うーん、〝ラドン〟はどう？］

　ミレイナはおずおずと［ラドン］と呼びかける。

　ラドンはミレイナを見返し、「ギャア」と鳴いた。ミレイナはその様子を見て、きっと気に入ってくれたのだと思って相好を崩す。

　そして、今日も頑張ろうと気合いを入れた。
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　その日の午後、ミレイナは早くも困ったことに直面していた。

　ラドンが歩いて岩山に登り、飛ぶ真似をしているのだ。しかし、翼を傷めているので当然飛ぶことはできない。

［ラドン！　傷が開いちゃうから戻っておいで！］

　ミレイナは岩山の下から呼びかける。しかし、ラドンは首を傾げてこちらを見返すだけで、また同じ事を繰り返そうとする。

（困ったなぁ……）

　昨日怪我したのだから、まだ傷は塞がっていないはずだ。

　あんなに羽ばたく練習をしては、また傷口が広がってしまう。

　どうしたものかとミレイナが頭を抱えていると、にわかに四匹の魔獣達が騒がしくなった。

［ジェラールとゴーランが来たよ！］

［ジェラール！］

［ゴーラン！］

　口々にフェンリル達が叫ぶ名前を聞いて、ミレイナは慌ててケープの下の耳と尻尾を消す。背後を振り返ると、すでにゴーランを連れたジェラールは至近距離にいた。

（危なかったわ……）

　ミレイナはホッと胸を撫で下ろす。

　ケープのフードを被っているとはいえ、できるだけ自分が獣人だと知られるリスクは減らしたい。

「昨日保護したあいつの様子はどうだ？」

　魔獣舎に入ってきたジェラールは、ミレイナの顔を見ると開口一番にそう聞いてきた。きっと自分が保護した魔獣が元気にしているか、心配していたのだろう。

「それが、少し困っております」

「困っている？」

　ジェラールが怪け訝げんな顔をしたので、ミレイナは説明するより見せたほうが早いと、ラドンの元にジェラールを案内した。

「元気になっているではないか」

　何に困っているのかわからないと言いたげに、ジェラールはこちらを見る。

「あんなに羽ばたいては、傷口が広がってしまいます」

　ミレイナが眉尻を下げると、ジェラールは何かに気が付いたようにハッとした。

「そうか。アリスタ国にはドラゴンがいないのだったな。ドラゴンは魔力が強く、傷を癒やす再生能力も普通の魔獣の倍以上だ。あれくらいの動きであれば、問題ない」

「え？　そうなのですか？」

　ミレイナは驚いて聞き返す。

「そうだ。現に、実際に飛んではいないだろう？　飛ぶほど力を入れれば傷口が開くとわかっているから、自分で加減している」

「へえ……。知らなかったわ」

　ミレイナは感心しながらラドンを眺める。

　やはりドラゴンは普通の魔獣とは一線を画す生き物のようだ。

「次にドラゴンが保護されたときに備えて、よく覚えておきます。他に、ドラゴンを保護する上で知っておかねばならないことはありますか？」

　ミレイナはジェラールを見上げる。空のような美しい青い瞳と目が合った。

「そうだな……。可能な限り、早く森に帰したほうがいい」

「可能な限り早く？　それはなぜですか？」

「ドラゴンは家族愛がとても強い。番つがえば一生その相手しか愛さないし、子供のことを何よりも大切にする愛情深い生き物だ。きっと、あいつがいなくなって、親ドラゴンは今も捜しているはずだ」

　愛情深いと聞いて、ふと思い当たることがあった。

　ジェラールもペットとして二週間過ごしただけのララを必死に捜していた。もしかすると、ドラゴンだけでなく竜人にもそういう傾向があるのではないかと思った。

　なぜミレイナを食べるだなんて言ったのかだけが、未だに謎だけど。

「そうですか。では、早めに帰すようにします」

　ミレイナはこくりと頷く。

　ふとジェラールの足下を見ると、魔獣達が集まってきていた。きっと、みんなジェラールやゴーランに遊んでほしいのだ。

　けれど、ちょっと様子を見に来ただけの忙しいジェラールを掴まえて遊んでやってくれと言うのは無理があるかなとも思い直す。

「陛下。よろしければ、この子達を撫でてあげてください。とても喜ぶので」

　ミレイナは少し考えてからそう声をかけた。ジェラールは驚いたようにミレイナを見返し、自分の足下で尻尾を振る魔獣達に視線を移す。

　ジェラールが手を差し出すと、魔獣達はより一層尻尾を強く振った。

「可愛いでしょう？」

　大喜びする魔獣達を見て、ミレイナまで嬉しくなる。この子達は、ジェラールとゴーランが大好きなのだ。

「動物や魔獣と触れあうと、気持ちが和みます。いつでも遊びにいらしてくださいね」

　ミレイナが笑顔を向けると、ジェラールはなぜか少し困ったような顔をした。
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　ジェラールが執務室に戻ると、ラルフが執務室のドアの前に立っているのが見えた。

「ラルフ」

　ジェラールが声をかけると、ラルフが振り返る。

「ジェラール陛下。外出されていたのですか？」

「ああ、ちょっとな。待たせたか？」

「いいえ。今来たところです」

　ドアを開けたジェラールに続き、ラルフが執務室へと入室する。執務机に向かって座ったジェラールに、ラルフは舞踏会の全体計画書を差し出す。

「これを」

「ああ」

　ラルフはおやっと思った。日によってはあからさまに嫌そうな顔をされるのだが、今日はやけに素直に受け取った。随分と機嫌がよさそうだ。

　ジェラールはラルフが持ってきた書類に目を通す。国内の主要な貴族が満まん遍べんなく呼ばれているのを確認すると、文句を言うこともなく許可のサインをした。

「どこに行かれていたのですか？」

「昨日保護したドラゴンの様子を見に行った」

「そうですか。その様子だと、元気になりそうなのですね」

「ああ。他の魔獣も先日作った庭で楽しそうに遊んでいた」

　ジェラールは機嫌よく饒じょう舌ぜつに語る。

（魔獣の保護施設ね……）

　本人が決して認めないので表だっては言わないが、ジェラールが魔獣好きであることはラルフも気付いている。昔から、怪我している魔獣を拾ってきては王宮の者達を困らせていた。

　保護した魔獣が元気になると、ジェラールはいつも嬉しそうな顔をする。けれど、こんなに機嫌がいいのは珍しい。

（本当に魔獣だけが理由か？）

　魔獣の保護施設に何があるかと考え、現在の魔獣係はジェラールが森で拾ってきたアリスタ国民のミレイナだと思い当たる。そういえば、先日ジェラールが部屋で話していた女性もミレイナだった。

（これは、注意して見守る必要があるな）

　本人には「珍しいですね」と言ったが、ラルフの記憶にある限りジェラールが血縁関係でもない女性を私室まで入れるのは初めてだ。

（理由が何にせよ、陛下の機嫌がよいのはよいことだ）

　執務がスムーズに進むし、嵐も起きない。

　ラルフは黙々と溜まっていた執務をこなし始めたジェラールを見つめ、口の端を上げた。
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　魔獣の森で怪我をしたドラゴン――ラドンを保護してから一週間が経った。

（ラドンはすっかり元気になったわね。今日の午後、ラドンの住んでいた森に行ってみようかな）

　ミレイナは外の遊び場の岩の上に立ち、今日も羽ばたく練習をするラドンを眺めて目を細める。

　ジェラールが言う通り、ラドンの傷の治りは驚くほどに早かった。

　ここに連れてこられたときは翼がざっくりと裂けていたのに、今や傷跡がほんのりと残っているだけだ。

　行方不明になっている子供のことを親ドラゴンは今もきっと捜しているはずだと聞き、ミレイナはラドンが元気になったら一日も早く野生に戻してあげようと決めていた。

［ミレイナ、遊ぼうよ］

　お転婆なエミーユがメイド服の裾をくいっと引っ張る。

［じゃあ、午後からお散歩に行きましょうね。先にお掃除をしたいの］

　ミレイナはエミーユの頭を優しく撫でてやった。

［午後になったら行ける？］

［もちろん。今日のお散歩は、エミーユ達にも協力してほしいの」

［協力？］

［ええ。ラドンをお家に帰してあげたいから、おうち探しを手伝って？］

［つまり、いつもと同じゲームね？］

　エミーユは目を輝かせる。

［そうよ。そのために、早くお掃除を終わらせちゃうわね］

［やったぁ！］

　エミーユは前足をぴょんぴょんさせて喜びを表現する。

　残念ながら、ミレイナは最後までラドンと言葉を交わすことができなかった。そのため、ラドンの巣の正確な位置がわからないのだ。

　ジェラールによると、ラドンを拾った場所はわかるものの、その近くに親ドラゴンはいなかったという。恐らく、落下して傷ついた後、自力で巣に戻ろうとして彷徨ったのだろう。

　だから、今日はジェラールがラドンを拾ったという場所に向かい、そこからはフェンリル達に匂いを頼りに家を探してもらおうと思ったのだ。

（よし。早めにお掃除を終わらせなくっちゃ！）

　ミレイナは今日もやる気を漲らせると、箒を手に床を掃き始めた。
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　ジェラールは竜王であり、言わずと知れたラングール王国の若き国王だ。

　その職務は多岐に亘わたるが、最大の使命は自国民が安全に暮らせる国作りをすることである。

　そんな中、ジェラールは今日も悪い報告を聞き、頭を悩ませていた。

「またやられたのか？」

「確証はないですが、恐らく。あちらの国では魔法石はほとんど採掘されないらしいですからね。十中八九、魔力の供給源を確保するためでしょう」

　側近のラルフの言葉に、ジェラールは深いため息をついた。

「最近は俺がわざわざ出向いてだいぶ脅しているのに、なかなか引き下がらないな」

「いっそ、国境沿いを巨大な魔法壁で閉ざしてしまえばいいのでは？」

　次いでラルフが提案した言葉に、ジェラールは首を横に振った。

　ジェラールの力を以もってすれば、国を覆う魔法壁を作ることも容易だ。しかし、ジェラールはそれをしたくなかった。

「それをやってしまうと国交断絶が引き返せないところまできてしまう。それに、渡り鳥やあの周辺に住む動物まで行き来できなくなるのも困るだろう」

「もう、引き返せないところまできていると思いますけどね」

　ラルフは不愉快げに眉間に皺を寄せる。ジェラールが竜王になって、ここ十年近く悩まされ続けているのが隣国アリスタ国のことだった。

　アリスタ国は竜人とは異なる人間が治める国だ。

　ラルフの報告によると、魔法を一切使えない代わりに様々な技術で道具を作り出し、生活を豊かにしているという。

　そのアリスタ国では、作った道具のエネルギー源に魔力を使っている。しかし、アリスタ国民は魔力を持たない。

　それでどうしているかというと、魔法石という魔力を豊富に含んだ天然石を採掘して原料にしたり、魔力を持つ生き物の一部――例えばドラゴンの鱗であったり、フェンリルの毛皮だったりから抽出したものを使っているようだ。

　魔力を持つ魔獣の生息地や天然魔法石の鉱山はラングール国とアリスタ国の間に広がる〝魔獣の森〟に多くが集中している。そのため、一部のアリスタ国民は国境を越えてその一帯にまでそれらを採りに現れる。

　そして、それこそがこの問題を根深くしている原因だった。

　数年前、竜化した竜人の子供が普通のドラゴンと誤認されて撃たれるという事件が発生した。

　ラングール国側はアリスタ国側に遺憾の意を伝えると共に最大限の警戒態勢を敷いていたのだが、それでもすべての国境地域を網羅できるわけではない。ジェラールの努力も空しく、またしても事件は起きた。

　ドラゴンは特に魔力を多く持つため、魔力の供給源としては絶好の対象なのだろう。

　その後、ジェラールは自国民を守るために、密猟者と疑わしい連中を捕らえようとした。

　ところが、密猟者達は逃げるどころか反撃してきたのでそのままやり合いとなり、結果として密猟者達は大怪我を負った。

　このことに対して、アリスタ国側はラングール国が国民を不当に傷つけたとして事情説明を要求し、ラングール国側もこれまでの謝罪と国境の不可侵を改めて要求した。

　結局、交渉に立ったアリスタ国側の代表者はラングール国側の言い分は事実無根だとしてそれを拒否しただけでなく、ラングール国民は正当な理由なくアリスタ国民を攻撃するような残虐で野蛮な民族であると宣言したのだ。

「取り返しがつかなくなる前に、もう一度話し合いをするべきだな」

「使者を送りましょうか？」

「ああ。段取りを頼む」

　ジェラールは疲れを感じて眉間を解ほぐすように指で押す。

「陛下はここ最近、ずっと休みなく働かれております。少しお休みになられては？」

「大丈夫だ」

　国内にも医療体制の整備や教育の充実、景気の向上などやらねばならないことはたくさんある。できるだけ不穏な芽は摘つんでおきたい。休む暇などないのだ。

「しかし、陛下の体調が崩れるとよくない状況が発生しますし」

　ラルフは眉を寄せる。

　竜王は、ただの王としての存在ではない。

　その気分により嵐などの天変地異が起こるし、精神状態がよければ国全体の疫病などが抑え込まれるという恩恵が発生する。

　現に、ララがいなくなった日は動揺したジェラールの影響で季節外れの嵐が起きた。

　ラルフに諭され、ジェラールははあっとため息をつく。

　無意識に膝に手を伸ばしかけて、その手は宙を切る。

　そして、そこに何もいないことに気付いてジェラールは手を軽く握った。ララがいたときはあの毛並みを撫でてその愛らしい仕草を見ているだけで、癒やされたのに。

　そのとき、ふと脳裏に『動物や魔獣と触れあうと気持ちが和みます。いつでも遊びにいらしてくださいね』と微笑むミレイナの姿が思い浮かんだ。

　もふもふ好きが周囲に知られて竜王としての威厳が落ちるのが嫌で必要以上に魔獣舎には近付かないようにしているのだが、なぜか彼女であればそのことを知られても大丈夫な気がしてしまうから不思議だ。

（そういえば、先日保護したドラゴンはそろそろ完全に傷が治っているはずだな……）

　先日引き渡したドラゴンの子供のことを、あれ以来ジェラールは見に行っていない。あそこにいる魔獣達も元気にしているだろうかと気になった。

「魔獣の保護施設にでも行かれては？」

　まるでこちらの心を読んだかのような台詞せりふに、ジェラールはラルフを見上げた。

「以前、ドラゴンの様子を見に行かれたときはよい気分転換になったようでしたので」

　ラルフは補足する。

「そうだな。やはり少し息抜きをしてきていいか？」

「もちろんです。ごゆっくりなさってください」

　問いかけられたラルフは小さく頷くと、口元に笑みを浮かべた。
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　その十分後、ジェラールが魔獣舎に行くと、ケープを深く被って肩にラタトスクを乗せたミレイナが、三匹のフェンリルと一匹のドラゴンを後ろに引き連れ出かけようとしているところだった。

「どこへ行く？」

　ジェラールが声をかけると、ミレイナは驚いたようにこちらを見た。ケープを目ま深ぶかに被っているせいで、視界が狭く気が付かなかったようだ。

「ジェラール陛下！　ああ、びっくりしたわ」

　ミレイナの後ろに付いていたフェンリル達が飛び出してきて、ジェラールの周りを嬉しそうに回る。

　ミレイナは目深に被っていたケープを両手で整えると、ますます目深に被った。こんなに目深に被って、視界の邪魔にならないのだろうかと余計な心配が湧くほどだ。

「この子達のお散歩に行こうと思います。今日は、ラドン――このドラゴンを陛下が拾った辺りにいこうと思うのです。もしかしたら、親ドラゴンが見つかるかもしれないから」

　そういうと、ミレイナは少し屈んでまだ腰の高さほどしかない小さなドラゴンの頭を撫でる。

　ドラゴンは嬉しそうにグルグルと喉を鳴らした。親ドラゴンを探すということは、傷が癒えているので見つけられたらそのまま野生に返すつもりなのだろう。

「もう、傷は完全に癒えているのか？」

「はい。昨日も今日も飛ぶ練習をしていたのですが、問題なさそうでした。親ドラゴンがいれば帰してあげるのがいいかと」

　ミレイナはこくりと頷く。

　そして、まるで鳴き声に耳を傾けるかのようにフェンリル達を見つめてから顔を上げると、ジェラールのほうを向いてにこりと微笑んだ。

「よろしければ、陛下も行かれませんか？」

「俺も？」

「はい。息抜きになるのではないかと思いまして。今日もやっぱりお忙しいですか？」

　ミレイナに微笑みかけられて、ジェラールは返答に迷った。

　正直言うと、忙しい。

（数時間程度なら、夜に仕事をすれば遅れを取り戻せるか……）

　あまりにも時間がかかりそうであれば、自分だけ先に戻ればいいだけだ。

「わかった。いいだろう」

「よかった。この子達も喜びます」

　ミレイナは嬉しそうに笑ったが、ふと笑みを消してジェラールを見上げる。

「陛下。ケープを被られますか？」

「ケープ？」

　ミレイナは頭と体がすっぽりと隠れる、くるぶし丈の赤茶色のケープを被っていた。ここに来ると、いつもこの格好をしている。

　ミレイナの視線が自分の頭に向いていることに気付き、ジェラールは何を言わんとしているのかを悟った。

　実をいうと髪の色は魔法で変えられるのだが、ミレイナはそれを知らない。確かに、髪色を変えても格好や顔を見て竜王だと周りに悟られては、それはそれで面倒だ。

「ケープは余っているか？」

「はい。洗い立てのものがあります。これは男女兼用なので陛下も着ることはできるかと」

　ミレイナは一旦魔獣舎のほうへと戻ると、綺麗に折りたたまれたケープを手に戻ってきてそれをジェラールに手渡した。ミレイナが着るとくるぶしまで隠れるのに、ジェラールが羽織ると膝までしか隠れない。けれど、豪奢な衣装や整いすぎた顔を隠すのにはなんら問題なかった。

「歩いていきますが平気ですか？」

「問題ない」

　ジェラールが頷くと、ミレイナはほっとしたように表情を緩め、自分とジェラールの姿を見比べるとはにかむような笑みを浮かべる。

「ふふっ、お揃そろいですね。では、行きましょう」

　髪の毛をすっぽり隠すように被ったケープからは、太陽の匂いに混じって甘い花のような香りがした。
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　ミレイナ一行はいつものように王宮の庭園を突っ切って裏口へと向かう。

　雨が降っていなければ一日最低一回は散歩に行くようにしているので、慣れたものだ。

　途中、ミレイナはメイド服姿の一行が前から歩いてくるのに気付いた。集団はミレイナ達に気付くと、こそこそ何かを話しながら、脇道へと逸れてゆく。

「見て、あの子まだ辞めていなかったのね」

　こちらを見つめるメイドのひとりがそういう言うのが聞こえ、ミレイナはそちらに視線を向けた。

「まあ！　先日陛下の元に押しかけて罰を受けたというのに、今度は下男を誘惑しているなんて。本当に節操がないわ」

　若いメイドが驚いたように口元に手を当ててこちらを見つめている。

「およしなさい。人には釣り合いというものがあるのです」

　落ち着いた態度でそれを制したのは、いつぞやにジェラールの部屋にお茶を運んできた、あの前髪を斜めに流したメイドだった。

「そうですわね。平民同士なら、確かにお似合いですわ。それにしても、よく陛下のお部屋まで入り込むことができたものだわ。知らない間に入り込むネズミみたい」

「まあ、ネズミですって！」

　ほほほっと嘲笑の笑い声がしてミレイナはムッとした。

　正々堂々正面から本人に案内されて部屋に入りましたけど、何か？と言ってやりたい。もめるだけだから、言わないけど。

　それにしても……、とミレイナは件くだんの美少女を眺める。

　あのメイドは一見周りを窘たしなめているように見せかけて、ミレイナのことを侮辱している。

「やっぱり、陛下にはマリベル様のような方がお似合いです。こんなに長く陛下付きの侍女をされているのはマリベル様しかいらっしゃいませんし。今度の舞踏会が楽しみですね」

「まあ、うふふっ。ありがとう」

　あのメイドがまんざらでもなさそうにうふふっと笑う。

（あの人、マリベルっていう名前なのかしら）

　相変わらず、見た目は抜群に美しい人だと思う。

　ぱっちりとした目に、艶やかな焦げ茶色の髪。愛らしい笑顔は人々の庇護欲をそそるだろう。

「ミレイナ」

　そのときだ。背後から声をかけられて、ミレイナはびくりと肩を揺らした。

「先ほどからあちらを見ているが、あの者達がどうかしたのか？」

　振り向くと、ジェラールが怪訝な表情でこちらを見つめていた。

　ウサギ獣人であるミレイナは通常の人に比べて格段に耳がいい。今の会話も一言一句しっかりと聞こえたが、ジェラールには何も聞こえなかったのだろう。

「いいえ、何でもありません。早く行きましょう」

「そうか？」

　ジェラールは不思議そうな表情でミレイナが見つめていた方向に視線を向けたが、それ以上は追及せずにミレイナに従った。

（せっかくのお出かけなのに、最初っから気分をそがれちゃったな。あなた達が下男呼ばわりしているこの人が竜王陛下なんだけどねっ！）

　ミレイナは湧き上がるイライラ感を振り払うと、再び歩き始めた。




　ラングール王国の王宮は広大な敷地を誇っているが、その正面には城下町、背後には魔獣の森が広がっている。ミレイナはこの日も、いつもの散歩同様に王宮の裏手に広がる森へと向かった。

　裏口から王宮を出るとすぐに、魔獣の森の入口がある。

　ミレイナがララの姿で逃げ出したのも、この裏口からだった。

　何重にも立ち並ぶ木々と、その合間に生える低木。

　足下には落ち葉と土の地面が広がり、木々の合間からは木漏れ日が差し込んでいる。

　森といっても鬱蒼と茂っているわけではなく人が歩く程度の空間は広がっているので、林と言ったほうが前世が日本人だったミレイナにはしっくりとくる。

「この辺かしら？」

　三十分ほど歩き、ミレイナは辺りを見回した。ジェラールに視線を向けると、間違いないと頷いたのでやはりここでラドンを保護したのだ。

「ドラゴンは……、いませんね」

「だから、怪我をした後に自分で移動して来たようだと言っただろう」

　ジェラールが呆れたようにミレイナを見下ろす。

　ミレイナはフェンリル達に顔を寄せ、ジェラールに聞こえないように、そっと囁ささやく。

［ここからはいつものゲームよ。ラドンの匂いを探して？］

［任せて！］

　すぐに先頭を歩き始めたのは、好奇心旺盛なエミーユだ。

　その背後をシェットとイレーコが続き、その後ろをてくてくとラドンがついてゆく。

「ここ？」

　先頭のエミーユが立ち止まって振り返ったので、ミレイナはしゃがみ込んでラドンに話しかけた。

　ラドンはしきりに「ギャーギャー」と鳴いているが、残念ながらミレイナには何を言っているかがわからなかった。

　辺りを見回したが、やはり親ドラゴンは見当たらない。

「仲間を呼んでいるのかしら？」

　ミレイナは困って眉尻を下げた。この声で親ドラゴンが気付いてくれれば、あるいはラドンの家族を探し出すことができるかもしれない。

「巣の近くには水場があると言っているのだから、ここではないだろう？　この辺りの水場を探そう」

　ミレイナとラドンを見下ろしていたジェラールが、周囲を見渡す。

「え？」

　ミレイナは驚いて、ジェラールを見上げた。

「陛下はドラゴンの言葉がわかるのですか？」

「竜人であれば、完全ではなくともなんとなくわかるものだ。むしろ、これだけ必死に訴えているのにお前が全くわかっていないことに驚いた」

　ジェラールが呆あきれたように肩を竦める。

「水場、ですか」

　ミレイナは周囲を見渡した。

　どの方角を見ても木々に覆われていて、水場は見えなかった。目を瞑つぶり、じっと耳に意識を集中させる。

「俺が飛んで探してきてやる」

「いえ、大丈夫です。たぶん、あっちです」

　ミレイナは自分から見て二時の方角をまっすぐに指さす。そちらのほうから、微かすかに滝が流れ落ちるような水音が聞こえたのだ。

「なぜわかる？」

「なんとなくです」

　ミレイナはふふっと笑って返事を誤ご魔ま化かす。

　そちらの方向に歩いて行くと、間もなくはっきりと水音が聞こえてきた。木々の向こう側に、明るい光が見えるので、木が生えていない空地があるのがわかる。

「ここ、見覚えある？」

　ミレイナがラドンに尋ねるや否やというタイミングで、ラドンは興奮気味に水場のほうに走りより「ギャア、ギャア」と鳴いた。地面に脚を付けたまま小さな体で翼を羽ばたかせ、頭上を見上げている。

　雲ひとつない蒼そう穹きゅうに、ミレイナは黒い影が映るのを見た。

　遥か上空を悠然と飛んでいるそれは、大きな体に長い尻尾がある。すぐにドラゴンだとわかった。

　一、二、……六。大きいドラゴンから小さなドラゴンまで、全部で六匹いる。

「あっ！」

　次の瞬間、ラドンがバサリと翼を羽ばたかせ、空に飛び立った。

　治ったとは知っているものの本当に大丈夫かと見守るミレイナの心配をよそに、ラドンはどんどんと高度を上げていった。

「旋回しているな。あれはあの子ドラゴンの家族で、無事に送り届けてくれたお前にお礼を言っているのだろう」

　空を見上げていたジェラールは、そう呟いた。

「私ではなく、助けてくれた陛下にお礼を言っているのでは？」

「お前だろう？　世話したのはお前だ」

「でも、怪我をして動けなくなっているところを見つけて保護したのは陛下です」

「だが、世話をしたのはお前だ」

「…………。では、ふたりにお礼を言ってくれていると思いましょう」

「埒らちが明かないな。では、そういうことにしておこう」

　ミレイナが折衷案を出すと、普段は冷たそうに見えるジェラールの口元が少しだけ綻ぶ。

　こちらを見つめる今日の空のように青い瞳が優しく細まるのを見て、胸がとくんと跳ねるのを感じた。

　ミレイナは慌てて目を逸らす。

「どうした？」

「いえ、なんでもありません。無事に戻ってくれてよかったなと」

「そうだな」

　ミレイナはちらりと窺い見る。

　ジェラールは先ほどドラゴン達が飛んでいた大空を見上げていた。
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　結局、王宮に戻ったのは出発してから二時間半後のことだった。

　普段ならここまで長くならないのだが、ジェラールが付いてきてくれたことがよっぽど嬉しかったのか、魔獣達がなかなか帰ろうとしないので時間がかかってしまったのだ。

「お時間を取らせて申し訳ございません。こんなに時間がかかるとは思っていなくって」

　ミレイナはジェラールに平身低頭で謝罪する。すると、ジェラールは片手でそれを制した。

「よい。一緒に行くと決めたのは俺だ。よい息抜きになった」

　なおも遊ぼうと誘うフェンリル達を、ジェラールは両手であやしながら撫でている。

「陛下は、とてもこの子達に懐かれておりますね」

「そうか？　誰にでもこうなのであろう？」

「いいえ。結構この子達、気難しいのですよ。気に入らない人にはすぐいたずらするから、何人もお世話係が辞めることになりました」

　ミレイナは首を横に振る。

　実際、今でこそミレイナやリンダには懐いているものの、この魔獣達はなかなかこれまでの魔獣係に懐かなかった。ジェラールは何を言いたいのかとミレイナを怪訝な顔で見返す。

「つまり、この子達が陛下に懐くのは、陛下がお優しいと知っているからですわ」

「俺が優しい？」

　その言葉は予想外だったようで、ジェラールは瞠どう目もくした。

「はい。魔獣達は、意外とそういうところに敏感なのですよ」

　ミレイナはジェラールに、にこりと笑いかける。

　ジェラールは返事することなく顔をふいっと逸らしてしまった。

（あ。もしかして、照れているのかしら？）

　青みがかった銀色の髪の合間から覗く耳がほんのり赤くなっているのを見て、ミレイナは胸の内にこそばゆさを感じて表情を緩めたのだった。










六．ミレイナ、露天市に行く




「ねえ、ミレイナ。城下に一緒に遊びに行かない？」

　仕事終わりの夕方、ミレイナが住み込みの部屋に戻ろうと歩いていると背後からリンダに声をかけられた。

「城下？　何があるの？」

「月に一回の露ろ天てん市いちだよ。すっごいたくさんお店が出るの。大通りが人でごった返す大盛況になるのよ」

　露天市？　アリスタ国にいたときも定期的に青あお空ぞら市いち場ばが開催されたが、それと似たようなものだろうか。青空市場の日は大通りに即席テントの屋台がたくさん軒のきを連ね、辺りは大おお賑にぎわいだったのを覚えている。

　リンダはどんなお店が出ているのか、身振り手振りを交えながら説明してくれた。

「へえ……。行ってみたいな」

「じゃあ、行こうよ。約束ね。明後日は朝からふたりで作業して、午後に一緒に行こう」

　リンダはぱっと表情を明るくする。そして、ミレイナの顔色を窺うように覗き込んできた。

「ミレイナ。もう一カ月近く魔獣係をやっているけど、大丈夫？　今まで全員一週間もたなかったんだから、ミレイナが嫌だったらそろそろ辞めたいって言っても許されると思うよ？」

「大丈夫だよ。とても楽しんでいるわ」

「本当？」

「本当よ。リンダだって時々手伝ってくれているんだから知っているでしょう？」

　ミレイナが明るく笑い飛ばすと、リンダはホッとしたような表情を浮かべた。

　ミレイナが魔獣係となる原因となったあの日、リンダは居合わせていた。もしかすると未だに罪悪感のようなものを覚えているのかもしれないと思った。けれど、事実としてミレイナはとてもこの役目を楽しんでいるので問題はないのだ。

「清掃係のほうはね、最近舞踏会の話題で持ちきり」

「舞踏会があるの？」

「うん。二週間後かな。国内貴族の若いご令嬢は軒並み招待されているみたい。私はあんまり詳しくないけど」

「ふうん」

　ラングール国の王宮では、平民のメイドと同じくらい貴族令嬢のメイドも多い。

　平民のメイドは清掃係や洗濯係、それにミレイナがやっている魔獣係などの雑用をする場所に配置され、貴族令嬢のメイドは政務エリアでのお茶出しなど侍女のような役割を担当する。

　リンダによると、竜人の貴族令嬢にとってそういう場所でメイドになることは若い貴族の独身男性との貴重な出会いの場であるらしい。ラングール国では舞踏会などの大規模な社交パーティーが開催されることが、滅多にないからだ。

　特に、竜王がいる皇宮区の侍女役は特別なステイタスのようだ。

（舞踏会、か。遠くからでもいいから、ちょっと見てみたい気もするなぁ）

　ミレイナはその様子を想像してうっとりする。

　舞踏会など、前世でも今世でも物語の中でしか見たことがない。

　前世のロマンス映画で見たような豪華絢けん爛らんなダンスホールで男女が踊るのだろうか。

「でも、なんで滅多にやらない舞踏会を開くの？　何かのお祝い？」

「それはね――」

　リンダが喋りかけたところで立ち止まって「あっ！」と声を上げる。

「どうしたの？」

「これ、間違えて持って来ちゃった。私、返しに行ってくるわ。明後日のことはまた後で決めよう」

　リンダがポケットから抜いた手には、少し黒ずんだ金属製の鍵があった。ミレイナも見覚えがある、掃除用倉庫の鍵だ。

「じゃあね、ミレイナ！」

　リンダは大きく片手を振ると、足早に元来た廊下を戻って行ったのだった。
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　約束の日、ミレイナとリンダは朝早くに魔獣舎に行き簡単な清掃と魔獣達の食事の用意をした。

［今日は午後ちょっと出かけちゃうから、お散歩はまた今度ね］

　ミレイナはリンダに見えないように半獣へと姿を変え、こっそりと魔獣達に告げる。

［ミレイナはどこに行くの？］

　すかさず好奇心旺盛なエミーユが聞き返してくる。

［ちょっとリンダと遊びに行くの］

［えー、いいなあ。私達も行きたかったわ］

　エミーユがふてくされたようにひげを揺らす。ミレイナは苦笑してエミーユの頭を撫でた。

［代わりに、明日は長めにお散歩に行きましょ？］

［本当？　楽しみにしているわね］

　途端に上機嫌に尻尾を振り始めるのだから、本当に可愛らしい。ミレイナはもう一度エミーユをぎゅっと抱きしめると、頭を撫でてから立ち上がった。




　王宮の正面玄関から城外へ出て少し歩くと、ラングール国の城下町が広がっている。

　文字通り、大通りは人であふれかえっていた。その大通り沿いで行われていた露天市はミレイナが想像するよりもずっと規模の大きなものだった。

「本当に色んなものが売っているのね」

「うん。大抵のものはあるよ」

　初めての露天市に圧倒されて、ミレイナはきょろきょろと辺りを見回す。

　ここから見える範囲だけでも串焼きバーベキューのお店、お花屋さん、壁掛けのインテリアのお店、食器屋さん……とにかく、どちらを見てもたくさんのお店が軒を連ねているのだ。

　ミレイナとリンダはいくつかの店舗で買い食いをしたり、ダーツに似た射的に挑戦したりしながらぶらぶらと歩く。

「ミレイナ、あっちも見に行ってみようよ」

　笑顔のリンダがミレイナの手を引く。人の流れに逆行するように、前へ前へと進んだ。こんなに混んでいては、手を離したらすぐに迷子になってしまいそうだ。

「あ、あれ美味しそう」

　リンダが不意に立ち止まり、一軒の露店を見つめる。その視線の先には、お菓子を量り売りしている店があった。

　焼き菓子やドライフルーツ、ナッツなどが置かれている。

「今日のお勧めはドライフルーツだよ。甘くてとびきりうまいぜ？」

　露天商が威勢のよい声でセールストークを始める。ミレイナはたくさん置かれた商品を眺めながら、ふとそのひとつに目を留めた。

（ナツメヤシか……）

　そこには、干したナツメヤシがこんもりと籠に盛られていた。

　ララとして過ごしていた頃、よくジェラールが執務中にナツメヤシのドライフルーツをつまみ食いしていたことを思い出す。

（どんな味がするのかしら？）

　売っているのは時々見るけれど、実は一度も食べたことがない。赤茶色のそれは、前世で子供の頃に駄菓子屋さんで見かけたあんずにも少し似ている。

「これが気になるかい？　これはだな、最高級のナツメヤシを太陽の光でじっくりと乾燥させた極上の逸品だ」

　ミレイナの視線に気付いた露天商の営業トークに熱がこもる。

「これ、ください。一袋……、やっぱり二袋で」

「毎度あり！」

　なんとなく気になって、買ってしまった。しかも、二袋も。

　露天商の店主は人のよい笑みを浮かべてナツメヤシをカップで掬すくうと、それを順番に紙袋に入れた。

　リンダもドライフルーツを買っていたのでそれを待っている間に、ミレイナは袋からひとつ、ナツメヤシを取り出す。

　口に入れて噛むと、予想より柔らかな食感がして甘さが広がった。

（甘くて美味しい）

　これが大好きだとは、ジェラールはあのクールな見かけによらず甘党なのかもしれない。

　そんなことを思って顔を綻ばせていると、商品を買い終えて紙袋を持ったリンダが不思議そうにこちらを見つめていた。

「ミレイナ、楽しそうだね？」

「え？　そうかな？」

「ナツメヤシがそんなに好きだなんて知らなかったわ。二袋も買うなんて」

　リンダの視線はミレイナの手元に向いている。

「あはは。美味しいよね」

　ミレイナはへらりと笑って誤魔化す。

「うん、美味しい。あれ？　あれは何かな？」

　リンダはまた何かを見つけたようで、ミレイナの背後へと視線を向けた。

「見たことがないものが売られているわ。ミレイナ、行ってみよう」

　ミレイナは、リンダが指さす方向を振り返った。

　何店舗か先に見えたのは、一際大きな露店だ。リンダに腕を引かれるがままに、ミレイナはそちらに向かう。

「お嬢さん方、いらっしゃい！　珍しい品だよ。今月限定だ」

　そこには、ミレイナにとっては懐かしいものが並んでいた。大小様々な置物や飾りに、魔法石を燃料にしたポットや、暖房器具、携帯用ランプ……。

「この籠はなんでこんなおかしな場所に紐ひもが二本付いているの？」

　リンダは籐とうで編まれた大きな籠についた紐を不思議そうに眺めている。

「背負うのよ。こうやって」

　ミレイナは籠の紐に腕を通して実際に背負ってみせる。

「へえ、面白い！」

　リンダは目を輝かせた。

　竜人は竜に変身すると背中に翼が生える。だから、背中に物を背負う習慣がないのかもしれない。

「じゃあ、この穴は何？」

　リンダは、今度はポットを手に取ると、魔法石をセットする穴に指を突っ込む。

「魔法石を入れるんだよ」

　ミレイナがすかさず教える。

「なんで？　飾りにするの？」

　リンダは不思議そうに首を傾げる。

「これはアリスタ国で使われる器具だ。魔力を持たない者でも使えるように、魔法石をセットする穴がある」

　露店にいた商人のひとりが補足した。そして、ミレイナに目を向ける。

「君は随分、アリスタ国の道具に詳しいんだね？」

「それはそうよ。ミレイナはアリスタ国出身だもの」

「へえ？　こんなところでアリスタ国の人間に会えるなんて、驚きだな」

　その商人は興味深げにミレイナを見つめる。

　薄い水色の瞳と視線が絡んだ。

　端整な顔立ちは優しげな雰囲気があり、さらりとした金髪が日の光を浴びて煌きらめいている。年齢はミレイナより少し上、ジェラールと同じくらいに見えた。

「お兄さん達は、アリスタ国から来たの？」

　リンダは眺めていたポットを台に置くと、今度は様々な陶器の置物を手に取りながら、その商人に話しかける。

「ああ。俺の名前はリックだ。行商人をしながら世界中を回っている。ここが最後だ」

「世界中！　どこを見て回ったの？」

「色々だ。北にあるラクシャ国や、魔法の国であるトコール国――」

　リックと名乗った行商人はこれまで行った国をひとつひとつ、楽しげに告げてゆく。

　ミレイナはこれまで、アリスタ国とラングール国以外の国についてほとんど知らなかった。この世界にあるたくさんの国の話を聞くのは、新鮮な驚きがあっだ。

「へえ……。最後ってことは、この後はアリスタ国に戻るの？」

　リンダが感心したように尋ねる。

「そのつもりだ」

　リックは頷く。

（次はアリスタ国……。と言うことは、この人達に頼めばアリスタ国に帰れる？）

　ミレイナがラングール国に留まったのは、アリスタ国までの足がなかったことが理由として大きい。

　リンダが別の商品に気をとられ始めた隙に、ミレイナはリックに小声で話しかけた。

「あの……。アリスタ国に戻るとき、もしも私が一緒に乗せてくれと言ったら乗せてもらうことはできる？」

「きみ、アリスタ国に帰る足を探しているのか？」

　リックは怪訝な顔をしてミレイナを見返す。

「せっかく来たからあと一カ月くらいは滞在しようと思っているんだ。きみの名前は？　戻る頃に連絡するよ」

「ミレイナよ。王宮で魔獣係をしているわ」

「王宮で？　アリスタ国民なのに、ラングール国の王宮で働いているのか？」

　リックは驚いたようにミレイナを見返す。

「ちょっと色々と事情があって、雇ってもらったの」

　ミレイナが言葉を濁すと、リックはなんらかの理由があると感じ取ったようだ。それ以上は深く追及してこなかった。

「わかった。ミレイナだね。俺達は明日以降もそこの店舗を間借りして商品を売っているから、何かあれば連絡してくれ」

　リックは露店の背後にあるクリーム色の建物を指さした。

「わかったわ。ありがとう」

　ミレイナは背後の建物とリックの顔を見比べ、こくりと頷いた。




　その後も何店舗かを見て回り、帰り際にふとミレイナは周りを見渡す。

　遥か遠くの空に竜が飛んでいるのが見えて目を細めた。背中に誰かが乗っているように見えたのだ。

「あの竜、誰か乗っている？」

「え、本当？」

　リンダが後ろを振り返り、そちらを眺める。

「ああ、あれ。いいなあ」

「え？」

「あれはデートよ。前に言ったじゃない。竜化した男性の背中に乗せてもらえるのはね、特別なデートなんだよ。ほら、飛んでいるときの背中って無防備になるでしょ？　そこに乗せるくらいだから、『あなたは私にとって、特別な人です』って愛の告白をしているのと同じなの。プロポーズみたいなものかな」

「へえ……。素敵ね」

　確かに、以前そんな話を聞いた気がする。

　ミレイナは薄らと茜色に染まった空を悠然と飛ぶ竜を見つめる。

　ミレイナは空を飛ぶことができない。あの背中に乗ったら、一体どんな景色が広がっているのだろうと思った。




◇　◇　◇




　ミレイナとリンダが王宮に戻ったのは辺りがすっかりと薄暗くなった頃だった。

　随所にある灯籠に魔法の光が点ともされ、幻想的に王宮を浮かび上がらせている。

（今日の午後は魔獣舎に行っていないけど、みんな平気かしら？）

　ふと、午前中だけ世話しておいてきた魔獣達はどうしているだろうと心配になった。

　ごはんはしっかり用意したし掃除もしてきたので何も心配はいらないはずだが、なんとなく気になったのだ。

「リンダ。私、ちょっと魔獣舎に寄って行くね」

「え、今から？　一緒に行こうか？」

「ううん。大丈夫」

　ミレイナは笑顔でリンダに別れを告げると、目的の場所へと向かった。

　魔獣舎に近付いたとき、ミレイナはそこに誰かがいることに気が付いて足を止めた。魔獣の遊び場と王宮の庭園とを隔てる柵の前で座り込む人影があったのだ。

（誰だろう。珍しいな）

　ミレイナが魔獣係になってから、誰かが好んで魔獣舎に近付いてくることなど一度もなかった。

　奇妙なことに、その人はいつもミレイナが着ているようなケープを頭から被っていた。よく見ると、その人物は自分のところに集まってきている魔獣に何かを与えているようだ。

「あの、どうかされましたか？」

　ミレイナは恐る恐る、その人に声をかけた。

　ミレイナが近付いてきたことに気付いていなかったようで、振り返りざまに見えたケープの下の青色の瞳は驚いたように見開いていた。

「……ジェラール陛下？」

　髪色はケープで隠れてよく見えないが、彫刻のように整った顔立ちは間違いなくジェラールのものだ。なんでこんなところに竜王陛下が？と疑問に思ったものの、ミレイナはすぐにピンときた。

「もしかして、この子達に会いに来てくださったのですか？」

　ジェラールは一瞬視線を漂わせると、すっくと立ち上がる。

「たまたま通りかかった。お前達の働きぶりを確認しに来ただけだ」

　たまたま通りかかるのに都合よく餌を持っていて、しかもこの格好はないだろうに。

　ミレイナは、ジェラールという人のことがだいぶわかってきた。

　恐らく、本当は大のもふもふ好きだ。でも、もふもふと戯れにきたというのが恥ずかしく、竜王としての威厳を保つためにそう言っているのだろう。

　相変わらずの態度に、思わず口元がにやけそうになる。

「では、中へどうぞ。ここで眺めるだけでは私の仕事ぶりはわからないでしょう？」

　ミレイナが誘うと、ジェラールは瞳を瞬かせ、「うむ、それもそうだな……」とブツブツ呟いている。

　本当に素直じゃない。

　ミレイナが魔獣舎の扉を開けて中に入ると、中にいる魔獣達が一斉に寄ってきた。

　今は人型なので言葉は通じないが、［どこにいってきたの？］［何をしてきたの？］と言っているに違いない。

「餌をあげるなら、このお皿に入れてあげてください。あ、ラトのものはこっちで」

　ミレイナが新しい皿を差し出すと、ジェラールは素直に持っていた餌類をその皿の中に入れる。ご丁寧にラトのための木の実まであった。こんなに準備万端で、たまたま通りかかっただなんて、やっぱりあり得ない。

「魔獣や動物には、癒やされますよね。柔らかな毛並みに触れると、心が和みます。もふもふ効果です！」

　ミレイナが笑顔を向けても、ジェラールは答えない。けれど、その腕にはラトをしっかりと乗せて撫でていたので、肯定ととっていいだろう。

　ララのことも可愛がっていたし、ジェラールはきっと元々動物や魔獣が好きな人に違いない。

　しかし、ミレイナの知る限り、ラングール国に動物や魔獣を愛玩動物として可愛がる習慣はなさそうだ。

　ジェラールはもふもふ好きを周囲に明かすのが恥ずかしい、もしくは竜王としての威厳が傷つくとでも思っていて、ララのことも「太らせて食べる」と言っていたのだと、今となってはなんとなく想像が付く。

「今日は――」

　腕に抱いたラトが木の実を食べる様子を眺めていたジェラールが、ミレイナのほうを見る。

「随分と遅いのだな」

　この発言は裏を返せば、いつもこの時間にミレイナがいないことを知っているということだ。ミレイナが想像する以上に、ジェラールはここに来ているのかもしれない。

「はい。友人に誘われて、初めて城下の露天市に行って参りました」

　ミレイナは笑顔で頷いた。

「そうか。城下は楽しかったか？」

「ええ、とても。色んなお店がありました。お花屋さんにパン屋さん、小物屋さん、食器屋さんも見たかしら。あとは――」

　ミレイナは先ほどリンダと訪れた場所をひとつひとつ想像しながら、夢中で喋る。そして、だいぶ喋ってからハッとした。

「申し訳ありません。ひとりで喋りすぎました」

「よい、俺が聞いたんだ。城下が栄え、民が楽しんでいることはよいことだ」

　形のよい唇の口角が少しだけ上がり、普段は鋭い目元が和らぐ。

　その表情を見たとき、胸にこそばゆさを感じた。ミレイナは赤らんだ頬を隠すように、ジェラールから顔を逸らす。そして、肝心なことに気付いた。

「そうだわ。これを陛下に」

　ミレイナは鞄かばんから今日買ったナツメヤシの袋のひとつを取り出した。

「何だこれは？」

　ジェラールは紙袋を受け取り、怪訝な顔をする。

「陛下への、城下のお土産です」

「土産？」

　ジェラールにその紙袋をずいっと押しつけると、ミレイナはにこりと微笑んだ。

「陛下はナツメヤシがお好きでしょう？」

「なんだと？」

　ジェラールが眉を寄せて訝しげな表情を浮かべたが、ミレイナはそれに気付くことなくフェンリル達が遊ぶ様子を眺める。

「そういえば、竜が飛んでいるのを見ました。とても大きな竜です」

「……俺は見ていないからなんとも言えないが、竜化した竜人か、本物のドラゴンのどちらかだろうな。いずれにせよ、この国では珍しい光景ではない」

「はい。友人もそう申しておりました」

　ふと、いつか見た白銀の美しい竜が脳裏に甦る。ちらりとジェラールを窺い見ると、美しい青色の瞳と目が合った。

（この人もいつか、誰かを乗せたりするのかしら？）

　そんなことを考えたら、なぜか胸がチクリと痛んだ。

「陛下」

「なんだ？」

「またいつでも、私の働きぶりを確認しに来てくださいね」

　予想外のお誘いだったのか、ジェラールは驚いたように目を見開いた。けれど、すぐにふっと表情を和らげる。

「そうだな」

　すっかりと暗くなった空にはいつの間にか星が瞬き、月光が優しくふたりを照らしていた。

　ふと、今日出会った行商人――リックの顔がミレイナの脳裏を過よぎる。

　リンダがすぐに寄ってきてしまったので詳細を話すことはできなかったが、これまでの事情を話して一緒に乗せてくれと頼めば、きっと嫌とは言わないだろう。

　アリスタ国に帰るという選択肢が現実味を帯びていることを感じた。

（でも……）

　ミレイナはそっと隣を窺い見る。夜空を見上げる端正な横顔が目に入った。

（以前は、歩いてでも絶対に帰ろうと思っていたのに、不思議なものね）

　たった二カ月ほどしか経っていないのに、自分の心境の変化に戸惑わずにはいられない。

　アリスタ国に戻ればこんな時間を過ごすこともなくなってしまうのかと思うと、素直に喜べない自分がいた。










七．ミレイナ、迷子捜しをする




　ミレイナが初めてラングール国に来た頃は朝晩の冷え込みが強かったが、最近はだんだんと暖かな陽気に包まれてきている。

　王宮の庭園を覆う芝生は青々とした絨毯を広げ、花壇には美しい花が咲いていた。

「あ、ネモフィラだわ」

　庭園の外れで魔獣達と日なたぼっこをして過ごしていたミレイナは、芝生の中に瑠璃色の小さな花を見つけて顔を綻ばせる。

　ネモフィラはアリスタ国のミレイナの家の近くにも咲いていて、よく見かけた。

（みんな、元気かなぁ……）

　故郷にいる友人達のことが、脳裏に浮かぶ。

　一番に思い浮かんだのは、親友だった女性――マノンのことだ。ミレイナが獣人であることを知る、数少ないひとりだった。

　親は既にいないけれど、仲良くしてくれる友人がいたから寂しくなく過ごしてこられた。

　みんなは今、何をしているだろう。もしかしたら、ミレイナが急にいなくなったので心配して捜しているかもしれない。

［ミレイナ、どうしたの？］

　ネモフィラを見つめたまま感傷に浸っていると、いつの間に近くに来たのか、エミーユが不思議そうにこちらを見つめていた。

［あ。ちょっと、お友達のことを考えていたら寂しくなっちゃったの］

［お友達？］

［うん。私が生まれた国にいるのよ］

　エミーユは少し首を傾げてからミレイナに近付くと、片足をミレイナの膝の上に乗せる。

［今は私がお友達でしょ？］

　ミレイナは目を見開き、エミーユを見つめる。

　エミーユの後ろから、他の魔獣達も何事かと集まってきた。

［どうしたの？］

［ミレイナがお友達に会えなくなって寂しいんだって。だから、私が友達だよって言ったの］

［僕も友達だよ］

［僕も、僕も！］

　次々にそう言って慰めてくれる魔獣達に、ミレイナは相好を崩す。

［そうだね、ありがとう］

　首にぎゅっと抱きつくと、ふわふわの毛並みに触れてスーッと寂しさが薄れるのを感じた。

［みんながいるから寂しくないわ］

［うん、そうだよ。それに、ジェラールも毎日会いに来るじゃない？　ジェラールも友達だわ］

　エミーユはふりふりと尻尾を振る。

　ジェラールはあの晩以来、ミレイナがいる時間にも時折魔獣舎に来ることが増えてきた。やはりあそこに来ていることを周囲に知られるのは嫌なようで、薄暗くなった時間帯が多い。

［ふふっ。そうね］

　竜王陛下をお友達など、恐れ多い。

　けれど、そう言われて悪い気はしなかった。

　一時間ほど経っただろうか。いつものように探し物ゲームをしながら魔獣を遊ばせたミレイナは、そろそろ魔獣舎に戻ろうとした。

　そのとき、ミレイナは、ふと遠くが騒がしいことに気付いてそちらを見た。

　庭園を挟んで向こう側、王宮の付近で軍服を着込んだ男性達がひとりの女性を囲んでいるのが見える。女性は泣いているのか顔を覆っている。

「どうしたのかしら？」

　もしかして、女性があの男性達に嫌がらせでもされて泣かされているのだろうか。

　そうであれば見過ごすわけにはいかない。

　ミレイナは一旦魔獣達を魔獣舎に戻すと、すたすたとそちらへ近付く。

　まだ距離は百メートル以上あったが、耳を澄ませば彼らの会話が風に乗って微かに聞こえてきた。

「もう一度捜して！」

「めぼしい場所は捜しました。今場所を変えて捜していますから、お待ちください」

「いなくなってから半日経っているの。もしかしたら、アリスタ国の密猟者に撃たれたのかもしれないわ」

　その女性はそう言うと、さめざめと泣き出した。周囲にいる男性達がそれを慰めている。

（今、アリスタ国って言ったかしら？）

　ミレイナは思わぬところで故郷の名を聞き、さらにその女性に興味を持った。

　遠目に見ても豪華な黄色のドレスを着た二十代半ばくらいの、若い女性だ。

　プラチナに近い美しい金髪の上半分を結い上げ、残りは緩くカールさせて垂らしている。大きく開いたドレスから覗く白い肩は、小さく震えていた。

（何か事情がありそうだけど……）

　ミレイナはさらに近付き、周りにいる男性のひとりに見覚えがあることに気が付いた。

　艶やかな黒髪を後ろに流し、瞳は黒曜石のようだ。ジェラールと同じくやや冷たそうに見えるが、印象はだいぶ違う。

　あの人は、陛下の側近の――。

「ラルフ様、どうかされましたか？」

　ミレイナはその集団で、唯一面識のあるラルフに声をかけた。ラルフはハッとしたようにこちらを振り向く。

「ミレイナ。今日、どこかで小さな子供を見ませんでしたか？」

「子供？　見ていません」

「そうですか」

　ラルフはその瞳に失望の色を滲ませた。

　その表情を見て、ミレイナは自分が役に立てなかったことを悟りシュンとする。

「ねえ、あなた」

　突然腕を掴まれ、ミレイナは驚いた。泣きはらした目の女性がすがるような目でこちらを見つめている。

「さっきフェンリルを連れていたわよね？　お願い、うちの子を捜して。お兄様がいないから捜せないの」

「え？」

　突然のことに、ミレイナは困惑した。

　捜すと言われても誰を？

　それに、お兄様とは誰だろう？

　一向に話が見えないが、先ほどラルフに子供を見なかったかと聞かれたことから察するに、子供を捜しているようだということはなんとなく予想がついた。

　慌てた様子のラルフが横からその女性を止めるように腕を伸ばす。

「セシリア様、この者は軍人でも竜人でもありません。彼女にクレッグ様を捜せというのは酷でしょう」

「お黙りなさい、ラルフ。今は他に頼る人がいないのです」

　セシリアと呼ばれた女性はラルフをピシャリと叱ると、ミレイナの両手を握り直し、まっすぐに見つめてきた。その空を思わせる青色の瞳に、なぜか既視感を覚える。

「お願い。私の息子を捜して。今朝から行方不明なの。魔獣の森に行った形跡があるから、アリスタ国の密猟者に撃たれたのかもしれないわ」

「アリスタ国の密猟者に？」

　ミレイナは眉を寄せる。なぜアリスタ国の人間がラングール国まで密猟に来て、かつ竜人の子供を撃たねばならないのか。

「そうよ！　魔力を奪うためだわ」

　そう言うと、セシリアは再びさめざめと泣き出した。

　両手で顔を覆うセシリアの後頭部を見つめながら、ミレイナは状況を把握しようと頭に手を当てる。

「えーっと、お嬢様――」

「セシリアよ」

「セシリア様の息子さんが今朝から行方不明で、どうやら魔獣の森に入った形跡がある。だから、捜してほしいということですか？」

「そうよ。あなたはフェンリルを連れていたから、捜せるでしょう？」

　フェンリルを連れているから捜せるという理論には無理がある。

　確かにミレイナとフェンリル達とは時々探し物ゲームをして遊んでいるが、あくまでも遊びの延長であり、前世でいう警察犬のようにきちんと訓練しているわけではない。

　けれど、ミレイナはさめざめと泣くこの女性をなんとなく放っておくことができなかった。

「わかりました」

　ミレイナは頷く。

「捜せるかはわかりませんが、努力しましょう。――何か、息子さんの匂いが付いた小物はないですか？　洋服とか、帽子とか……」

「ハンカチでもいいかしら？」

「はい、十分です。少しだけお借りします。あと、息子さんの名前と見た目の特徴を――」

「名前はクレッグよ。今、三歳なの。見た目の特徴は――」

　ミレイナは一通りの話を聞くとセシリアからハンカチを受け取り、すぐに魔獣舎へと戻った。

［みんな！　もう一度ゲームしましょう！］

［え？　本当？　やるやる！］

　ミレイナのかけ声に、シェットがまず飛び出してきた。ラトも乗り気なのか、高い場所にある寝床から駆け下りてきた。

［今日はいつもとルールが違うわよ？　このハンカチの持ち主の男の子――クレッグ君を探すの。場所は、魔獣の森全体です］

［なんだか面白そう！］

　シェットとエミーユが叫ぶ。

［えー、そんなに広くて見つかるかなぁ？］

　イレーコは自信なさげに尻尾を下ろす。

［とにかく、行くわよ！］

　ミレイナはそう言うと、早速魔獣達を連れて魔獣の森へと向かったのだった。
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　そうして辿り着いた魔獣の森で、ミレイナは魔獣達の後をついて行く。

　三匹のフェンリルは時々立ち止まっては鼻をひくひくとさせ、ああでもないこうでもないと言いながら匂いを辿っていた。

［この辺りの匂いが強いような気がするわ］

［うん、そうだね。でも、ここで匂いが消えているよ］

　一時間ほどして三匹が立ち止まった場所は、魔獣の森をだいぶ奥深くまで進んだ場所だった。

　ミレイナは周囲を見渡す。周囲には鬱蒼と木々が生え、日の光はあまり当たらない。耳を澄ますと木々の葉が風に揺れる音、鳥たちの囀さえずり、それに混じるのは風を切るような羽ばたく音……。

「この音は……」

　ミレイナは頭上を見上げる。木々の葉の隙間から見える青空を、大きな竜が飛んでいるのが見えた。

「きっと、クレッグ君を捜しているのね」

　これだけ木が茂っていると、上空から地上にいる子供を見つけ出すことはかなり難しいだろう。逆を言えば、ミレイナ達から周囲を見渡すことも困難だ。

［どうにかして、周囲の状況を掴めないかしら？］

　ミレイナの呟きに、トコトコと後ろを付いてきていたラトがピンと耳を立てる。

［なら、私が木の上に行って周囲を見てきてあげる］

［本当？　ありがとう！］

　ラトはすぐにするすると木を登り始める。そして、あっという間にミレイナ達から見えないくらい上まで行ってしまった。

　待つこと数分、ラトはするすると器用に木を下りてくる。

［周囲には山と森しか見えないわね。ちょうど上にいた鳥さんに話を聞いたんだけど、それらしき竜人の子供が竜化してあっちのほうに飛んで行くのを見たって。飛ぶのが下手くそで、高度も低いし今にも落ちそうになりながら飛んでいたらしいわよ］

［本当？　あっちのほうって？］

［うーん。特に珍しい景色はなかったんだけど、崖が見えて、その上にドラゴンが何匹か群れているのが見えたわ］

［ドラゴンが……］

　ミレイナはじっと考える。もし、自分が捜している子供の立場だったとして、迷子になったとしたらどうするだろう？

［王宮は見えた？］

［見えなかったわ］

　自力で帰ろうと空からまずは王宮を探すのが普通だ。

　そして、もしそれが見えなかったら？

［もしかして……］

　普通であれば、誰か自分を保護して一緒に帰る道を探してくれるような大人を探すはずだ。そして、迷子になった子供は竜人。崖の上にいるというドラゴン達を竜人の大人だと思い込んでそちらに向かったのではないだろうか。

（ここで匂いが途絶えているのは、きっと空を飛んで行ったせいだわ）

　なんとかしてその崖のほうに行かなければ。ミレイナはキュッと唇を引き結ぶ。

［みんな、その崖のほうに行きましょう。ラト、案内して！］

［うん、任せて］

　ラトはトタトタと森の落ち葉の上を走り抜ける。

　ミレイナは息を切らせながら、その後ろを追いかけた。

［あそこの上だよ］

　ようやくラトが立ち止まり、こちらを振り返る。

　ミレイナはラトの向こう側、前方へと視線を向けた。ロッククライミングでもするような、切り立った高い崖が目の前に立ち塞がっている。その上には、ドラゴンが飛んでいるのが見えた。

［クレッグ君の匂いがするよ］

　エミーユの言葉に、ミレイナは［え、本当？］と聞き返す。

［うん、する］

［上のほうかな？］

　シェットとイレーコもエミーユの言葉に同意するようにそう訴え始める。

（崖の上にいるってこと？）

　ミレイナは崖を見上げて目を凝らし、耳を澄ます。

　周囲の音に交じり、微かに子供の泣き声が聞こえてきた。

（あっち？）

　少し左に目を向けると、崖の中腹に少し窪くぼんだ場所があり、声は確かにそこから聞こえてくる。高さにすると十メートルくらいあった。

「クレッグ君！」

　ミレイナは両手を筒型に合わせると口に当て、そこに向かって叫ぶ。すると、その穴からひょこりと小さな男の子が顔を出した。限りなく銀に近いプラチナブロンドの髪に青い瞳の、可愛らしい男の子だ。泣いていたせいで、顔は涙でぐっしょりと濡れている。

「助けて！　下りられないの」

　クレッグがミレイナに対して叫ぶ。

「ここで待っているから、竜になって下りておいで」

「無理だよ。怖いよ！　助けて！」

　自分で竜化してそこに行ったのだから同じように竜化すれば下りられるはずだが、クレッグは顔を歪ゆがませる。

（どうしよう。あんな高いところ、登れないわ）

　ミレイナが竜人であれば簡単に助けることができるのだろうが、それは無理だ。途方に暮れていると、遥か頭上からバサリと何かが飛んできた。

「ギャア」

　ミレイナは驚いてそちらを見る。それは、ドラゴンの子供だった。

［わぁ、ラドン！　久しぶりだなー］

［え？　ラドン？］

　シェットの言葉に、ミレイナは驚いた。今目の前に降り立った小さなドラゴンは赤茶色の鱗で足下が黒い。よくよく見れば、確かにラドンと特徴が一致する。

　恐らく「何をしているのか？」と聞いてきたラドンに対し、ミレイナは身振り手振りを交えて崖の中腹に竜人の子供が取り残されていることを説明する。

　するとラドンは首を傾げ、また空高く飛んで行ってしまった。

　そして、すぐに戻ってきたラドンは大きな成竜と一緒だった。以前に見たジェラールの姿に比べれば小さいが、それでもかなりの大きさだ。

　その成竜が崖の中腹で動きを止め、穴の中に顔を突っ込む。そして顔を出したときには、クレッグを口にくわえていた。ドスンと地上に降りると、クレッグをポンと地面に落とす。

［助けてくれたのね！　ありがとう！］

　ミレイナは呆然とするクレッグに駆け寄ると、その小さな体を抱きしめた。

　ラドンといた成竜は返事をするように「ギャッ」と鳴くと、すぐに上空へと飛び去って行く。ラドンもそれに続いたが、しばらく旋回するように上空を飛んでいた。

（もしかして、見送ってくれているのかしら？）

　ミレイナはラドンの姿を見上げ、目を細める。

［ラドン、助けてくれてありがとう］

　自分が助けた魔獣がすっかり元気になって無事に森の中で過ごしていることを、ミレイナはとても嬉しく思った。
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　この日、地方都市に視察に行っていたジェラールが王宮に戻ってきたのは日暮れ近くになった頃だった。

　王宮に降り立つと、それに気付いたラルフが慌てた様子で駆け寄ってきた。

　その表情はいつになく強こわ張ばったものだった。

「どうした？　忙せわしないな」

「クレッグ様が行方不明です」

「クレッグが？　何者かの仕業か？」

　ジェラールの表情が途端に険しいものへと変わる。

　クレッグは国内貴族の元へ嫁いだジェラールの妹の子供だ。まだ三歳で、ついこの間初めての竜化に成功したと喜んでいた。

「わかりません。魔獣の森に向かったとの情報があり、今、全力で捜索しております」

「すぐにゴーランを連れて捜しに行く」

　ジェラールは脱ぎかけた上着を再び羽織ると、舌打ちした。

　タイミングが悪いことこの上ない。

　最近アリスタ国と和平に向けた交渉をしており、今日もアリスタ国との国境沿いの地方都市ではそのことについての訴えが相次いだ。不法にラングール国側に入り込み、資源の盗掘をしていると。

　ラングール国は以前からこの状況を打開しようと交渉を進めている。しかし、こちらが竜王自ら出向くことを打診しているにもかかわらず先方は辺境の領主しか対応せず、話がなかなか進まない。

　再三にわたって「アリスタ国王を」と要求しているのだが、領主はこの件に関しては自分が任されていると言うばかりで暖簾のれんに腕押しだ。

　アリスタ国側が国境を破ってこちらの国に侵入し魔獣の密猟や魔法石の盗掘をしているというのは、もはやラングール国にとって疑いようがない事実だった。しかし、アリスタ国側はいくつもの証拠を突きつけても惚とぼけるばかりだ。

　そして、最も懸念すべきは本物のドラゴンに間違えられた竜人の子供がアリスタ国の密猟者に撃たれたり、連れ去られることだった。アリスタ国は密猟を認めないので、当然子供を傷つけたことも認めない。

「アリスタ国に連れ去られていなければいいのですが――」

　ラルフは青ざめた表情で、ジェラールの後を追いかけた。

「それと、実はミレイナもクレッグ様を捜しに行きました」

「ミレイナが？　なぜ彼女が？」

　ジェラールは更なる予想外の報告に、眉を寄せる。

「それが、セシリア様がフェンリルを連れているミレイナなら捜せるはずだと仰って聞かなかったもので……」

「ミレイナの連れているフェンリルはまだ子供だぞ？」

　ジェラールは嘆息すると「クレッグを見つけたら、ミレイナのことも捜してくる」と言った。そして、執務室でのんびりと昼寝していたゴーランに語りかける。

「ゴーラン。クレッグを捜してくれ」

　ゴーランは元々、赤ん坊だったときにジェラールが保護した野生のフェンリルだった。

　親を密猟で殺され、たった一匹だけ生き残っていたところを拾ったのだ。

　そして、それ以来ずっとジェラールの従獣として過ごして早六年になる。

　両親を人間に殺されたところを目の前で見たせいかほとんど人に懐かないのだが、ジェラールのことは信頼してくれている。

　そして、ジェラールもゴーランを絶対的に信用していた。

　ゴーランに捜してくれと言って捜せなかったものは、これまでにひとつしかない。

　ウサギのララだ。

　そして、ララを見つける代わりに見つけたミレイナに、ゴーランはよく懐いた。

　なんとも不思議な巡り合わせだ。

　ジェラールが差し出したクレッグの上着をゴーランはクンクンと嗅ぐ。そして、心得たとばかりに立ち上がり、軽快に歩き始めた。

「よし、行くぞ」

　ジェラールはすぐにその後を追いかけた。




　そうして入った魔獣の森で、ジェラールは思いもしない光景に出会った。

　ゴーランが急に足を速めたので急いで追いかけると、そこには魔獣達を連れたミレイナがいたのだ。背中にはクレッグをおんぶしている。

「え、え？　もしかして、ゴーラン？」

　背中に子供をおんぶしているせいで両手が塞がっているミレイナは、突然現れたゴーランにただただ驚いているようだった。

　周りではフェンリルの子供達が突然のゴーランの登場に尻尾を振って大喜びしている。

「あ！　伯父上だ！」

　ミレイナの背中で、クレッグが叫ぶ。そこで、ようやくミレイナはジェラールの姿に気付いたようだった。

「伯父上って……えっ！　ジェラール陛下！」

　こちらに気付いて目をまん丸にし慌てて頭を下げようとしたミレイナだが、背中にクレッグを負ぶっているせいでバランスを崩しかける。

　ジェラールは咄嗟にその体を支えようと手を伸ばした。その拍子に、目深に被っていたミレイナのケープが脱げかける。

「!?」

　ジェラールは我が目を疑った。

　今、ミレイナの頭にあるはずのないものが見えたのだ。

　ミレイナは慌てたように脱げかけたケープを被り直す。

（まさか……な……）

　ジェラールは恐る恐る、ミレイナを支えているのとは反対の手をミレイナの頭へと伸ばした。ぽすんとケープは頭の形に沿って潰れる。

「あの……、陛下？」

　ミレイナは硬直したまま、ジェラールを見上げている。

「支えてくださりありがとうございます。もう大丈夫です」

「あ、ああ」

　ジェラールは慌ててその体を腕から解放した。クレッグはストンとミレイナの背中から下りて、ジェラールの足に抱きついてきた。

「伯父上！」

「捜したぞ、クレッグ。無事でよかった。話は戻ってから聞こう」

　ジェラールはひょいとクレッグを抱き上げる。ミレイナのほうを見ると、何事もなかったようにケープを被ってこちらを見つめていた。

（気のせいか……）

　ミレイナの頭にウサギのような耳が見えた気がしたのだが、見間違えのようだ。

　そもそも、そんなものが生えた人間など見たことがないし、以前ケープを被っていない姿を見たときにもそんなものはなかった。

「歩けるか？」

「はい。大丈夫です」

　ジェラールの問いかけに、ミレイナはしっかりと頷く。

（疲れがたまっているんだな……）

　ジェラールは小さく首を振ると、クレッグを抱いたまま王宮へと歩き出す。ミレイナはしっかりとした足取りで隣を付いてきた。

「よくクレッグを見つけられたな？」

「はい。この子達が手伝ってくれました」

　ミレイナは笑顔で、周りにいる魔獣達を指さす。

「まだ子供なのに、驚いた」

「この子達は確かに子供ですが、とても優秀なんです。きっと将来は、ゴーランみたいに竜人の皆さんの片腕として活躍してくれます」

「そうだな」

　ジェラールは頷くと、ミレイナを見つめ、目を細める。

「何にせよ、ふたりとも無事でよかった。クレッグを見つけ次第、お前のことも捜しに行くつもりだった」

　ミレイナはジェラールを見つめたまま、目を瞬かせた。

（もしかして、クレッグ様だけじゃなくて、私のことも心配してくれていたのかな？）

　何気ない一言が、ミレイナにはとても嬉しく感じられた。
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　王宮ではセシリアが、今か今かとクレッグの帰りを待っていた。

　ジェラールがクレッグを抱いて戻ってきたとき、セシリアはクレッグの名前を呼びながら駆け寄ってきた。近くにいたラルフも足早にこちらにやってくる。

「クレッグ！」

「お母様！」

　クレッグも母親に気付いたようで、ジェラールの腕から降りるとタタタと走ってそちらに駆け寄る。セシリアは数時間ぶりに再会した我が子をぎゅうっと抱きしめた。

「どこに行っていたの。心配したのよ」

　セシリアの泣きそうな声に、クレッグは眉尻を下げる。

「ごめんなさい、お母様。上手に飛べるから大丈夫だと思ったんだ」

「お母様よりも、見つけてくださった陛下にお礼を」

　セシリアに促されてクレッグが振り返ったとき、ジェラールは首を横に振った。

「俺ではなく、ミレイナに礼を。クレッグを見つけたのはミレイナだ」

「うん、そうだよ。あのお姉さんが助けにきた」

　クレッグもそれに同意する。

「まあ、ミレイナさんが？」

　セシリアはミレイナにクレッグを捜してくれとお願いしたものの、本当に捜し出してくれるとは思っていなかったようだ。驚いたようにミレイナを見つめる。

　ミレイナは少し気恥ずかしく感じて身じろぐと、後ろを振り返った。

「私と言うより、あの子達が頑張って捜してくれました」

　その場にいた全員がミレイナの連れていた魔獣達に注目する。そこには三匹の子供のフェンリルと、一匹の子供のラタトスクがいる。

「この三匹はゴーランと同じフェンリルだから、探す能力が長たけているのですね」

　ラルフがふむと頷く。

「ラトも手伝ってくれました」

　ミレイナはすかさず補足した。ラトが木に登って周囲を見てくれなかったら、クレッグを捜し出すことはできなかった。

「あと、ドラゴンが僕を運んでくれたよ。パクって」

　クレッグが興奮気味に説明すると、さすがにその場にいた全員が驚いていた。

　しかし、ミレイナが助けてくれたドラゴンが以前魔獣舎にいたドラゴンとその親だったことを告げると、ジェラールは納得したようだ。

「ドラゴンは愛情深い上に、義理堅い。恐らく、子供のドラゴンを助けてもらった恩を忘れずにいて、今度はお前が困っているのを見て助けてくれたのだろう。どちらにしても助かった。礼を言う」

「いえ、私は何も……」

　ジェラールにお礼を言われ、ミレイナは照れを隠すように両手を振る。

「褒美は何がほしい？」

「褒美？」

「ああ、そうだ。クレッグを助けた褒美に何がほしい？」

　褒美などもらえると思っていなかったので、ミレイナは戸惑った。

　こういうときは何をお願いすればいいのかと考えるけれど、ちっとも思い浮かばない。

　そのとき、ふとジェラールの足下に座るゴーランの姿が目に入った。もふもふの毛並みに、金色のチェーンとペンダントからなる首飾りが光っているのが見える。

（そうだわ！）

　ミレイナはいいことを思いついてぱっと表情を明るくした。

「この子達に、首飾りがほしいです。ゴーランが付けているようなお洒落なものを」

「魔獣達に？　お前は何か望むものはないのか？」

　ジェラールに怪訝な表情をされて、ミレイナはむうっと考え込む。改めてそう聞かれると、なかなかほしいものが思いつかない。

（あ、そういえば！）

「陛下の食べているのと同じ人参がほしいです。ラングール人参！」

　ジェラールがララに与えていたラングール人参は、元々美味なラングール人参の中でも抜きん出て絶品だった。

　ミレイナは人間の姿で働き始めてから何度か賄いごはんに入っていたラングール人参を食べた。しかし、あれほどの味のものには未だかつて出会えていない。きっと、国中のラングール人参の中でも特に上質なものを使っているに違いない。

「……ラングール人参だと？」

「はい！」

　予想外の品に、その場に居た一同が唖あ然ぜんとしてミレイナを見返す。

「それをどうするんだ？」

「どうするって、もちろん食べますけど？」

「…………。好物なのか？」

「大・大・大好きです！」

　力強く頷いたミレイナをジェラールは呆気にとられたように見つめていたが、耐えきれない様子で肩を揺らして笑い出した。続いて、ラルフ、セシリアまでもが楽しげに笑い出す。

「あの……？」

　ミレイナはもしかしておかしなことを言ってしまったのだろうかと、不安になって皆を見返す。ジェラールは未だにくくっと笑っていたが、顔を上げてミレイナを見つめた。

「わかった。所望のものは早急に用意して届けよう」

　その眼差しがとても優しい気がして、ミレイナは急激に頬が赤らむのを感じた。
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　執務室に戻ったジェラールは、ドサリとソファーに腰を下ろした。

　朝からアリスタ国との国境沿いの地方都市に行き、戻ってきたと思ったらすぐにクレッグを捜しに出かけたので今の今までずっと気を張ったままだった。

　すぐにドアをノックする音がして、侍女役のメイドが飲み物と軽食を運んでくる。時々見かける娘だ。

「陛下、どうぞ」

「ああ、ご苦労」

　いつまで経っても出ていこうとしないメイドを不審に思ったジェラールが視線を向けると、メイドは何か言いたげにこちらを見つめている。

「何か用か？」

「今度の舞踏会、わたくしも参加するのです」

「それはご苦労なことだ」

　ジェラールは素っ気なく答える。

　メイドはそれ以上ジェラールが話す気がなさそうだと悟ると、ぺこりとお辞儀をして部屋を辞した。

（あのメイドは、そろそろ交代だな……）

　今度の舞踏会とは、結婚しないジェラールを心配したラルフが勝手に企画した会だ。

　ラングール国内の未婚の貴族令嬢がほぼ満遍なく呼ばれている。

「仕方がないとはいえ、面倒なことだ」

　ジェラールは忌々しげに舌打ちする。

　竜王という立場上、いつかは伴侶、そして世継ぎを持つ必要があることはわかっている。そして、自分がいつまでも伴侶を決めなければ、あらぬ憶測を呼んだり、反逆勢力がそれをネタに活性化することも。

　ただ、ここ数年の度重なる色仕掛けにはもううんざりだ。

　ジェラールに言い寄ったメイドが次々に交代になってからはあからさまなものはなくなったが、未だに熱のこもった眼差しを向けてくる者が後を絶たない。

　しかも、なぜか自分付きの侍女役は有力な妃候補とされているらしいからたちが悪い。きっと、ジェラールの母親が元々父である前竜王の侍女役を務める貴族令嬢だったからそういう噂が立ったのだろうが、完全な間違いだ。

　ドアをノックする音がして入室を許可すると、ラルフが入ってきた。ラルフはジェラールの不機嫌な気配を感じ取ったのか、こちらを観察するような目を向ける。

「どうかされましたか？」

「もうすぐお前の開催する舞踏会があるだろう。メイド達が色めき立っている」

「陛下の周辺にいるメイドは全員が貴族出身ですからね。招待しています」

「煩わしいこと、この上ない」

　しかし、ラルフが嫌がらせでこのような舞踏会を開催するわけではないことは、よく理解している。

　ジェラールは、はあっとため息を吐く。

「以前も申し上げましたが、私は陛下が共にありたいと思われたお方を娶めとるのが一番だと思っております。ラングール国の歴史を見れば、貴族以外の伴侶もおりました」

「貴族以外？」

　怪訝な顔をするジェラールを見つめたまま、ラルフは困ったような顔をする。

　ふと、魔獣の保護施設に行くたびに屈託ない笑顔を浮かべて「陛下！」と自分を呼ぶミレイナの顔が浮かぶ。

（なぜミレイナの顔が）

　ジェラールは慌てて首を振った。

　心配そうにゴーランが寄ってきてペロリとジェラールの手を舐める。頭を撫でてやると、気持ちよさそうに目を閉じた。

　――動物や魔獣と触れあうと、気持ちが和みます。いつでも遊びにいらしてくださいね。

　――この子達が陛下に懐くのは、陛下がお優しいと知っているからですわ。

　またミレイナに言われた台詞が脳裏に甦る。もふもふが好きだと知られるのは竜王としての威厳が削そがれる気がしてなんとなく周りには秘密にしている。

　けれど、ミレイナは恐らくそれに気付いていて、しかも嬉しそうだった。

「ああ、そういえばゴーランの付けている首飾りは手配中です。それにしても、褒美に人参がほしいとは、ミレイナは変わったリクエストをしましたね。てっきり、宝石やドレスがほしいと言うかと思っておりました」

「ああ、そうだな」

　ジェラールも、てっきり宝石やドレスがほしいと言われると思っていた。しかし、ミレイナが所望したのは魔獣の首飾りとラングール人参。どちらも予想外だ。

（ラングール人参が好きとは、まるでララのようだな）

　美味しそうにラングール人参を頬張っていたララのことが思い出されて、ジェラールは人知れず表情を緩める。そして、今日一瞬だけ見たあの光景がまた脳裏に甦った。

　ミレイナの側頭部のあたり、黄金色の髪の毛の合間から、ぴょっこりとうさぎのような耳が垂れ下がっていた。

（ララが人間に変身しているとでも？）

　ジェラールは自分の頭に浮かんだおかしな考えを否定するように、首を振る。そんなばかなことが、あり得るはずがない。

　けれど――。

　あの日、ゴーランにララを捜させたら結果的にミレイナが見つかった。その後も何度か試したが、最終的に辿り着くのは必ずミレイナがいる場所だった。

（これは本当に偶然か？）

　ジェラールはまた浮かんできたおかしな想像が頭を離れず、額に手を当てた。

「…………。ラルフ、調べてほしいことがある」

「なんなりと」

　ラルフはジェラールの要望を聞くと、すぐに調べますと言って部屋を出た。

　執務室に残ったジェラールは机に置かれたガラスケースを見つめる。中には、先日ミレイナにもらったナツメヤシの残りが入っている。

　――陛下はナツメヤシがお好きでしょう？

　そう言って渡されたとき、確かな違和感を覚えた。

（なぜ、これが俺の好物だと知っていたんだ？）

　ナツメヤシが好きだと誰かに打ち明けたことはない。だが、ララの前ではこれをよく食べていた気がする。

　あまりにも重なりすぎた偶然に、ジェラールは深い思考に沈み込んだ。
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　魔獣達の食事の準備をしていると、にわかに外が騒がしくなった。

　ミレイナは作業している手を止めて、ひょこりと外の様子を見る。案の定、そこにはクレッグとゴーランを連れたジェラールがいた。

「ミレイナ！」

　クレッグが顔を出したミレイナを見つけて、顔を明るく紅潮させる。

「いらっしゃいませ、クレッグ様。ジェラール陛下」

　ミレイナは笑顔でぺこりとお辞儀をする。

　クレッグはミレイナの返事が終わる前に魔獣達のほうへ走り寄って行った。その後ろから、ジェラールが入ってくる。

「ああ、ご苦労」

　ジェラールが小さく答える。

　素っ気ない返事だが、無視せずにしっかりと返してくれるのだから律儀なものだ。

　クレッグは足下に寄ってくる魔獣達を一通り撫でてから、ミレイナのほうに走り寄ってきた。

「ミレイナ、何をしていたの？」

「食事の準備です。クレッグ様もされますか？」

「うん、する！」

　クレッグが嬉しそうに返事する。ミレイナは隣にいたジェラールにも目を向けた。

「陛下もなさいますか？」

「ああ、やろうかな……」

　そう言って頷いたジェラールを見て、ミレイナは相好を崩した。

　クレッグを捜し出した一件以降、ジェラールはクレッグを伴って以前よりさらに頻繁に魔獣舎を訪れるようになった。

　忙しい身なので時間は短いことが多いが、そういうとき、ジェラールはクレッグと共に積極的にミレイナの手伝いをしてくれる。

　最初は竜王陛下にこんなことをさせるわけにはいかないと頑なに断っていたミレイナだが、何回か繰り返すにつれてジェラールは本当に自分の意志でやりたいのだと悟った。

　餌やりを頼んだときなど魔獣達が食べる姿を飽きることなく眺めており、嬉しそうだ。本当に動物――正確に言うと魔獣だが――が好きなのだとわかる。

　ちなみに、リンダは初めて魔獣舎でジェラール達に遭遇したとき、驚きすぎて腰を抜かしていた。

　ミレイナはジェラールを窺い見る。

　ジェラールは、今日も飽きることなく魔獣達のことを見つめていた。

「よく食べていますね。きっと、クレッグ様や陛下からごはんをもらったのが嬉しかったんですね」

　ジェラールは少しだけ口の端を上げる。

　そして、少し考えるように宙に視線を彷徨わせた。

「ララも肉を食べるかな？」

「ウサギは肉を食べません。好物は野菜です」

「ラングール人参とか？」

「そうですね。きっと、今頃どこかで食べています」

　先日、クレッグを助けた褒美としてミレイナはラングール人参を五本ももらった。さらに、「もっとほしかったらいくらでもやる」というありがたい言葉まで！　毎日おやつにつまんでいる。

　ミレイナが笑顔で頷くと、ジェラールはこちらを見つめる目を細める。

　その優しい眼差しに、ミレイナは戸惑って視線を逸らせた。

（この人は、私がララですって伝えたらどんな反応を示すのかしら？）

　そんなことを考えて、ミレイナは慌ててその考えを頭から追い出した。

　最近、ジェラールが未だにララのことを気にしてくれていることに対して、嬉しい反面申し訳ない気持ちが強くなっている。

　獣人は元々、アリスタ国の奴隷階級だった。〝半分動物の気味が悪い民族〟というのが獣人に対する世間の評価だ。だからこそ、ミレイナも親しい人以外には自身が獣人であることを隠して生きている。

（言えるわけがないわよね……）

　でも――。

　ただ、一度でいいからあのときのような優しい眼差しで「ミレイナ」と本当の名前を呼んでくれたなら。

　そんなことを思ってしまい、ミレイナは小さく首を振る。

「ミレイナ、遊ぼう！」

「あ、はーい」

　クレッグのかけ声に、ミレイナは慌てて立ち上がって笑顔を見せる。

　色々と考えすぎて、遠くから自分のことを忌々しげに見ている視線があることには気が付かなかった。
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　獣人は人と動物の中間に位置する亜人である。

　世界各地で存在が確認されているものの、ラングール国の周辺ではアリスタ国のごく限られた地域に暮らしているのみだ。

　種類は多岐にわたり、熊、犬、猫、ライオン、ウサギなどが確認されているが、いずれも残存する数は少ない。

　動物との境界が曖昧であるため長らくアリスタ国では動物の一種として奴隷として扱われてきたが、数十年前に奴隷制度が撤廃されたのに合わせて獣人を奴隷とすることも禁止された。

　しかしながら、現在も根強い差別が残っており、その存在を隠すようにひっそりと暮らしている――。






　ジェラールは昨日届いたばかりの調査報告書に改めて目を通しながら、ブランデーのグラスを傾ける。グラスの中で氷がぶつかり、カランと高い音を鳴らした。

「ご説明に伺うのが遅れて申し訳ありません。動物に変化できるとは驚きです」

　調査に当たったラルフは、こんな人種がいるなんてと驚きが隠せないようだ。

「まあ、俺達が竜に変化できるのと同じだろう」

　ジェラールはさほど驚くこともなく、その事実を受け止めた。

「半分獣の姿を取ることもできるんだな」

「ああ、それならここに書いてあります。半分獣化すると、獣のときの能力が高まるらしいですよ。例えば熊獣人なら力が強くなるとか」

「なるほどな」

　ジェラールは頷く。

　そして、ウサギならどんな能力だろうかと考える。ジャンプ力が増すとかだろうか？

　ミレイナと関わるごとに深まる違和感を払拭するために、ジェラールはラルフに動物に変化できる人間がいるかを調査させた。

　本気でいるとは思っておらず、気休めに調べさせたつもりだった。しかし、結果をして届けられた調査報告書に書かれていた内容は予想を裏切るものだった。




　――動物に変化できる人間はいる。




　調査報告書にはそう書かれていたのだ。

　初めてミレイナに森の中で出会ったとき、ジェラールはララを捜していた。

　ララを追っていたはずのゴーランがまっすぐにミレイナの元に向かったこと。

　ほとんど触れていないはずのミレイナから、ジェラールの強い気配を感じるとラルフが言ったこと。

　ジェラールの好物が乾燥させたナツメヤシであることを知っていたこと。

　ララは無事だと自信満々に言い切り、ジェラールを励ましてきたこと。

　それらのすべての事実はミレイナがララだということを示唆している。さらに、ミレイナは気付いていないが、彼女は決定的なミスをふたつ犯した。

　ひとつは、クレッグを捜しに行くときに半獣の姿でいたこと。

　フードを被っていたのでジェラールが気付かないだろうと油断していたのだろうが、バランスを崩して助けようと手を伸ばしたとき、一瞬だけミレイナの側頭部にウサギのような耳があるのを確かに見た。

　そのことに気付いて焦ったのか、すぐに耳を消していたが、あの姿はジェラールの脳裏にしっかりと焼き付いた。

　そしてもうひとつは、今日の昼だ。

　魔獣舎を訪れたジェラールが「ララも肉を食べるかな？」と聞くと、ミレイナは戸惑うことなく「ウサギだから食べない」と言った。

　しかし、ジェラールは一度たりともいなくなったウサギの名前が『ララ』であるとミレイナに伝えたことはない。

　ジェラールはもう一度調査報告書の文字を目で追う。

　ミレイナがララであることはもはや疑いようがない。

　思った以上に近くにいたことに、そして元気でいたことに、自然と笑みが漏れる。

「しかし、なぜ急にこんなことを調べようと思ったのですか？　奴隷が必要なんですか？」

　ラルフが解せない様子で、ジェラールへと視線を向ける。

「奴隷は必要ない。興味があっただけだ」

　ジェラールは持っていたグラスをローテーブルに置くと、片手を振る。

　そう、興味があった。

　彼女のことをもっと知りたい。

　こんなに異性に興味を持ったのは、生まれて初めてだ。




◇　◇　◇




　それは迷子になったクレッグを捜し出してから少し経ったある日のことだった。

「えーっと、私？」

　仕事を終えたミレイナは、ラルフが直々に届けにきた手紙を見て戸惑った。

　ジェラールからだというその手紙を開くと、中には一通の便箋が入っており、そこには一言だけこう書いてあった。

　――勤務終了後、執務室に来るように。

（なんで？）

　ミレイナは戸惑った。呼ばれる理由が全く思い当たらない。

　ジェラールはここ最近、一日と置かずに魔獣舎を訪ねてくる。用事があるならば、そのときに言えばいいのに。

「陛下はいったい何のご用で？」

「着いてからのお楽しみということにしましょうか」

　ラルフは意味ありげな含み笑いを浮かべる。

　何の情報も得られず、ミレイナは眉尻を下げる。けれど、ラルフのこの様子から判断するに、悪いことではないはずだ。

　断ることなどできるはずもないので、ミレイナはその日の仕事終わりにジェラールの執務室へと向かう。

　いつかの夜に寒空の下で待ち伏せしていた皇宮区の入口には衛兵が立っていた。ミレイナが名前を告げると、すんなりと通してもらえた。事前に話が通っていたのだろう。

「ミレイナです」

　ジェラールの執務室の入口に立ち、ドアをノックする。すぐに、「入れ」と低い声がした。

「お邪魔します」

　ミレイナはおずおずと執務室のドアを開ける。

　ミレイナに気付いたゴーランがすかさず尻尾を振りながら寄ってきた。ミレイナはゴーランの首周りをもしゃもしゃと撫でてから、ジェラールの元へと歩み寄る。

　ジェラールはソファーに座り、ゆったりと足を組みながら、ミレイナの様子を眺めていた。

「そこに座れ」

　ソファーを指さされ、ミレイナはそこにちょこんと座る。

　ジェラールがふわりと手を上げるとどこかからリーンと鈴が鳴る音がした。魔法でメイドを呼んだのだ。

「お待たせしました」

　ほとんど待つこともなく、侍女役のメイドがトレーを押してやってきた。

（あ、あの人……）

　そのメイド――マリベルはミレイナの姿を見て一瞬だけ眉を寄せる。

　けれど、その表情はすぐにすまし顔へと戻った。

　押しているトレーには色とりどりのスイーツが載っている。テーブルに用意されたそれのひとつを、マリベルよりも先にジェラールがひょいっと取る。

　ジェラールはミレイナに持っていた皿を差し出した。

「食べろ」

　ミレイナは驚いた。竜王陛下にこんなことをさせるなんて、不敬極まりない。

　横に立っていたマリベルも驚いた様子でこちらを凝視している。

「じ、自分でできますっ」

「もう用意してしまった。先日の褒美の一環だ。食べろ」

「褒美の一環？」

　ミレイナは自分の前に置かれた皿を見る。

　繊細な絵付けがされ、周囲に金塗りが施された美しい皿の上には、一切れのケーキが載っていた。

　褒美の一環と言われてしまうと断る理由もない。

　再度食べるように促され、ミレイナはフォークでそれをカットすると恐る恐るそれを口に入れた。

「んんっ！　お、美味しい!!」

　ミレイナは思わず口に手を当てた。

　なんだこのケーキは！　しっとりとしていながら、舌に載せるとふんわりと柔らかい。噛むと、独特の甘さが口の中に広がる。これは、もしかして――。

「キャロットケーキですか？」

「そうだ。ラングール人参が好きと聞いて、作らせた。気に入ったか？」

「はい！　すごく美味しいです！」

　ミレイナは目を輝かせてコクコクと頷く。

「こっちのクッキーも人参を入れてあるんだ」

「え、本当に？」

　もぐもぐと口を動かしながら目をキラキラさせるミレイナを、ジェラールは一見すると無表情に眺めている。

　しかし、よく見るとほんの少し口角が上がっており、普段は鋭い目元が柔らかだ。

（なんか、嬉しそう……？）

　ララに餌やりをするとき、ジェラールはよくこんな表情をしていた。期せずして当時のことを思い出して、頬が紅潮してしまう。

　ジェラールが紅茶を飲み干すと、隅に控えていたマリベルがカップに紅茶を足す。ジェラールはマリベルに「もう下がってよい」と命じた。

　今日も去り際にジェラールから見えない角度で憎々しげに睨にらまれ、ミレイナは苦笑する。

（きっと、明日あたり色々と言われちゃうんだろうなー）

　考えるだけでも憂鬱になる。

　まあ、気にしなければいいだけなのだけど。

　ジェラールはそんなミレイナの苦笑いに気付くことなく、さっと立ち上がった。

「今日は、これを渡そうと思ってな」

　ジェラールはサイドボードの引き出しから何かを取り出した。差し出された手の上には、太さの違う金チェーンが数本載っている。

「あ。これはもしかして、先日の褒美の品としてお願いしたものですか？」

　ミレイナはそれを見てすぐにピンときた。太い金のチェーンの中央にドラゴンの紋章が刻印されたペンダントのついた首飾り。今、ゴーランが首からぶら下げているものと一緒だ。

「ありがとうございます。あの子達も喜びます」

　ミレイナはそれを受け取り、顔を綻ばせた。

　保護施設にいる四匹の魔獣達は、唯一触れあう機会がある成獣の魔獣であるゴーランに憧れている部分がある。同じ首飾りをつけてやったら、さぞかし喜ぶことだろう。

「あの魔獣達だが、俺の側近達にそれぞれ従獣として授けようと思う。今回のようなことがあったときに、ゴーランがいないと捜せないのでは都合が悪いからな」

「本当ですか？　それはいい考えです。あの子達はゴーランに憧れていますから、喜びます。ラトも木登りが上手で、きっと役に立つと思います」

　ミレイナは笑顔で頷く。

　まだ保護して間もなく親元に帰してやることが可能な場合や、大人の魔獣の場合は元の場所に帰してやることができる。

　けれど、シェットを始めとするあの四匹の魔獣達は赤ん坊の頃に親を亡くして保護されており、自然の中で生きる術を知らない。最後まで面倒を見てやるほうがいい。

　嬉しそうににこにことするミレイナを見つめ、ジェラールは目元を和らげた。










八．ミレイナ、魔獣係を解雇される




　翌日、金の首飾りを持って行くと案の定、魔獣達は大喜びだった。

［ミレイナー！　見て、かっこいいでしょ？］

　食事の準備をしていると、走り寄ってきたエミーユが得意げに頭を上げて金の首飾りを見せつけてきた。

［ええ、とっても素敵ね！］

　ミレイナがにこりと微笑むと、エミーユは嬉しそうに尻尾をブンブンと振ってまた外の遊び場へと遊びにいく。今朝から何回も聞きにくるのだから、嬉しくてたまらないようだ。

（それにしても、今日は賑やかだなぁ）

　ミレイナは魔獣舎から外を眺める。

　今日は、王宮の中はいつになく賑わっていた。ミレイナがいる魔獣舎からも、庭園の向こうで華やかに着飾ったたくさんの女性達が歓談しているのが見える。

「ジェラール陛下と踊れるかしら？」

「ああ、楽しみだわ。少しでもお話しできればいいけれど」

　耳を澄ますと、彼女達の会話が微かに聞こえてきた。

　今日、王宮では大規模な舞踏会が開催されるという。リンダによると、国内の独身貴族令嬢のほとんどが招待されているらしい。

（舞踏会って、どんな感じなのかなぁ……）

　ミレイナが想像する舞踏会は、華やかな衣装で着飾った男女が手を取り合ってダンスを踊り、恋が生まれる場所だ。

　小さな頃は絵本で、大人になってからはロマンス小説での描写を見たことがある。それに、前世では映画でも見た。中近世ヨーロッパを思わせる、おとぎ話の世界。

　少し羨ましく思ってそちらを眺めていると、すぐ近くから「ミレイナ！」と声をかけられてミレイナはハッとした。声のほうを向くと、メイド服姿のリンダが柵の向こうから手を振っている。

「リンダ。どうしたの？　今日は魔獣係をする日じゃないわよね？」

「なんか、メイド長がミレイナを呼んでいるわよ」

「え？　何かしら？」

　ミレイナは首を傾げる。

「さあ？　その間、仕事代わってあげるから行ってきなよ」

　リンダは用事の内容までは知らないようで、肘を折って両手を空に向ける。ミレイナは、呼ばれる心当たりがなくて戸惑った。

「すぐに行くわ。伝言ありがとう」

　ミレイナはリンダにお礼を言うと、すぐにメイド長の部屋へと向かった。




「失礼します。ミレイナです」

　ミレイナはメイド長の部屋へと向かうと、ノックをしてから入室する。何かの書面を眺めていたメイド長は、ミレイナが入ってくるとゆっくりと顔を上げた。

「急に呼び出して悪かったわね」

「いいえ。大丈夫です」

　ミレイナは謝罪するメイド長に首を振ってみせる。

「あなたの働きぶりは私の耳にも入っています。魔獣達は最近、人を威嚇することもなくなったそうね。先日は、クレッグ様を見つけ出したとか」

「はい」

　魔獣達を褒められて嬉しくなったミレイナは、はにかんだ笑顔で頷いた。メイド長はそんなミレイナを見つめ、両手を机の上で組んだ。

「そこであなたに提案するわ。明日から、行ぎょう政せい区くの侍女役に任命します」

「え？」

　ミレイナは、言われたことが理解できず、メイド長を見返した。

「私、何か不手際をしましたでしょうか？」

「配置換えよ。今日で魔獣係はお終しまいで、明日からは行政区の侍女役。悪い話じゃないわ」

　メイド長は静かに答える。

　メイドには役務によって暗黙の了解の上下関係がある。

　一番上がジェラールを始めとする国王やその側近がいる皇宮区の侍女役で、その役務に当たるのは全員が貴族令嬢だ。メイド達の中でも憧れの立場といえる。

　一方、一番下が清掃係で、全員平民出身者で構成されている。そして、魔獣係はさらにその下、誰もやりたがらない外れの仕事とされてきた。

　今メイド長から提案された行政区の侍女役は、王宮の外郭にある各種行政機関でお茶汲みや雑用をする仕事であり、貴族令嬢もいれば平民出身者もいる。

　ただ、清掃係のように汚れることはないし、エリートの文官と知り合える機会が多い。魔獣係よりは遥かに人気がある職場であることは確かだ。

「せっかくのお話ですが、私は今の職場が気に入っております」

　ミレイナは首を横に振る。

　メイド長はそれを聞くと、はあっと息を吐いた。

「実はね、あなたが魔獣の世話に便乗して、陛下やクレッグ様、それに陛下の側近の方々に取り入っていると苦情が出ているの。それに、以前には無関係の下男に魔獣係の手伝いをさせていたとか」

「そんな……。私、そんなことしていません」

　ミレイナは聞き間違いかと思い、呆然とメイド長を見返す。

　確かに、最近ジェラールやクレッグが魔獣舎に来ることが格段に増えた。

　それに、四匹の魔獣達が竜人の従獣となることが決まったため、ジェラールの側近達が訪れることもあった。けれど、会話は楽しんでいても、取り入っているだなんて全くの誤解だ。

　下男と聞いてミレイナはすぐにそれがケープを被ったジェラールのことだと悟った。しかし、それを打ち明けることはできないし、打ち明けたところで信じてはもらえないだろう。

「私もそう思うわ。けれど、相手が悪いのよ」

　メイド長は小さく首を振ると、ミレイナから目を逸らせた。その態度から、誰かしら地位か権力のある人が裏で動いていると感じた。

「あなたの働きぶりは私も高く評価しているの。わかってちょうだい」

　メイド長に諭すように語りかけられ、ミレイナは途方に暮れた。

　それはつまり、この異動を受け入れないのならば、その苦情に対して対処しきれないのでメイドはくびだと言っているのだ。

　きっとメイド長なりに気を利かせ、穏便にことを済ませるためにこのような人事にしたのだろう。

「…………。かしこまりました」

　それ以外に、答えようがない。

　ミレイナは悔しさから顔を俯かせ、唇を噛んだ。




◇　◇　◇




　魔獣舎に戻ると、リンダが魔獣の相手をしていた。ミレイナが戻ってきたことに気付くと、笑顔を向ける。

「お帰り、ミレイナ。何の用事だったの？」

「行政区の侍女役になれって」

「えー！　すごいじゃない！」

　リンダはぱあっと表情を明るくする。

　ミレイナはそれを見て、きっとこれが普通の反応なのだろうなと思った。無理に笑おうとするけれど、笑顔が引きつってしまった。

　リンダはそれを、敏感に感じ取ったようだ。

「ミレイナ、もしかして嫌なの？」

「うーん、そういうわけじゃないんだけど……」

　言葉に詰まってしまい、ミレイナは俯いた。

「わかった。この子達が心配なんでしょ？　大丈夫、私がちゃんと世話するから。それに、ミレイナが抜けたら誰か別の人が魔獣係になるはずだから、一緒に頑張るよ。ミレイナはたまに遊びにきて」

「……うん、ありがとう」

　これ以上、心配させるわけにはいかないと、ミレイナは無理やりに笑顔を作って見せる。

　リンダはホッとしたように微笑むと「よしっ！」と立ち上がった。

「今日は舞踏会だよ。そろそろ参加者がみんなダンスホールに集まっているはずだから、こっそり見に行こうよ」

「え？　行けるの？」

　ミレイナは驚いて聞き返す。

「中に交じるのは無理だよ。でも、庭園からこっそり眺めるくらいなら大丈夫。私がとっておきの場所を教えてあげるから行こ」

「うん」

　リンダはミレイナの手を引いて歩き出す。

　そうして辿り着いたのは、王宮の庭園にある大きな木の上だった。幹が横にせり出しているので、高い位置に座って眺めるのにちょうどいい。

「わあ、すごい……！」

　ミレイナはその木の上から見える光景に、感嘆の声を上げた。

　既に辺りは夜の帳とばりが下り始め、シャンデリアの光に明るく照らされたダンスホールは外からよく見えた。

　大きな部屋の白い柱は上下に飾りの彫刻が施され、壁には何かの壁画が描かれているように見える。高い天井からは大きなシャンデリアがぶら下がり、虹色の光を放っていた。

　風に乗って、微かに漏れるオーケストラの演奏が聞こえてくる。

「あ、あれジェラール陛下じゃない？　ほら、右の奥。赤いマントをしているわ。やっぱり素敵ね」

　リンダが興奮したように声を上げて指をさす。ミレイナは視線だけを右側に移動させる。

　そこには、確かに赤いマントを身につけた長身の男性がいた。シャンデリアの光を浴びて青みがかった銀色の髪が、煌めいている。

「本当だわ」

　ミレイナはジェラールの姿を見つけて、笑みをこぼす。

　けれど、その笑顔はすぐに消えた。

　ジェラールの周りには、多くの女性が集まって笑顔を見せていた。ジェラールの表情はここからではよく見えないが、その女性達の話し相手をしているように見える。

　その中には、時々ジェラールの執務室で見かけるメイド――マリベルの姿もあった。

　今日はメイド服ではなく豪華なドレスを着ており、愛らしい笑みをジェラールに向けている。

（みんな、綺麗だな……）

　ミレイナは自分の姿を見下ろした。

　魔獣係として一日作業していたせいで、赤茶色のケープと黒いワンピースはところどころが泥で汚れている。さらに、木に登るときに付いたのか、至る所に木くずのような細かい汚れが散らばっていた。

　あの華やかな美女達とのあまりの違いに、急激に恥ずかしくなる。

「あれ、マリベル様かしら。あの方、私はあまり好きじゃないけど、やっぱりお綺麗よね。今回の最有力はマリベル様かなぁ。ジェラール陛下の侍女役をずっとされているし」

「最有力って？」

「マリベル様ってジェラール陛下付きの侍女でしょ？　ジェラール陛下付きになれる貴族令嬢は陛下の花嫁候補なんだよ」

「そうなの？」

　初めて知る事実に、ミレイナは呆然としてリンダを見返す。

「え？　ミレイナ、知らなかったの？　今回の舞踏会はジェラール陛下の花嫁選びを兼ねているんだよ。でもね、ジェラール陛下以外にもたくさん、有力貴族のご子息が参加しているでしょ？　だから、すごくたくさんロマンスが生まれるんだよ！　誰と誰が恋に落ちるのか、想像するだけで楽しみだねー」

　恋愛話が大好きなリンダがはしゃいだような声を上げるのが、まるで別の世界の言葉のように聞こえた。

（花嫁候補？）

　確かに、ジェラールは竜王なのだからそれなりの家柄のご令嬢を妻に迎えるのだろう。

　そんなことはわかりきったことなのに、思った以上にショックを受ける自分がいる。

　胸にズキリと痛みが走り、ミレイナは胸を押さえる。時折見せる、ジェラールの優しい眼差しが脳裏に甦る。

（私、きっとジェラール陛下のことが好きなのだわ）

　出会いは最悪だった。

　死にかけたところで気が付いたら隣国に連れ去られており、『太らせて食べる』と言われたのだから。

　けれど、色々な部分を知るにつれて彼が本当は優しい人で、竜王としての威厳を保つために時々見栄を張ったりする可愛い部分もある人だということを知っている。

　そして、誰よりも国を思っており凜々しい人であることも――。

　ミレイナはもう一度、舞踏会の会場へと目を向ける。ジェラールはミレイナの知らないご令嬢の手を取り、ダンスホールの中央へと向かうところだった。

　ご令嬢は、嬉しそうにはにかんだ笑顔を浮かべて頬を赤らめている。

　それは、端から見るととても素敵な組み合わせに見えた。

　凜々しい竜王陛下と美しいお姫様。物語で読んだ通りだ。

（あんな人を好きになるなんて、私ってばかだな……）

　大声で叫べば気付いてもらえそうな距離。

　きっと、ジェラールはミレイナが木から下りられないと言えば助けてくれるだろう。

　だけど――。

　煌びやかな世界の中心に立つジェラールが、とても遠い存在なのだと知らしめられた。

（きっと、魔獣係を辞めたらお姿を見かけることすらなくなるわね）

　メイドであるミレイナと竜王であるジェラールの唯一の接点。それはあの四匹の魔獣達だ。

　行政区の侍女役になれば、その唯一の接点がなくなる。言葉を交わすことはおろか、姿を見ることすらできなくなるだろう。

　今さらそのことに気付き、言いようのない寂しさを感じた。

　ミレイナはそれ以上ジェラールの姿を見ていることができず、舞踏会会場から目を逸らした。

　茜色に染まっていた王宮の外壁が徐々に夕闇に沈み込む。もうすぐ夜が来る。
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　紅茶を入れたトレーを押しながら、ミレイナは人知れずため息をつく。

（みんな、いい子にしているかしら？）

　行政区の侍女役に任命されてから早一週間。完全なるもふもふロスである。

　あの可愛い子達のもふもふに顔を埋めたいのに、思ったよりも拘束時間が長くて全然会いに行くことができない。

　ミレイナの今の仕事は、行政区と呼ばれる執務エリアで働く文官達にお茶を用意したり、会議の前の簡単な準備を手伝ったり、資料を届けに行く雑用を引き受けることだ。

　仕事は問題なくこなしている。

　魔獣係と違って服が汚れることもなければ、時々文官達に用意するお菓子のあまりをもらえたりもする。

　そして――。

「ミレイナ、どこに届けにいくんだい？」

　ミレイナが顔を上げると、爽やかな雰囲気の男性が前から歩いてくるところだった。焦げ茶色の少しくせがある髪は無造作に掻かき上げられ、大きめな口は緩やかな弧を描いている。

「あ、ディックさん。こんにちは。今からこれを内政局に届けに行きます」

「そうなんだ。終わったら俺のところにも頼むよ」

「はい、かしこまりました」

　ミレイナはぺこりとお辞儀をする。

　ここで働く人達は全員、ラングール国の中枢部に勤める文官で、いわゆる〝エリート〟だ。今声をかけてきたディックも財務局のエリート文官のようだ。

　こういう人達と知り合いになれることが、メイド達にとっては人気の理由なのだろう。

　ミレイナは目的の部屋に向かう途中、ふと足を止めた。

　向こうから、〝ジェラール陛下〟という言葉が聞こえた気がしたのだ。立ち聞きはいけないと知りつつも、耳をそばだててしまう。

「ジェラール陛下が気になる女性がいるって仰ったって本当かしら？」

「なんでも、ラルフ様がそう聞いたと仰っていたという噂よ。でも、相手がよくわからないのよね」

「いずれにせよ、あの舞踏会でダンスを踊った方の誰かよね？　誰かしら？」

「陛下もいよいよご成婚ね。誰に決まっても、恨みっこなしよ」

　キャーキャーと楽しげな話し声がする。

　きっと、休憩中のメイド、それも、先日の舞踏会に参加した貴族令嬢の方達だろう。

（ジェラール陛下がご成婚……）

　ミレイナはトレーを押す手にぎゅっと力を込めた。

　ジェラールが結婚するときはきっと、ラングール国を挙げて盛大なお祝いがされるのだろう。

　職場が換わってリンダとも会えないし、魔獣達と触れあうこともできない。

　その上、ジェラールの隣に誰か知らない女性が立ち、ふたりが愛おしげに見つめ合っている光景を目の当たりにしたら？

　きっと、耐えられないと思った。

（アリスタ国に、帰りたいな）

　ミレイナは顔を俯かせる。

　先日、リンダと町に出たときに知り合った行商人――リックから手紙が来た。アリスタ国へ向けて出発する予定日と、一緒に帰るなら連絡してくれという旨が書かれたものだ。けれど、未だに帰る決心が付かず、返事ができずにいる。その出発の日まで、あと数日に迫っていた。

　本当は、ララとして逃げ出したときにアリスタ国に帰るつもりだった。けれど、途中で魔獣に襲われて逆戻りして今に至る。

　それでも、魔獣係をしていたときは自分の存在意義が感じられて、楽しかった。リンダという新しい友人に恵まれ、魔獣達によい環境を与えたいと自分なりに頑張って、毎日充実していた。それに、たくさんの素敵な出会いもあった。

　今の仕事は嫌いではない。

　けれど、以前のようなわくわくした気持ちを感じない。

　それに、何よりも――。

　ミレイナは自分の胸に手を当てる。

　ジェラールとの交流はすべて、ミレイナの中で素敵な思い出になっている。そのひとつひとつを、大切な宝石のように心の中にしまっていた。

（ジェラール陛下……）

　脳裏にあの凜々しく整った姿が、そして、最近ミレイナに見せる優しい眼差しが浮かび、ミレイナはぶんぶんと首を振る。

「さっ、お茶を出しにいかないと！」

　ミレイナは気を取り直すと目的の部屋に向かい、笑顔でお茶を配膳した。




　その後、ミレイナは再びティーセットを用意すると今度は財務局へと向かった。

　ディックの執務室をノックすると、すぐに「どうぞ」と返事がした。

「お待たせしました」

「ああ、ミレイナ。ありがとうね」

　書類から顔を上げたディックは、柔らかな笑みを見せた。

「ここに置いておけばいいですか？」

「うん。よかったらミレイナも飲んでいかない？」

　ディックに微笑みかけられて、ミレイナは戸惑った。

「ティーカップなら、そこにもあるから」

　ディックが指さした壁際のサイドボードを見ると、ガラス張りになった棚の中には何客かのティーカップセットが置かれていた。来客用だろう。

「いえ。私は仕事中ですし」

「ちょっとくらい平気じゃない？」

　ディックはまるでミレイナの話を聞いていないかのように、立ち上がると棚からティーカップをひとつ取り出す。

「それに、可愛い子が話し相手してくれたら疲れも癒えるしね」

　近くまで歩み寄ったディックは器用にウインクしてミレイナの腰に手を回す。

（か、軽い！）

　今まで出会ったことがないタイプの男性に、ミレイナは唖然とした。

　仕事中なのだから断るべきなのだろうが、相手は高位貴族のエリート文官。断るのは不敬に当たるだろうか。

　どう対応すればいいのか考えあぐねていると、ノックもなしにドアがカチャリと開く音がした。

「おい、断りなしに勝手にドアを開けるな」

　突然の来客に不機嫌そうな声を上げたディックは、そこにいる人物が誰かに気付くと表情を強張らせた。

「勤務時間中に女を口説くとは、いいご身分だな？」

　聞き覚えのある低い声にミレイナは驚いて振り返る。

　そこには、険しい表情でこちらを睨み付けるジェラールと、その足下には尻尾を振るゴーランがいた。

「ジェラール陛下！」

　ディックは慌てた様子でミレイナから離れると、頭を下げる。

「財務局はよほど暇と見えるな。人員配置の見直しを図るべきか」

　ジェラールの皮肉に、ディックの顔が青ざめたのが見えた。ジェラールはそんなディックの横を通り過ぎると、ミレイナの元まで歩み寄る。

「ミレイナ、お前に話がある。来い」

「私ですか？」

（こんなところまでわざわざ来るなんて、何の話？）

　ジェラールは戸惑うミレイナの腕をぐいっと掴み、半ば強引に部屋を出た。

　廊下に出たミレイナはジェラールの後ろ姿を仰ぎ見る。

　すぐに思いついたのは、魔獣達に何かがあったのではないかということだった。

「陛下、どうされたのですか？　もしかして、魔獣達に何か？」

　ジェラールはくるりと振り返ると、顔色を青くしたミレイナを見下ろす。その表情は一見すると無表情だが、僅かに寄った眉から不機嫌さが滲み出ている。

「なぜ、魔獣係を辞めた」

「え？」

「なぜ、魔獣係を辞めたんだ。最近見かけないからおかしいと思っていた。魔獣達があれほど懐いていたし、お前も楽しそうだったのに」

　突然何を言い出すのかと、ミレイナは返す言葉がなく口をはくはくとさせる。

　自分だって辞めたくてそうしたわけではない。

　魔獣係をしていたら、ジェラールやそのまわりの人に取り入っていると言われたから、そして、ケープを着たジェラールを下男と勘違いした誰かに部外者を入れていると言われたからだ。

　本当は、それを捲まくし立ててやりたい。

　けれど、それをジェラール本人に言うこともできない。完全な八つ当たりであることは、ミレイナ自身が一番よくわかっていたから。

（私はやっぱり、ここにいないほうがいいのかな……）

　また先ほどのように、アリスタ国に帰りたいという想いが湧き起こる。今なら、リックに連絡すればまだ間に合うはずだ。

　叶かなうことなら、ジェラールと知り合う前に戻りたいとすら思った。

　ミレイナはぐちゃぐちゃになった感情を隠し、ジェラールを見上げる。

「私はそろそろアリスタ国に帰国したいと考えております。帰りの移動の足を手配する見込みも立ったので、引き継ぎをするなら今かと思いました」

　その瞬間、ジェラールの顔が強張る。

「……本気か？」

「本気です。元々、すぐに帰るつもりだったのがだらだらと長居してしまいました。お仕事を与えてくださった陛下には感謝しております」

　ミレイナは感情を押し殺して淡々と答える。

　――それに、結婚して誰かと幸せそうにしているあなたを見るのは辛つらいのです。

　決して口にすることはできない思いを、ミレイナは心の中でジェラールに告げる。

「――ラングール国に残る気持ちは？」

「ありません」

　ジェラールはしばらく絶句して、呆然とミレイナを見下ろしていた。

　空のように青い瞳は、ひどく傷ついたように揺れている。

「…………。お前が本気で帰りたいというならば、俺にそれを止めることはできない」

　それはミレイナに言っているというよりも、自分自身に言い聞かせているかのように聞こえた。

（なんでそんな顔をするの？）

　ミレイナは胸の前で、ぎゅっと手を握る。

　自分は何か重大な間違いを犯したのではないだろうか。

　そんな気がしたけれど、引き返す勇気がなかった。










九．ミレイナ、アリスタ国へ戻る




　アリスタ国へと帰る日、ミレイナはほとんどない荷物をひとつにまとめて滞在していた住み込みの部屋を出た。

　そのまままっすぐに向かったのは、魔獣の保護施設だ。

［ミレイナ！　みんな、ミレイナが来たよ］

　すぐにミレイナの姿に気が付いたイレーコがぶんぶんと尻尾を振りながら叫ぶ。他の三匹も魔獣舎から出てきて、［ミレイナ、ミレイナ！］と大喜びした。

［どうしてなかなか会いに来てくれなかったの！　すぐに会いに来るって言っていたのに］

　エミーユが怒ったようにミレイナのスカートを咥くわえる。

［なかなか会いに来られなくてごめんね。忙しかったの］

　ミレイナは眉尻を下げて、エミーユの頭を撫でた。エミーユはそんなミレイナの顔をじっと見上げる。

［ミレイナ、もしかして病気だったの？］

［え？］

［だって、元気ないよ］

　心配そうにこちらを見上げるエミーユの鋭い指摘に、ミレイナは言葉を詰まらせた。

［あのね、今日はみんなにお別れを言いに来たの］

［お別れ？］

［うん。私は本当のおうちに帰ることにしたの。すごく遠いんだ］

　ミレイナは今日、ここを去るという事実を魔獣達に告げる。

［やだ！］

［なんで？　ミレイナのおうちはもうここでしょ？］

［行かないで］

　口々に駄々を捏こね始めた魔獣達を見て、ミレイナは決心が揺らぎそうになるのを感じた。本当なら、この子達が立派な成獣になって竜人達の従獣として活躍する姿を見たかった。

［ごめんね］

　ミレイナは一匹ずつ抱きしめて、別れを告げる。

［ミレイナ、行かないで。ミレイナがいなくなったら、ジェラールも悲しいよ］

　去り際、エミーユが叫ぶ声が聞こえた。




　ミレイナが行商人のリック達の元へと向かうと、そこにはリンダを始めとして、セシリアやクレッグなど、ラングール国で親しくなった人達がいた。今日ミレイナが帰国することを知って、見送りに来てくれたのだ。

「ミレイナー。元気でね。きっとまたラングール国に遊びに来てね」

　半泣きのリンダがぎゅっとミレイナに抱きついてくる。

「うん、リンダも元気でね」

　思わずもらい泣きしそうになったミレイナもリンダをぎゅっと抱きしめた。順番に挨拶をして、最後はラルフだった。

「わざわざお見送りに来てくださり、ありがとうございます」

　ミレイナは深々とお辞儀をする。そして、辺りを見回して一番会いたかった人がいないことにがっかりとする。

　帰りたいと告げたあの日、ジェラールはひどくショックを受けたような顔をした。

　それでも、ミレイナの意志を尊重してくれた。

（最後にもう一度、会いたかったな……）

　好きですと言うことはできなくても、せめて一目会いたかった。

「もう、平気？」

　じっとミレイナの別れが終わるのを待っていたリックが声をかけてきた。

「はい。お待たせしました」

「じゃあ、乗って。アリスタ国まではきちんとした道がないから時間もかかるし揺れるよ」

「はい。大丈夫です」

　ミレイナは頷くと馬車に乗り込む。窓から顔を出すと、見送りに来てくれた人達に大きく手を振った。
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　執務室で仕事をしていると、ドアをノックする音がした。入ってきたのはラルフだ。

「今朝、ミレイナが無事に出発しましたよ」

「そうか」

　ジェラールは書類を見たまま、感情を乗せない声で一言だけそう答えた。ラルフはそんなジェラールを、何か言いたげにじっと見つめる。

「なんだ？」

「追いかけなくていいのですか？」

「追いかける？　帰りたいと望んだのはミレイナだ。追いかけてどうする？」

　やや自嘲気味に笑うジェラールを、ラルフは真剣な顔で見返した。

「それでも追いかけるべきです。やっと見つけたのでしょう？」

　ラルフはすっとジェラールに小さな箱を差し出した。

「ご依頼なさっていた物です。先ほど、工房から届きました。ミレイナに渡すつもりだったのでしょう？」

　ジェラールは差し出された箱を無言で受け取ると、それを開けた。依頼通り、いや、それ以上に見事な仕上がりだ。

「まだ、出発してから半日です。馬車ならば、まだラングール国内にいるはずです」

　じっと今手渡された小箱の中身を見つめていたジェラールに、ラルフは語りかける。

「…………。ラルフ、少し留守にしていいか？」

「もちろんです。こちらはお任せください」

　そのままテラスに出て美しい銀竜の姿となったジェラールは、バサリと翼を羽ばたかせて大空に飛び立つ。

「全く、本当に手のかかるお方だ」

　ラルフはその後ろ姿を見送り嘆息する。けれど、言葉とは裏腹にその表情は晴れ晴れとしていた。
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　馬車で揺られること数時間。

　獣道のような荒れた道路の両脇は、どちらを向いても森林が続いていた。ラングール国とアリスタ国の間に広がる魔獣の森だ。

「この国に来て三カ月と言っていたが、ミレイナは随分と竜人達と親しくなったのだね」

「はい。皆さんとても親切でした」

　ミレイナはリックにこの国に来てからの出来事を話す。リックは興味深げにその話に聞き入っていた。

「竜人は残虐非道という話を聞くが、実際は違うということか。俺が交流した竜人達も、皆親切だった」

「そうなんです。なぜあんな噂が真まことしやかに囁かれていたのか、本当に不思議で。何かの勘違いじゃないかしら？」

　ミレイナはリックに力説する。

　――バサッ。

　そのとき、ミレイナはふと耳を澄ました。どこからか、大きな鳥の羽ばたくような音が聞こえた気がしたのだ。それに、何かの足音も。

（これは、魔獣の足音と鳥の羽ばたく音？）

　かつて、この魔獣の森でこれと同じ音を聞いた。

（もしかしてっ！）

　ミレイナは窓を開けると、大きく身を乗り出す。大空には、美しい銀色の竜の姿があった。

（あれは、ジェラール陛下？）

　確信はないけれど、一度だけ見たジェラールの竜化した姿にとてもよく似ている。

「止めて。お願い！」

　ミレイナは思わず隣にいたリックに向かって叫ぶ。リックはミレイナのただならぬ様子に慌てて御ぎょ者しゃに止まるように命じた。

　一方の竜は、馬車から降りて空を見上げるミレイナの前に降り立つ。そして、一瞬の煌めきと共にその姿は人間へと変わった。少し遅れて、ゴーランが走って来る。

「陛下、どうして……」

　ミレイナはジェラールへと走り寄った。ジェラールはミレイナのことをじっと見守っていた。

「帰ろうという気持ちに、変わりはないか？」

「え？」

　変わりはないかも何も、今ちょうど帰る途中だ。戸惑い何も答えないミレイナを見下ろし、ジェラールはその青い瞳になぜか失望したような色を滲ませた。

「これを、ミレイナに」

　ミレイナは差し出されたジェラールの手のひらを覗き込む。

　大きな手の上には、金のチェーンとペンダントトップが入った小さな箱が載っていた。ペンダントトップはカメオになっており、青色の背景に白でドラゴンが浮き出るように彫刻されている。

「これは、どうしたのですか？」

　ミレイナは驚いてジェラールを見返す。

「クレッグを助けた褒美の品だ。今日、完成した。まさか人参だけで済ますわけにもいかないから、別に作らせていた」

「褒美の品？　でも……」

　ミレイナはそれを受け取るべきか迷った。明らかに高級そうに見え、ミレイナが手にしていいような品には見えなかったのだ。

「俺に恥を掻かせるな。褒美の品は受け取りを拒否されたら捨てるだけだ。餞せん別べつだと思え」

　ジェラールがペンダントを箱から出し、手に取る。

「つけてやる」

　背後に回ったジェラールが首にかかる髪の毛をそっとよける。

　後ろで何かをする気配がした。吐息がかかりそうな距離感に、ミレイナは心臓の高鳴りを押さえようと胸に手を当てて俯く。

（耳が赤くなっているの、気付かれないといいな）

　首周りに少しの重量を感じると共に、ジェラールが離れるのを感じた。

「こっちを向いて」

　おずおずと振り返ると、ジェラールが正面からまじまじとミレイナを見つめる。

「ああ。思った通り似合っているな。綺麗だ」

　満足げに相好を崩したジェラールを見て、ミレイナは胸が高鳴るのを感じた。

　これは、クレッグを助けたことに対する褒美の品だ。

　けれど、わざわざ追いかけてきてくれてこうして渡してくれたことに、喜びを感じずにはいられない。

「決して手放すな。お前がこの先、何かの危機に見舞われたとき、守ってくれるだろう」

　ジェラールは少し屈むと、真剣な表情でミレイナの顔を覗き込んできた。

　ミレイナは自分の胸元に飾られたカメオを手に取り、それを見つめた。

　浮き彫りにされているのは美しく白い竜、カメオの背景はジェラールの瞳を思わせるような青色。

　魔力を帯びているのを感じるので、材質は魔法石だろうか？　見ているだけで惚れ惚れとしてしまう。

「こんなに素敵な物を、ありがとうございます。大切にします」

　胸に飾られたカメオをぎゅっと握りしめると、ジェラールは優しく微笑んだ。

　その後、ジェラールはしばらく馬車と併走してから反対方向へと飛んで行った。

　ミレイナはその姿をいつまでも視線で追い、目に焼き付ける。そして、完全にその姿が見えなくなってからようやく馬車にまっすぐに座った。

「あれは竜王だよね」

　ミレイナと同じように飛び去るジェラールの後ろ姿を見つめていたリックが、ミレイナのほうを向く。

「はい。そうです」

「何かを渡されていなかった？」

「これを。王宮で働いていたとき、ちょっとしたことをしたので褒美の品として頂きました」

　ミレイナは首にかかったカメオを見せる。

　リックはそれを見つめ、ふーむと頷く。

「竜王の瞳と同じ青色の装飾品か。俺はきみと竜王がどんな関係だったのか、すごく気になるな」

「どんな関係でもありません。竜王陛下と、ただのメイドです」

「ふうん？　本当にそれだけ？」

　リックは面白いものでも見つけたかのように、興味深げにミレイナを見つめた。




◇　◇　◇




　ひとり暮らしの生活は気ままなものだ。

　朝、小鳥のさえずりで目を覚ましたミレイナは、まず井戸の水をくみに行った。

　バケツいっぱいの水を持って家の前に着くと、台所に置いてある籠の中から、先日収穫したばかりの土付きのラングール人参を手に取る。

　それをゴシゴシと洗って、皮をむいてからスープの中にジャカイモや玉ねぎと一緒に投入した。

「今日は晴れているから、魔法石を採りに行こうかなー」

　元気に声を上げて窓から外を眺める。

　雲ひとつない蒼穹は、まるであの事件があった日のようだ。




　ミレイナは籠を持って一時間ほど歩き、アリスタ国の国境付近にある草原へと向かった。

　長年の勘で周囲を見渡すと場所に当たりをつけ、屈んでその場を掘り始めた。地面に埋まっている魔法石を探しているのだ。

「見つけた」

　今日も順調に魔法石を探し当て、五個目の魔法石を見つけたところで不意に地面に影が映る。バサリと羽ばたく音が聞こえてミレイナはハッと上空を見上げた。

（なんだ。鳥か……）

　大空には、二羽の鳥が悠然と飛んでいた。ラングール国からアリスタ国のほうへ渡ってくる渡り鳥だ。

（私ったら、何を期待しているのかしら。おかしいわね）

　ミレイナはゆるゆると首を振ると、視線を移動させる。

　そこに見覚えのある草を見つけ、草の根元を丁寧に掘り起こす。ラングール人参だ。

「帰ったら、おやつにしようかな」

　ミレイナはそれを魔法石の入っている籠に入れると、また元きた道を辿って自宅へと戻って行った。

　誰もいない自宅はシンと静まりかえっている。

　元気よく「ただいま！」と呼びかけたが、当然返事はない。

　持っていた籠をテーブルに置き、井戸の水で今日見つけた魔法石を綺麗に洗う。泥の落ちた魔法石は虹色に鈍く光っていた。この大きさであれば、それなりの額で売れるだろう。

　すべての魔法石を洗い終えたミレイナはそれを丁寧に拭くと、次に収穫してきたラングール人参を洗った。

　包丁で皮をむいてスティック状にすると、何も付けずに一口囓った。

「うん、美味しい」

　独特の甘みがあり、歯ごたえもよい。ミレイナの大好きな味だ。

　それなのに――。

「なんとなく味気ないな……」

　ミレイナははあっと息をつくと、座っていた椅子の背もたれにもたれかかった。




　どれくらい経っただろう。

　トントントンとノックする音が聞こえ、ミレイナはハッとした。

（いけない、ボーッとしちゃった）

　慌てて立ち上がると玄関へと歩み寄る。

　少し隙間を空けて外を覗くと、艶やかな茶色い髪を肩で切りそろえた、可愛らしい女性が立っているのが見えた。

　若葉を思わせる緑色の目と目が合うと、その女性――ミレイナの一番の親友であるマノンはにこりと笑う。

「こんにちは、ミレイナ！」

「マノン！　どうしたの？」

「遊びに来たの。暇だったから」

　マノンは軽い調子でミレイナの家に入ってくる。そして、台所でスープを作っているのを見つけるとそれを覗き込んでお玉でぐるりとかき混ぜた。

「いい匂い。美味しそう」

「お昼に食べようと思ったの。マノンも食べる？」

「いいの？　うん、食べる！　これ、お土産」

　マノンは嬉しそうに笑うと、ミレイナに紙袋を差し出す。中には、パンや焼き菓子などが入っていた。

「わあ！　お店のね？　ありがとう！」

　ミレイナはそれを見て歓声を上げる。マノンはとっても美味しいパン屋さんで働いており、そのパン屋さんではパンだけでなく焼き菓子やケーキも売っているのだ。

「戻ってきてから、問題なく過ごせている？」

「うん、大丈夫。今日は国境沿いに魔法石の採取に行ってきたわ」

「国境沿いに行くのはいいけれど、気をつけてね。前回はいい人に助けられたみたいだからよかったけれど、また前みたいに怪我したら大変よ？」

　ミレイナが配膳したスープをスプーンで掬ったマノンは、心配そうにミレイナの顔を覗き込む。

　ミレイナはそんなマノンに微笑み返した。暇だったから、なんて言いながら、本当はミレイナのことを心配して様子を見に来てくれたのだろう。

　マノンはミレイナの一番の親友であり、ミレイナがウサギ獣人であることを知る数少ないひとりだ。

　あの日魔法石の採取に行ったままミレイナが行方不明になったので、ずっと心配して捜してくれていたようだ。

　先日ミレイナがひょっこり戻ってきた際には泣いて喜んでくれた。

　どうしていたのかとしきりに聞かれるので、『国境沿いのいざこざに巻き込まれて怪我をしたところをたまたま通りかかった竜人に助けられた』と曖昧に濁して伝えてある。

　マノンはそれを聞いてとても驚いていた。

「本当にいい人に助けてもらえてよかったよね。竜人がそんなに親切だなんて、知らなかったよ。野蛮で粗暴な人種って聞いていたからさ」

「そんなことないよ。私達と同じだったわ。少なくとも、私が知り合った人達は」

　ミレイナは曖昧に微笑んで答える。

　ラングール国には親切な人もいれば、嫌な人もいた。

　つまり、彼らはミレイナ達アリスタ国民となんら変わらない。

「ふーん。でも、なんでそれなら、〝野蛮〟とか〝残虐〟とか言われているんだろうね。ラングール国の竜王なんて〝白銀の悪魔〟だもんね」

　マノンは持ってきたパンを千切りながらふーむと唸る。

　実はそれは、ミレイナもずっと気になっていたことだった。

　ミレイナはその噂を信じ、ラングール国の人々が野蛮で粗暴なのだとずっと思い込んでいた。けれど、実際に彼らと接して竜人も普通の人間も同じなのだと知っている。

　それに――。

　竜王が冷酷非道な悪魔だというのは完全な間違いだ。

　確かに冷淡に見えるし口調は素っけないところが多い。けれど、仲間思いで優しい人だった。

「ミレイナ？」

　呼びかけられて、ミレイナはハッとする。

「手が完全に止まってるよ」

「あ、ちょっと考え事をしていて」

　ミレイナはお皿によそったスープを見つめた。

　透き通ったスープの中には、カットした野菜がゴロゴロと入っている。大好きなラングール人参も。

　以前の食いしん坊のミレイナであれば、夢中でペロリと食べてしまっただろう。

「何かが違うの」

「え？　不在中に家に誰かが入ったってこと？」

　マノンは驚いたように部屋の中を見回す。

「ううん、そうじゃなくって。なんとなく毎日が味気ないって言うか、物足りないような気がして。ふとしたときに、『あの人はどうしているかな』って思って……。どうしてかしら？」

「〝あの人〟って、助けてくれた竜人の人？」

「うん」

　眉根を寄せるミレイナのことを見つめていたマノンはミレイナの顔をまじまじと見つめ、プッと吹き出した。

「なんだ、そんなこと」

「なんだって何？　こっちは大真面目よ？」

「簡単よ。ミレイナは、きっとその人が特別なんだわ」

　マノンはそう言いながら、くすくすと笑う。

「怪我したときに助けてくれて親切にしてくれたんだものね？　しかも、若い男の人だったんでしょ？　そりゃあ、好きになっちゃうわ。私もきっと好きになる」

「好き？」

　誰にも言っていない秘めたる思いをいともあっさりとマノンに言い当てられ、ミレイナは動揺した。

「そうだよ。その人、独身だよね？　もう一度、会いに行けば？　お礼を言いに来たって言って」

　マノンは目を輝かせて、いい考えが浮かんだとばかりに人差し指を立てる。

「無理だよ」

「なんで？　遠いから？　でも、馬車に乗って帰ってこられたんだから、また馬車を手配して会いに行けばいいじゃない」

「ううん。だって、私は獣人だもの」

　ミレイナはその問いに正確に答えることができず、いつものように言い訳をして視線を伏せた。

　ジェラールはラングール国を統すべる竜王で、あんなことがなければ一生視界に入ることすら許されなかったであろう雲の上の存在だ。

　それに、先日の舞踏会で愛する人を見つけていて、今頃幸せに過ごしているだろう。

　それに対して、自分は隣国の一介の平民で、しかも獣人だ。

「よくわかんないけどさー」

　マノンは考えるように宙に視線を彷徨わせ、言葉を選ぶようにゆっくりと喋る。

「ミレイナが好きになるくらいの人だから、獣人だとかそんなこと、きっと気にしないんじゃないかなー。それに、助けて三カ月近くも面倒を見る位なんだから、ある程度の好意はあったと思うんだよね」

　にこりと微笑まれて、ミレイナは瞠目した。

　――獣人だとか、そんなこと、気にしない。

　そうだろうか。

　あのとき自分がララですと告げても、彼は受け入れてくれただろうか。それなら、言えばよかったと後悔が湧き起こる。

（こんなこと、今更考えても仕方がないけどね）

　ふと脳裏に、フェンリル達を撫でて嬉しそうにしているジェラールの横顔が浮かぶ。

（会いたいな……）

　その願いは叶うことはないけれど、それならば自分の知らない場所でとびきり幸せになっていてほしい。

　ミレイナはそんなことを思い、自分の気持ちに蓋をした。




　マノンは一時間ほどお喋りをして、その後自宅へと帰って行った。マノンの働いているパン屋さんは午後からがおやつを買いに来る人達で一番忙しい時間帯なのだ。

「じゃあ、また来るね」

「うん。私も今度ケーキ買いに行くよ」

　ミレイナは笑顔で手を振ってマノンを見送ると、家に戻ろうとくるりと振り返る。

　そのとき、視界にオレンジ色の頭と緑の尾を持つ特徴的な鳥達が群れになっているのを見つけてふと足を止めた。

（あの鳥、今朝見た……。確か、ラングール国の王宮にもいた渡り鳥だわ）

　ミレイナは周囲を見渡して誰もいないことを確認すると、半獣へと姿を変える。

［鳥さん、こんにちは！］

　下から呼びかけると、その鳥達はミレイナに気が付いてこちらを向く。

［こんにちは、お嬢さん］

　一羽が答えた。

［つかぬことをお伺いするけど、あなた達はもしかして、ラングール国から来たの？］

［ラングール国？］

［西にある、竜人の国よ］

［ああ、そうだね。それがどうかしたの？］

　鳥が頷いたのをみて、ミレイナは目を輝かせた。ジェラールの様子を知っているかもしれないと思ったのだ。

［竜王陛下は最近、どんなご様子か知っている？］

［竜王陛下？　ここ最近は覇は気きがないって仲間内では噂だったね］

［覇気がない？］

　ミレイナは思っても見なかった情報に、呆然として聞き返す。てっきり、愛する人と結婚して幸せに暮らしているという言葉を聞けると思っていたのに。

［婚約されたとか、聞いていない？］

［婚約？］

　ミレイナと話していた鳥は少し首を傾げ、周囲の仲間に目配せする。その鳥達もそんな話は見聞きしていないようで、一様に首を傾げた。

［ところで聞いてくれよ。ここ最近、ラングール国は嵐の日が多くてさ、渡って来る途中もずっと大雨でひどい目に遭った。きっと、竜王陛下の気分が沈んでいるせいで起きている異常気象だよ］

　その鳥は、とてもよく喋る鳥だった。ミレイナの話が終わったと認識するや否や、旅の途中の冒険譚たんを延々と話し始める。

　ミレイナはその話に耳を傾けながらも、頭の中は他のことでいっぱいだった。

（ジェラール陛下、どうしたのかしら？）

　婚約をしていないどころか、覇気がないなんて。

　体調でも崩しているのだろうか。あの人は竜王として臣下に弱いところを見せたがらないから、苦しくても我慢していそうな気がする。

（きちんと婚約されるまでは、見届けてから帰るべきだったな……）

　心配で仕方がないけれど、今のミレイナにはどうすることもできない。

　ミレイナはどうかジェラールを始めとするラングール国で知り合った面々が元気でいますようにと、心の中で祈りを捧げた。
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　ここはラングール国の王宮の一角。

　髪の色を変え、赤茶色のケープを目深に被ったジェラールは、魔獣舎の前に立った。

　こちらに気が付いた中にいる魔獣達が一斉に寄って来て、柵越しにジェラールを見上げる。ここ最近の、見慣れた光景だった。

　ただひとつを除いて――。

「あ、こんにちは」

　ジェラールの姿に気が付いたメイド姿の女がぺこりとお辞儀をする。茶色い髪に緑の瞳の、よくミレイナと一緒にいたメイド――リンダだ。

　ミレイナがアリスタ国に帰ってからも、ジェラールは定期的に魔獣舎に様子を見に来ていた。ただ、ジェラールの姿で見に来てしまうと新しい魔獣係が萎縮してしまうかもしれないと思い、見た目は変えている。

　ジェラールは視線だけリンダに向けると小さく頷き、また魔獣達へと視線を戻す。

「変わりないか？」

　ジェラールの問いに、リンダは少し考えるように視線を彷徨わせる。

「そうですわね。ミレイナがいないのが寂しいのか、時々柵の外を眺めては誰かを待つような仕草をします」

「そうか」

　ジェラールは頷くと、魔獣達に手を伸ばす。その柔らかな毛並みに触れると、沈んでいた気持ちが解れていくのを感じた。

　――魔獣や動物には、癒やされますよね。柔らかな毛並みに触れると、心が和みます。もふもふ効果です！

　いつだったかミレイナが笑顔でそう言っていたことを思い出す。

（確かに、癒やされるな）

　ジェラールはほんの僅かに口元を綻ばせる。けれど、一度沈みきってしまった陰鬱な気分を完全に浮上させるほどの効果はない。

（ミレイナは、元気にしているだろうか）

　またウサギの姿になっているところを矢で射られたりしていなければいいのだが。

　ミレイナに渡したペンダントには、ジェラールが魔法で加護を与えた。それにより守られているとは思っても、心配でたまらない。

　本当はあの笑顔を自分の手で守ってあげたいのに、手の届く範囲で保護してやれないのがとてももどかしかった。

　魔獣達を撫でながら、ジェラールは自嘲気味にフッと笑みを漏らす。

（よもや自分がこんなにも未練がましい男だとは思っても見なかったな）

　ミレイナはラングール国を離れてアリスタ国に帰ることを望んだ。

　ジェラールはラングール国の竜王なのでアリスタ国で暮らすことはできない。つまり、彼女は自分が近くにいない生活を望んだのだ。

　帰りたい、と言われたとき、頭が真っ白になった。

　本当は全力で止めたかった。

　けれど、ミレイナの薄茶色の瞳を見たら、止めることができなかった。まるで泣きそうな、何かから逃げたいような、そんな瞳をしていたから。

　そして、自分がミレイナにしてやれる唯一のことは、彼女が望むような生活をすることを叶えてやることだけだと悟った。

　最後にペンダントを渡すために追いかけたのは、やはりラングール国に残ると言ってくるのではないかという僅かな望みを託したものでもあった。

　魔獣達が覇気のないジェラールを心配そうに見つめ、手の甲を舐める。ジェラールは少し口元を綻ばせ、魔獣達を見つめた。




　ミレイナがいなくなったのちに、新しい魔獣係がまたすぐに辞めてしまうのではないかと思ったがそれは杞き憂ゆうだった。ジェラールが見る限り、リンダは新しく入った魔獣係とよくやってくれている。

（ミレイナ、魔獣達もお前に会いたがっているぞ）

　四匹の魔獣達は、最近ジェラールの側近の四人の竜人の従獣として行動することが増えてきた。彼らが森で活躍する様をミレイナが見たら、どんな表情をするだろう。

　きっと、目をキラキラと輝かせて大喜びするに違いない。

「邪魔したな」

「いえ。いつでもお越しください」

　ジェラールが声をかけると、リンダは人当たりのよい笑みを浮かべてぺこりとお辞儀をする。

　リンダに背中を見送られながら、ジェラールは王宮へと踵を返した。

「見て。あの下男、まだいるわ」

　途中、耳障りな高い声が聞こえ、ジェラールはそちらに目を向ける。そこには数人のメイドの姿があった。

　何人かはジェラールも見覚えがある、自分付きの侍女達だ。

　最近呼んでもいないのにティーセットを運んでくるなど行動が目に余る者が増えてきた。そろそろ人事を刷新しようと思っていたのだが、色々あって後回しになっている。

「まあ、本当ですわ」

　他のメイドがジェラールのほうを見て、眉を寄せる。

　どうやら、自分が下男と間違われているらしいとジェラールはようやく気が付いた。

　まあ、ケープのフードを目深に被るという特殊な格好からすると、そう勘違いされても不思議ではないのだが。

　そのとき、ジェラールはこちらに視線を向けた自分付きの侍女、マリベルと目が合った。マリベルはハッとしたような表情を見せる。

「皆様。わたくし、急用を思い出しました。失礼します」

「え？　わたくし達も一緒に行きましょうか？」

　周囲にいた侍女達は、怪訝な表情を浮かべる。

「いいえ、こちらは気にしなくていいのよ。ご機嫌よう」

　マリベルはにこりと微笑むと、そそくさとその場を立ち去る。

　その後ろ姿を見送った残りのメイド達は、すぐにまた世間話を始めた。

「そういえば」

　メイドのひとりが何かを思い出したように指を口元に当てた。

「あの身分不相応に陛下に近付いて魔獣係を外された子は、結局メイドを辞めたみたいよ。やっぱり、魔獣係に行政区の侍女役なんて無理だったのね」

「あら、やっぱり。だってあの子、アリスタ国の人間なのでしょう？　いい気味」

　そして彼女達は口元に手を当てて、くすくすと笑う。

　ジェラールはそれを聞いて、はたと動きを止めた。

（身分不相応に俺に近付いて魔獣係を外された？）

　アリスタ国の人間と聞いてすぐにミレイナのことだと思ったが、『身分不相応に自分に近付いた』という点も、『魔獣係を外された』という点も初耳だった。

　ミレイナに近付いたのはあきらかにジェラールからだし、行政区の侍女役に異動したのはミレイナが望んだことだと思っていたのだから。

「どういうことだ？」

　思わずメイド達を呼び止めると、彼女達は明らかに不愉快そうな顔をした。

「まあ、下男のくせに気安く話しかけないで。わたくし達は陛下付きよ。身のほどをわきまえなさい」

　ひとりが不愉快そうにしっしと手を払う。

　ジェラールはそのメイドの顔を静かに見つめた。その者は知らない娘かと思ったが、自分付きと言われれば、確かに見覚えがあるような気がする。最近配属されたばかりの娘だ。

「ねえ、やめなさいよ」

　別のメイドが、嘲笑と哀れみの混じったような視線をこちらに向けてきた。

「このかわいそうなお方はきっと、仲良くしていた女性がいなくなって混乱しているのよ。そうね、お情けで教えてあげる。あなたの懇意にしていた子は平民上がりのメイドであるにもかかわらず、陛下に近付いて色目をつかったの。だから、メイド長にお願いして異動して頂いたら、結局やっていけずに辞めたのよ。残念だったわね」

「なんだと？」

　ジェラールは低い声を上げた。

　今の話が事実だとすれば、ミレイナは強制的に異動させられたことになる。しかも、自分に言い寄ったという事実無根の疑いによって。

　あの日、なぜ黙って辞めたのかと詰問したジェラールを見上げたミレイナの泣きそうな瞳が脳裏に甦る。

「その告げ口は、お前達がしたのか？」

「告げ口ですって？　口の利き方に気をつけなさい。わたくし達は陛下付きの侍女なのよ？　陛下に相応しくない人が近付いたら、きちんと対処する義務があるわ」

　メイドは不機嫌そうに眉を寄せる。

　目の前の女達に、底知れない怒りが湧いた。

「そうか」

　ジェラールはケープを脱ぎ、隠れた顔を露わにする。目の前の男の思っても見なかったような完璧な美貌に、メイド達の頬はほんのりと赤く染まった。

「確かに相応しくない者は排除する必要があるな。お前達を全員、解雇する。以後、俺の目の前に現れることも、王宮に立ち入ることも禁止だ」

　突然の物言いに、メイド達はポカンとしてジェラールを見上げた。そして、今度は怒りから顔を赤く染めた。

「無礼者！　一体何のつもりで、わたくし達にそのようなことを！　わたくしを誰だと思っているの？」

　ジェラールは無言でそのメイドを見返した。

　確か、中級貴族の娘だ。父親のことはほとんど思い出せないので、つまりはその程度の人物だ。

「何のつもりで？　お前達こそ、俺を誰だと思っている」

　ジェラールは氷のように凍てついた声で言い放つと変えていた髪色を元に戻す。青みがかった銀髪の竜王の姿を見た瞬間、メイド達の表情が強張った。

　感情の乱れから、ピキッと足下から氷柱が上り始める音がする。にわかに風が強くなった。

「そんな……」

　目の前でおこった状況が理解できないかのように、全員の顔が真っ青になる。

「主の顔も忘れるような侍女は不要だ」

「陛下！　違うのです！」

「違う？　今、自分達が俺に何を言ったのか忘れたのか？　『口の利き方に気をつけなさい』だったか？」

　冷然とした笑みを浮かべたジェラールを見上げたまま、メイド達は恐怖でかたかたと震え始めた。

「どうかお許しを」

「こうして解雇と永久追放だけで済ませているのだから、これ以上どう恩情をかけろと？　それに、お前達が謝罪する相手は、俺ではない」

　――本来なら、家もろとも取り潰しにして八つ裂きにしたいくらいだ。

　そう続けたい気持ちを、ジェラールはぐっと押しとどめる。

　先ほどはカッとして、すぐにでも目の前の女達を斬り捨てたい衝動に駆られた。しかし、彼女達がそうなった理由の一端が自分にもあることに気付き、今度は自分に対して言いようのない怒りが湧いた。

　ジェラールは不用意に魔獣舎に近付き、ミレイナの好意に甘えてばかりでしっかりと彼女を守る心配りを欠いたのだ。

「今すぐ去れ。今度俺の目の前に現れたら、次はないと思え」

　言葉だけで凍りそうな冷ややかな口調に、これが冗談ではないと悟ったメイド達は一目散に走り去る。その様子を見送り、ジェラールはため息をつき天を仰ぐ。

（ミレイナ、お前は今、何をしている？）

　心の中の問いかけに、脳裏に住むミレイナが答えることはない。

　見上げた空を覆う分厚い雲からポツリと頬に冷たいものが落ち、それはやがて本降りとなった。










十．ミレイナ、竜王陛下と再会する




　それを知ったのは全くの偶然だった。

［おはよう、どこに行くの？］

［町に用事があるの。買い物もしたいし］

　家の前の木の幹で羽を休める渡り鳥達に話しかけられたミレイナは、笑顔でそう答える。

　その日、ミレイナはその足でマノンの働くお店にキャロットケーキを買いに行き、その後これまで採取した魔法石を領主館に売りに行った。

　魔法石はアリスタ国では希少な魔力供給燃料なので、販売は領事館で管轄しているのだ。

　ただ、いつもなら領事館の別館なのだが、その日はたまたま床の張り替え工事をしているということでいつもと場所が違い、本館だった。

「はい、どうぞ」

　魔法石の重量と放出する魔力量を測定した役人は、淡々とした様子で銀貨四枚を差し出した。

「銀貨四枚？　以前なら、この量だったら五枚だったわ」

「需要と供給の関係で買い取り価格は変わるんだよ。嫌なら売るのを止めるかい？」

「いえ、ならこれでいいです……」

　ミレイナはしぶしぶ頷いてそれを受け取ると、部屋を出た。

　領事館の本館は木造三階建ての洋館で、横に長い建物の内部には一本の長い廊下が通っている。階段は中央に一ヶ所だけだ。二階の端の部屋を出たミレイナは、家に帰ろうと階段へと向かう。

　そのとき、遠くから「ラングール国」「竜王」という単語が聞こえてきた気がして耳を澄ました。

（上の階かしら？）

　ミレイナはそっと階上を覗く。人の気配はないので、室内で会話をしているのだろう。

　なんとなく気になって、目を閉じて耳に意識を集中させる。

「本当に上う手まくいくんだろうな？」

「和平協定を結びたいと話してあり、先方は乗り気です。協定の契約書にサインしたところで乾杯の杯さかずきを渡せば疑われません。一気にあおらせれば、いくら竜王でもただでは済まないでしょう」

　ミレイナは断片的に聞こえてきた会話の内容に、眉を寄せた。

（これって……）

　いても立ってもいられず、忍び足で階段を上る。そして、廊下の一番奥、閉まっている扉に耳を寄せた。

「竜王が亡き者になったことで、ラングール国が攻めてくるのでは？」

「それこそがこちらの狙いです。あちらから攻めてきたのであれば、反撃しても国王陛下も何も言わないでしょう。なにせ、野蛮で粗暴な民族な上に、竜王は〝白銀の悪魔〟と呼ばれるほどの残虐非道ということにしてありますからね。先方が突然剣を抜いたのでやむにやまれずと言っても、誰も疑わないでしょう。竜王がいないラングール国など恐るるに足りません。明日に備えて、兵力は既に国境沿いに集めてあります」

「なるほど、抜かりないな。かの地を手にいれれば、さぞかし魔力の原料がたくさん採れるだろうな」

　ガハハッと下品な笑い声が上がる。

　ミレイナはあまりのことに、体が震えるのを感じた。

　これは密会だ。

　しかも、ラングール国に和平を持ちかけておびき出したところで竜王であるジェラールを亡き者にして領地を横取りしようという陰謀の。

（大変だわ！　ジェラール陛下に知らせないと）

　でも、どうやって？　ミレイナは呆然とする。

　自分には今、ジェラールと連絡を取る術がないのだ。

　動揺して足下がふらつき、ガタンと音がたつ。

（いけないっ！）

　ミレイナは咄嗟に荷物を物陰に隠し、自身もウサギに変化して廊下に置かれた彫刻の裏に隠れた。

「誰だ！」

　バタンとドアが開け放たれて男達が顔を出す。

　廊下はシーンと静まりかえり、人ひとりいない。念のために階段の下も覗いているのが見えた。

「気のせいか……」

　男達は首を傾げると、再び元の部屋へと戻ったのだった。
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　頭が混乱して、どうやって帰ってきたのかすら思い出せない。

　途方に暮れたまま帰宅すると、家の前で鳥の鳴き声がしてミレイナは顔を上げた。今朝お喋りをした渡り鳥が何かを話しかけてきている。

　ミレイナは辺りを見渡して誰もいないことを確認すると、半獣へと姿を変えた。

［いい買い物はできた？］

［ええ。美味しいキャロットケーキを買ったわ］

　ミレイナは力なく笑うと、手に持っていた紙袋を少し高く掲げる。

［その割に、なんだか元気がないけど？］

　鳥にそう聞かれ、ミレイナは言葉に詰まる。あんな話を聞いて、元気に振る舞えるはずもない。

　部屋から出てきた男に、ミレイナは見覚えがあった。あれは、ミレイナが住む地域――トルカーナ地方一帯を治める領主だ。

　その領主が、明日、和平交渉に見せかけてジェラールを殺してしまおうと言っていたのだから。

（どうにかして、ジェラール陛下に知らせる方法はないかしら？）

　そのとき、ミレイナは鳥達を見てハッとした。彼らに伝言を頼めばいいのではないだろうか。

［ねえ、お願いがあるの。今日中にラングール国まで行って、竜王陛下に手紙を届けてほしいの］

［今日中に？　それは無理だよ。遠すぎる］

［そんな……］

　ミレイナはせっかく思いついたアイデアが使えないと知り、愕がく然ぜんとした。

［どうかしたの？］

［竜王陛下にどうしても知らせたいことがあるの］

［竜王に？　明日以降でもよければ、届けるけど？］

　ミレイナはゆるゆると首を振った。先ほど聞いた話では、明日ジェラールが来ると言っていた。明日、ラングール国に行ったのでは間に合わない。

　ミレイナの泣きそうな表情を見た鳥達が、事情を聞いて首を傾げる。

［じゃあ、これならどう？　明日竜王陛下が来たら、きみに教えるよ。僕らは情報網が広いから、竜王が飛んで来れば気が付くはずだ］

［本当？］

　涙ぐんでいたミレイナは、一いち縷るの望みを見出して目を輝かせた。
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　翌日、ミレイナは鳥達の知らせを受けて朝からとある場所へと向かった。

（ここ？）

　鳥達に案内された場所にあったのは二階建ての洋館で、大通りからはタイル張りの白い壁面と赤い屋根、それに、四角形の窓が等間隔に並んでいるのが見える。いかにも貴族の屋敷といった風体の建物だ。

　金属製の柵状になった門の隙間からは、見覚えのあるラングール国の衛兵の制服を着た人の姿が何人か見えた。どうやら、ここで間違いはなさそうだ。

「ごめんください」

　正面から正攻法で入ろうとすると、入口で衛兵に呼び止められた。

「お嬢さん、どんなご用事で？」

「こちらにいる方と、少しお話がしたいと思って」

「ああ、それなら悪いが、今日は駄目だ。誰も入れるなと言われている」

　追い返すように立ち塞がられ、ミレイナは大人しくそれに従いおずおずと家に戻る……と見せかけて、屋敷の角を曲がると塀に向かって大きくジャンプした。

　ジャンプ力には自信がある。

　伊だ達てにウサギ獣人してないんだからっ！

「あ、おいっ！」

　ミレイナが塀を跳び越えたことに気が付いた屋敷の衛兵が慌てた様子で駆け寄って来る。

　ミレイナは必死に走ったが相手とは体力が違う。追いつかれて腕を掴まれそうになったところで、バチンと火花が散って衛兵が弾き飛ばされた。

（な、何？）

　何が起こったのかよくわからないが、助かったことだけはわかった。

　ミレイナはその隙にウサギへと姿を変えて庭にあった生け垣に逃げ込んだ。

「あっ！　どこに行きやがった！」

　すぐに立ち上がった衛兵が、すぐ近くで自分を捜す声がする。ミレイナは震えそうになる体を叱しっ咤たして全神経を耳に集中させた。

［陛下、どこ？］

　僅かな音も聞き逃さないよう耳を澄ましていると、遠くから「ガォォ！」という猛獣の唸り声が聞こえ、大きな銀色の狼のような生き物が走ってくるのが見えた。

（もしかしてゴーラン？）

　ミレイナは生け垣から飛び出すと、全力でそちらへと走った。

［ゴーラン！　ジェラール陛下のところに連れて行って！］

　ミレイナはウサギ姿のまま叫ぶ。

　次の瞬間、子犬を運ぶように首の後ろをパクリと咥えられ、ゴーランは猛然と走り始めた。
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　ジェラールは目の前の男を眺めた。

　ラングール国とアリスタ国の国境地域を治めているという男は、中年という年齢を考慮してもおおよそ軍人を兼ねた辺境伯とは思えぬほど緩みきった体をしていた。

　大きくせり出した腹を抱え、顎は二重になっている。

「では、ここにサインを……」

　目の前の男が書類の空白欄を指さし、ジェラールにペンをペン立てごと差し出す。ジェラールは静かにその書類に目を通す。

「なぜアリスタ国側の責任者が国王ではないのです？　こちらは国王が来ているのだから、そちらも国王が出るのが筋でしょう？」

　ジェラールの斜め後ろに控えているラルフが、納得いかない様子で抗議する。

「恐れ多くも、私はこの地を治める辺境伯として、ラングール国との交渉の全権を任されております。つまり、私の言葉は国王の代弁、私の行為は国王の代行です」

　目の前の男の慇いん懃ぎん無礼な態度に、ジェラールは内心で苛いら立だった。ラルフが事前に言っていた通り、無礼な男だ。

「しかし――」

「ラルフ、よせ」

　尚も抗議を重ねようとしたラルフを、ジェラールは制止した。

　普通に考えれば、和平のためにわざわざ出向いた竜王に対して国王が出迎えないなど、あり得ない話だ。

　しかし、ここで事を荒立たせては、せっかく辿り着いた和平交渉が決裂し、これまでの苦労が水の泡になる。

　ジェラールは込み上げる怒りを封じて、そのペンを取ると文字を走らせた。

「ありがとうございます。これでつつがなく調印式は終了です。では、親愛の証に酒を」

　辺境伯が背後に向かって片手を上げると、後ろに控えていた陰気な男が部屋のドアを開け、外に立っていたメイド姿の女性がふたつのグラスと果実酒を運んできた。

「この地域でとれる葡ぶ萄どうを使用した、名産の酒です」

　辺境伯がそう説明する酒は、血を思わせるような赤色だった。なみなみとグラスに注がれ、ひとつがジェラールへと手渡される。

　そのときだ。

　僅かだが、魔力が弾けるような空気の揺れを感じた。しかも、自分がかけた防護魔法に酷似したものが。

（……ミレイナ？）

　ジェラールはハッとして窓の外を見る。

　しかし、三階であるそこからは白い雲が浮かぶ青空と、背の高い木々の葉しか見えない。

（気のせいか……？）

　ジェラールは首を振る。

「それでは、乾杯」

「乾杯」

　ジェラールが片手でグラスを掲げてそれをあおろうとしたそのとき、異変が起きた。

　メイドが外に出ようと開きっぱなしだったドアから、屋敷の外で待つように言っていたはずのゴーランが飛び込んできたのだ。

　そしてその直後、ゴーランのほうから何かがジェラールに向かってまっすぐに飛びかかってきた。

　その拍子に、手に持っていたグラスが指先から転げ落ち、ガシャーンと大きな音を立てる。

「なんだ、何事だ！　魔獣だ！　魔獣が現れたぞ！　すぐに殺せ！」

　辺境伯が慌てた様子で立ち上がる。

　ゴーランはそんな辺境伯と衛兵達に向かって牙をむいて威嚇した。

　あまりの大きさと気迫に、周囲にいた衛兵達も怯んだように一歩下がる。

　一方、ジェラールは自分の胸に飛び込んできたものを信じられない思いで見つめた。

　忘れるはずもない、ふわりとした感触、軽く小さな体、垂れ下がった長い耳とつぶらな瞳――。

「ララか？」

　ララはジェラールを見上げると、ピョンと床に飛び降りた。そして、次の瞬間には人間の姿――ミレイナになった。

「ジェラール陛下、飲んではいけません。毒が入っております！」

　ミレイナが必死の様子でジェラールに訴えかける。

「なっ、なんだこの小娘は！　どこから現れた！　おい、衛兵！　何をしている！」

　辺境伯が怯んで動けない衛兵達を怒ど鳴なりつける。その直後、衛兵達が一斉にミレイナに飛びかかろうとして、ミレイナは怯えたように体を震わせた。

　ジェラールは咄嗟にミレイナを抱き寄せ、自分の陰に隠す。そして、辺りを鎮めるように片手を上げた。衛兵達もピタリと動きを止める。

「竜王陛下！　その娘が言うことはでたらめです。今すぐ捕らえて投獄しますのでお渡しください」

「うそ！　昨日、毒を混ぜて殺してしまおうって言っているのを聞いたわ！」

　ミレイナは恐怖で小刻みに震える体を叱咤して、そう叫んだ。

　ジェラールはそんな辺境伯とミレイナの顔を交互に見つめると、ふむと頷く。

「確かに、私にはこの娘が言うことの真偽がわかりかねる」

　その言葉に、辺境伯がホッと息を吐き、ミレイナはさっと顔を青くする。しかし、ジェラールが続けた次の言葉を聞いた瞬間、辺境伯は表情をなくした。

「真偽を確かめるために、閣下がまず、その杯を飲み干してみられよ」

　明らかに動揺した様子の辺境伯は、額の汗をハンカチで拭き取ると、いやらしい笑みを浮かべる。

「友好の祝杯とは、互いに酌み交わすものです」

「今は友好の祝杯ではなく、この娘が言うことの真偽を確かめるために飲んでくれと言っているんだ。飲めないのか？」

　圧倒的な威圧感のある冷然とした口調に、辺境伯はふるふると体を震わせる。そして、残っていたひとつのグラスを片手でなぎ倒すと、近くにいた衛兵の剣を奪い取ってジェラールに切りつけてきた。

「きゃあ！」

　ミレイナは恐怖で悲鳴を上げる。

　だが、次の瞬間ジェラールに力強く抱き寄せられ、ジェラールは残る片手を、宙を切るように振る。その手の動きに合わせて突風が起き、ジェラールと辺境伯との間には氷の壁が現れた。

「衛兵！　竜王を殺せ！」

　辺境伯の一声で、たちまち辺りは乱戦の様相を呈した。

　しかし、竜人族は幾らかの魔法が使える上に、身体能力も人間とは比べものにならない。ただひとりジェラールと共に部屋にいることを許されたラルフを加えたふたりに対して相手は十人を超えていたが、勝負は一瞬で決まった。

「これはどういうことだ？」

　ジェラールは衛兵から奪い取った剣の先を辺境伯の首元にヒタリと当てると、氷のような眼差しで見下ろす。

　尻餅をついた辺境伯の口から「ひっいぃ！」と声にならないような音が漏れた。

「後で王宮まで連れて行って、引き渡す。下で見張らせておけ」

　ジェラールがラルフにそう指示をしたそのときだった。

「その必要はない」

　ドアの向こうからひとりの人物が現れた。

　ミレイナはその人物を見て、目を見張った。

「リックさん！」

　そこには、豪奢な貴族服に身を包んだ行商人のリックがいた。背後には、白い騎士服を着た騎士をたくさん引き連れている。

「トルカーナ辺境伯は私が責任を持って王宮まで連行しよう」

　リックはジェラールの元へと歩み寄ると、そう申し入れる。一方のジェラールは警戒心を滲ませ、目を眇めた。

「お前は誰だ？」

「ご挨拶が前後して申し訳ない。初にお目にかかります、ジェラール陛下。私はアリスタ国の第一王子、バルテリック＝アーレンツです」

「え！　行商人じゃないの!?」

　ミレイナは驚いて素すっ頓とん狂きょうな声を上げる。

　アリスタ国で出会ったとき、リックは自分のことを〝行商人〟と紹介した。第一王子だなんて、聞いていない。

「第一王子のバルテリック＝アーレンツ？　……なぜそなたがこのようなところにいる？」

「実は先日まで、見識を広げるために諸外国を旅しておりました。ラングール国にも訪問したところ、残虐で野蛮だという噂とは全く違うラングール国民を目にして、不思議に思いましてね。色々と調べているうちにトルカーナ辺境伯が何やら糸をひいているのではというところまで調べられました。そこで今日、真偽を問いただそうとはるばるここトルカーナの地まで来たところ、この状況に遭遇したわけです」

　リックはちらりとミレイナを見やる。

「ちなみに彼女をアリスタ国まで送り届けたのは私です」

「それは本当か？」

　ジェラールがミレイナに確認してきたので、ミレイナは頷いた。

「はい。リックさんには帰りの馬車に乗せてもらいました。私が出会ったときは行商人の姿をしていましたけど……」

「王子と周りに知られると不都合なことも多いのでね。なかなか上手くなりきっていたであろう？」

　リックは得意げに、ははっと笑う。そして、ジェラールのほうを向き直ると、今度は一転して真剣な表情になった。

「我が国の者の非礼を、国を代表して深くお詫びする」

　深々と頭を下げたリックを、ジェラールは冷徹な眼差しで見下ろした。

「お前の言葉は信用に足るか？」

「アリスタ国王室のアーレンツ家の名にかけて、信用して頂きたい。後日もう一度我が国にお越し頂き、今度こそ和平に向けた調印をしたいと考えている」

　リックは胸に手を当てたまま、真摯な眼差しでジェラールを見返した。
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　辺境伯とその部下達がリックの連れてきた騎士達に縛り上げられる様子を、ミレイナは呆然と見守った。

　ミレイナとジェラール以外誰もいなくなった部屋は不気味なほどに静まりかえり、静せい謐ひつが辺りを覆う。

「ミレイナ、お前は――」

　その沈黙を破るように、ジェラールが口を開く。

「お前は、ララなのか？」

　その問いかけに、ミレイナはびくりと肩を震わせて恐る恐るジェラールを見る。ジェラールの空のように透き通った青色の瞳と目が合った。

　遂に、知られてしまった。

　ウサギの姿から目の前で人間に変わったのだから、気付かれないわけがない。

　ミレイナはぎゅっと目を瞑り天を仰ぐと、覚悟を決めてジェラールを見つめる。

「はい、そうです。私は獣人です。ウサギの」

　ミレイナはそう言うと、視線を伏せる。

　ジェラールの視線が自分に降り注いでいるのが、痛いほどわかった。

　次の瞬間、ぐいっと腕を引かれてあたたかな温もりに包まれる。

　ジェラールの腕に囲われ、ミレイナは戸惑った。

「……陛下？」

「無事でよかった」

　ぎゅうぎゅうと力強く抱きしめられ、頭上からほっとしたような声が落ちる。

　ジェラールに抱きしめられただけで、先ほどまでの恐怖心がすべて溶けてゆくのを感じた。

　こんなにもこの人はララを心配してくれていたのかと、ミレイナは安心させるようにおずおずとジェラールの背中に手を回した。

「私は無事です。だって、陛下が二回も助けてくださったではないですか」

　ミレイナは、ララを助けてくれたときとミレイナを助けてくれたときの〝二回〟を思い浮かべてそう言った。先ほど衛兵から自分を守ってくれた加護がジェラールの魔法によるものだとは、露ほども思っていなかったから。

「これまで黙っていて、申し訳ありません。――私はただ、あなたに気味が悪いと思われるのが怖かった」

　獣人は元々の人数が少ない上に、半分が獣だと忌み嫌われる存在だ。ミレイナがラングール国に滞在した間に知る限りでは、ラングール国には獣人はいないように見えた。

（きっと、さぞかし気味が悪い人間だと思われているわ）

　ミレイナは悲しみに耐えるように、視線を伏せた。

　するとジェラールはミレイナに回していた腕を少し緩めて距離を取ると、ミレイナの顔を覗き込んできた。出会った日の青空のように澄んだ青色の瞳と目が合う。

「気味が悪いものか」

　そして、ミレイナを安心させるようににこりと微笑んだ。

「俺は竜人だ」

「はい」

「半分人間で半分竜だ。ミレイナは、気味が悪いと思うか？」

「いいえ」

　ミレイナははふるふると首を振る。気味が悪いなど、一度だって思ったことはない。むしろ、雄々しく神々しいと感じていた。

「俺達は姿を変える。俺は竜、ミレイナはウサギ。何も変わらないだろう？」

　ミレイナは驚いて目を見開いた。

　マノンの言葉が甦る。

　――ミレイナが好きになるくらいの人だから、獣人だとかそんなこと、きっと気にしないんじゃないかなー。

（本当に、そうだったわ）

　獣人だという事実を知られて好きな人に否定されるのがずっと怖かった。けれど、本当はありのままの自分を受け入れてくれる人がいてくれたらと、ずっと願っていた。

（これだけでも、十分すぎるくらいだわ）

　不意に涙がこぼれ落ちる。

　ジェラールはミレイナの頬に指を走らせて涙を拭った。

「……俺を助けるために、危険をおかしてここに来てくれたのか？」

「はい」

　こくりと頷くミレイナを、ジェラールはまるで愛しいものでも見るような、蕩けるような瞳で見つめてきた。

「獣人であることは知っていた。……実は以前、お前の頭から耳が生えているのを見た」

「えっ！」

　ミレイナは驚いて、ジェラールをまじまじと見つめる。細心の注意を払っていたつもりだったのだが、いつ見られたのだろうか。

「いつですか？」

「クレッグを助けたときだ」

　ジェラールはそう言うと、ミレイナの頭の辺りを眺める。

「あの姿にもなれるのか？」

「はい。あの姿は半獣です。半獣になると、魔獣達の言葉が理解できるので魔獣係をしている間ケープで全身を隠してあの姿を取っていました」

　竜の言葉は理解できませんでしたが、とミレイナは付け加える。

「見せてくれないか？」

　そう言われ、ミレイナは戸惑った。けれど、今更隠す必要もないかと思い直し、半獣へと姿を変えた。

　ジェラールはミレイナの姿を食い入るように見つめ、そっとその手を伸ばす。

　ひょこりと垂れ下がる長い耳を優しく触れられる感覚がした。

　撫でるようなその手つきにミレイナはくすぐったさを感じて、顔を赤くした。

「へ、陛下……」

「すまん、珍しくて。痛かったか？」

　ミレイナの消え入りそうな声に、ジェラールが慌てたように手を引く。

「いえ。痛くはないのですが、恥ずかしいです……。耳ですので」

「そうか、悪かった」

　ジェラールが内心でミレイナの可愛らしさに悶絶していたことなど、ミレイナは知るよしもない。ジェラールは緩みそうになる表情筋に気合いを入れると手を離し、ゴホンと咳せきをする。

（どうしよう。ドキドキしすぎて、心臓が煩うるさい……）

　ミレイナは赤くなった顔を隠すように、俯いた。

　ウサギ獣人ではないジェラールには聞こえないとわかっていても、恥ずかしくてたまらない。

「ミレイナ」

　呼びかけられて顔を上げると、ジェラールの手が再びこちらへと伸びてきた。両肩に手が添えられ、青い瞳と視線が絡み合う。

「ラングール国に、戻ってこないか？」

「え？」

　ミレイナは驚いて目を見開いた。

　ラングール国に戻る？

　思ってもみなかった言葉だった。

「もしかして、あの子達に何かがあったのですか？」

　ミレイナの脳裏に浮かんだのは、初めて魔獣舎に行ったときのあの荒れ果てた光景だった。リンダがいるから大丈夫だと安心していたが、もしかして、自分がいなくなった後、またあの状態に戻ってしまったのだろうか？

「あの魔獣達はそれぞれ、竜人達の従獣となる訓練を受けている。何も問題ない」

「よかった」

　ひとまず、自分の想像が外れていたことにほっとする。

「だが、お前がいなくなって寂しがっている。それに、クレッグやセシリア達もお前に会いたがっている」

　ミレイナは眉尻を下げた。

（どうしよう……）

　あの魔獣達や、ラングール国で出会った人達に会いたいと思っているのはミレイナも同じだ。

　竜人達の従獣ということは、ジェラールに付き従うゴーランのように竜人達のそばについて活躍し始めているのだろうか。その姿を一目見られたらと思う。

　でも――。

　ラングール国に戻るということは、つまりはジェラールが誰かを娶って幸せになっていく姿を近くて遠い距離から見守り続けるということだ。

　それが辛くて帰ってきたようなものなのに。

（こんなに好きなのに、耐えられるかしら？）

　答えられずにいるミレイナを見つめ、ジェラールは言葉を続ける。

「何よりも、俺がお前に戻ってきてほしいと思っている」

「え？」

　ミレイナが顔を上げると、ジェラールの真摯な眼差しをまっすぐにこちらに向けていた。

（なんか、勘違いしちゃいそう……）

　そんな瞳で見つめられると、思わず自分の都合のよい方向に考えてしまいたくなる。

　ジェラールは魔獣達をとても大切に思っている。だから、ミレイナに魔獣係として戻ってこいと言っているのだろう。

　それでも、好きな人に『戻ってきてくれ』と請われたことに、ミレイナは喜びを感じた。

「少しだけ、考えさせて頂いてもいいですか？」

「わかった。では、次に俺がアリスタ国に来たときに、答えを教えてくれ」

　ジェラールはミレイナの頬に指を滑らせると、名残惜しげにその手を離した。
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　馬車から見えるのは、白はく亜あの宮殿だ。

　三角形の屋根の建物がいくつか組み合わさり、一番高いところには円筒状の塔が付いている。ラングール国の王宮とはまた違った趣がある立派な城だった。

「わぁ、すごい……」

　ミレイナは目の前の光景にただただ圧倒され、呆ほうけたように見上げる。

　ミレイナは国境沿いの辺境の地、要は田舎に住んでいるので、アリスタ国民でありながらアリスタ国の王宮を見るのは初めてだ。

　馬車通り沿いには、アリスタ国旗とラングール国旗が交互に並べられ、祝賀ムードに包まれていた。

（いよいよかぁ……）

　ミレイナはその様子を見て、口元を綻ばせる。

　今日、ジェラールの悲願だったアリスタ国とラングール国の和平調印式が、アリスタ国の王宮で執り行われるのだ。




　一カ月ほど前に起きたあの事件の日、リックによって真相が語られた。

　そこで明らかになったのは、にわかには信じられないようなお粗末な内容だった。

　まず、アリスタ国王を始めとするアリスタ国の中枢部は一連の事件の概要を全く知らなかった。辺境伯が一切の情報を中央に知らせず、独断で処理していたからだ。

　しかし、リックはアリスタ国で行商人として過ごしたことで辺境伯の報告とラングール国の実態があまりに違うことを不審に思い、密かに辺境伯の周辺を調べた。

　そして、魔法石の盗掘や魔獣の密猟も、辺境伯が手引きしていたものだと明らかになった。

　ミレイナの住む地域はアリスタ国一の魔法石の産地で、かの地の収益の多くを占めていた。

　しかし、近年思うように採掘ができなかったため、辺境伯はよりたくさんの資源があるラングール国側の土地を狙ったのだ。

　ところがラングール国側がそれに抗議してきたので、自分達の非を隠すために国境を脅かしているのはラングール国側である、竜人は野蛮で粗暴であると事実を歪わい曲きょくし、ときには事実無根のことをねつ造していた。

　アリスタ国側はこのことにひどく驚き、ラングール国側に深く謝罪した。そして、両国で今度こそ和平条約が調印されることになったのだ。

「でも、なんで私が呼ばれたのかな……」

　この調印式に同席するようにとはるばる王宮から使者がやってきたとき、ミレイナはとても驚いた。ミレイナが関わったことといえば、あの日現場に駆けつけてグラスを割ったことくらいだ。

　なのに、必ず来るようにと言われ、わざわざドレスまで用意してくれたのだ。

「いよいよ……」

　ミレイナはぎゅっと手を握る。

　あの事件の後、主要な新聞社により、このことは大々的に報じられた。

　和平の証に、ラングール国はアリスタ国に魔法石を低価格で輸出し、アリスタ国もラングール国にない機械や道具を輸出するという。

　――そして、報じられていることがもうひとつ。

　それは、今回の調停に合わせて、アリスタ国王がラングール国王に政略結婚を打診したらしいという話だ。国の報道官からは正式に発表されていないが、真しやかに囁かれている。

　ジェラールに嫁ぐなら、きっと相手は王女殿下だろう。ジェラールはその提案に対し、すぐの明言を避けたとも噂されていた。

（ジェラール陛下、王女殿下とご結婚なさるのかしら？）

　事件の日、ラングール国に来てほしいと言ったジェラールの言葉を思い返す。

　あのときは少し考えさせてほしいと告げたが、本当は最初から答えなど決まっていた。

　前回、早々に帰ってきてしまったことを後悔したミレイナは、それを快諾するつもりでいる。辛い思いをしたとしても、少しでもジェラールの近くにいたいと思った。

　今度はジェラールが幸せになる姿を見届けてから、アリスタ国に戻るつもりだ。

　けれど、自分は所詮、下級メイド。対するジェラールは竜王だ。

　もしかすると今日が、ジェラールを近くで見られる最後の機会になるかもしれない。

　だから、後悔のないようにその姿を目に焼き付けておきたいと思う。




　ミレイナは目を伏せると、自分のスカートを弄もてあそぶ。

　青と水色の布が幾重にも重なる豪華なそのドレスは、どこかジェラールの瞳を思わせる。ミレイナがいつも付けているカメオとも、一緒にデザインしたかのようにぴったりと合う。

　王宮に着くと係の者が扉を開けてくれたので、ミレイナはゆっくりと馬車から降りた。

　馬車乗り場からはまっすぐな開放廊下が続いている。

（さ、落ち込んでもいられないわ！）

　ミレイナは止まりそうな足を叱咤して歩き始める。

　こんなふうに着飾った姿を見せるのは、最初で最後だろう。

　どうせなら、笑っている自分を覚えていてほしい。だから、何があっても笑顔でいようと思った。
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　調印式はアリスタ国の宮殿の、舞踏会などが開催される大ホールで行われる。

　周囲にはアリスタ国とラングール国の関係者が多く集まっており、ミレイナはその末席に並んだ。

（あ、ジェラール陛下だわ……）

　ミレイナは久しぶりに見るジェラールの姿に、顔を綻ばせる。

　式典用の正装だろうか。

　中央に立つアリスタ国王と並び立つジェラールは、豪華な飾りが付いた貴族服を着ていた。近くにはリックもいるのが見えた。

　ジェラールは何かを探すようにゆっくりと周囲を見渡していた。ミレイナはその様子をじっと見守る。

　ジェラールがこちらを向いたとき、その秀麗な顔の口元に笑みが浮かぶ。

（こっちを見て、笑った？）

　気のせいかもしれない。

　けれど、ミレイナはジェラールに反応するようににこりと笑って見せた。




　調印式は、和平について書かれた書類について両国の国王がサインするというものだった。

　つつがなく進んでいく様を、ミレイナは端に控える文官達に交じって見守る。

「これを以て、アリスタ国とラングール国の和平条約の締結を宣言する」

　中央に立つアリスタ国の宰相がそう宣言すると、周囲から拍手が湧き上がった。

（王女様との婚約、発表されないのかしら？）

　ミレイナは拍子抜けする。ここで発表されないとなると、あの噂はただの噂にすぎなかったのだろうか。

（とにかく、無事に終わってよかったわ）

　ミレイナも惜しみない拍手を送り、この喜ぶべき日を祝った。

　式典が終わると、ミレイナは後ろから呼びかけられた。

「ミレイナ様、こちらによろしいでしょうか？」

　ミレイナは、つと振り返る。

　そこには騎士服を着込んだ男性がいた。

「えっと、あなたは……」

「バルテリック殿下の近この衛え騎士をしております、アロイス＝バシュです。殿下にミレイナ様をお連れするように言われておりますので、お越し頂けますか？」

　アロイスと名乗る黒髪の優しい雰囲気の騎士は、少し膝を折って丁寧にお辞儀をする。

「殿下が？」

　ミレイナは何の用か思い浮かばずに困惑したが、アロイスに促されるままにそちらに向かう。大きな木製の扉の前でアロイスが立ち止まり、ゆっくりとドアを開ける。

　小さめのシャンデリアがつり下がった豪華な部屋には、リックとジェラールがいた。

（あれ？　ジェラール陛下も？）

　戸惑うミレイナに対し、ゆったりとした様子でソファーに座っていたリックが片手を上げる。

「ああ、よく来てくれたね。ここに座ってくれる？」

　リックが自分の正面を指さす。そこは、ジェラールの隣だった。

　期せずしてこんなに近くで会えて嬉しいような、恥ずかしいような。

　ジェラールがじっとこちらを見つめているのを感じて、ミレイナはジェラールの隣にひとり分の隙間を空けて座った。

「ここに来てもらったのは、ミレイナに提案があってね」

「提案、ですか？」

「ああ。ミレイナ、ここの王宮で働かないか？」

「ここの王宮で？　私がですか？」

　ミレイナは驚いた。

「そうだ。前にも言ったが、私は世界中を旅してきてね。世の中には多くの種族がお互いを尊重しながら上手く共存している国がたくさんある。我が国でも、ミレイナが王宮で働くことによって獣人の地位向上を推進できればと思ったのだ。竜王陛下とも近しくしていたきみは、まさに適任だ」

　獣人の地位向上。それはミレイナにとっても悲願と言えることだ。

　この国に根強く残る獣人差別意識により、ミレイナはこれまで自分の素性を隠して生きてきた。今も、多くの獣人が獣人であることを隠しながら生きているはずだ。

　でも――。

　ミレイナはちらりと隣に座るジェラールを窺い見た。端整な顔の眉根が寄せられており、快くは思っていないことは明らかに見える。

（先にジェラール陛下にラングール国に来てほしいって言われていたし、やっぱり断ろう）

　ミレイナが意を決して口を開こうとしたそのとき、ジェラールが「待て」と言った。

「その案は素晴らしいが、別の獣人にしてくれ。ミレイナは俺がラングール国に連れて帰る」

　ジェラールは隣に座るミレイナの肩を抱き寄せると、凜とした態度でそう言い切った。

「え？　初耳だが、そうなのか？」

　リックは拍子抜けしたような顔をする。

「返事はまだ聞いていないが、必ず連れて帰る」

　ジェラールはそう言うと、ミレイナを見つめた。

「ミレイナ、ラングール国に来てくれないか？」

　手を取られ、ミレイナは頷く。

「はい。連れて行ってください」

　その途端、ジェラールは蕩けるような笑みを浮かべた。

「では、馬車の手配は私が――」

「必要ない」

　リックが言いかけた言葉を遮るようにジェラールがぴしゃりと申し出を断る。

「俺が連れて帰る」

　リックは驚いたように目を丸くしたが、耐えきれないように肩を揺らし始めた。

「カメオといい今回の件といい、竜王陛下は思いの外、独占欲が強いと見える。これは、我が妹の件も渋られた理由が窺い知れる」

「え？　妹の件って？」

　ミレイナは何の話だろうかと、リックを見返す。

　リックはアリスタ国の第一王子だ。となると、その妹は王女殿下となる。

「……もしかして、新聞で報道されていた通り、ジェラール陛下と王女殿下のご結婚のお話が出ているのですか？」

　胸がギュッと締め付けられたような気がした。やはり先ほど発表されなかっただけで、水面下でそのような話が出ているのだろうか。

（でも、さっき殿下は『渋られた』って言った？　どういうこと？）

　不安げに瞳を揺らすミレイナに対し、リックが「実は――」と口を開きかける。しかし、それより先にジェラールが口を開いた。

「和平条約が無事に締結されれば、政略結婚など必要ない。それだけだ」

　確かに、政略結婚の最大の利益は国と国の関係がよくなることだ。条約でそれが満たされるなら、わざわざ政略結婚する必要がないというジェラールの理論は一理ある。

「なるほど。そういうことだったのですね」

　ミレイナはホッと息を吐く。

　リックはそんな二人の様子を興味深げに見比べていたが、ミレイナと目が合うと顔を覗き込み、いたずらっ子のような笑みを浮かべた。

「ミレイナ、帰国したくなったら、いつでも言っておくれ。きみのために、すぐにでも王宮内にポストを用意しよう」

「それも必要ない！」

　再び否定して不機嫌そうに眉を寄せたジェラールを見て、リックは今度は肩を揺らして笑う。

「よい案だと思ったのだが、残念だ。だが、我が国の国民が竜王陛下の近くで仕えるのは国益に叶う。今回は諦めよう」

　そして、ジェラールを見つめ、手を差し出す。

「ジェラール陛下。改めて、これからよろしく頼む」

　ジェラールとリックは固く握手を交わし合った。




◇　◇　◇




　調印式の翌日、ミレイナは初めてジェラールと出会ったときにいた草原へと向かった。

　昨日は王宮からそのままミレイナを連れて帰ると言い張るジェラールに、一日待ってほしいとお願いして自宅に帰ったのだ。

　家のことは近所の人に頼んだし、マノンにもお別れの言葉を伝えてきた。

　ラングール国とアリスタ国は国交正常化したので、近いうちに郵便やお互いを行き交う定期交通便も始まるはずだ。それが始まったら、手紙でも書こうと思う。

「この辺で待っていればいいのかしら？」

　ミレイナは周囲を見渡す。ふと足元にラングール人参を見つけて、おやつに食べようと何本か引っこ抜いて鞄に入れる。

　すっかり夢中になっていると、不意に強い風が吹く。

　髪の毛がなびき、ミレイナはそれを手で押さえた。

「ミレイナ」

　優しい呼び声がして、顔を上げるとゴーランを連れたジェラールがいた。

「え？　ジェラール陛下？」

　てっきり、ジェラールの命を受けた部下の誰かが迎えに来てくれるのだと思っていた。

「行けるか？」

「えっと……、はい」

「これは、人参か？」

　ジェラールは、ミレイナの鞄からひょっこりと顔を出すラングール人参を見て怪訝な表情を受かべた。

「こ、これはその……。美味しそうだったのです！」

　あたふたするミレイナを見下ろし、ジェラールはくっと笑う。その優しい眼差しに、胸が高鳴るのを感じた。

「王宮に戻ったら、たくさん用意する」

「――ありがとうございます」

「では、行こう」

　まばゆい光と共に、ジェラールの姿は一瞬にして銀竜へと変わった。ミレイナが見た、あの美しい竜だ。

「すごい……」

　ミレイナは驚き、ジェラールの姿を見上げる。

　大きな体は、首を大きく曲げないと顔を見ることができないほどだ。

　全身が輝く白銀の鱗に覆われており、頭には立派な二本の角が生えている。そして、こちらを見つめる瞳は人間の姿のときと同じ青色だった。

（なんて綺麗なのかしら……）

　何度見ても、美しい。

　ラングール国にいる間、たくさんの竜の姿を見かけた。けれど、これほどまでに美しく雄々しい竜はいなかった。

　ミレイナが見惚れていると、ジェラールは少し屈むような仕草をした。

「乗れ」

　ジェラールの言葉に、ミレイナは驚いた。

　まさかジェラールに乗れと言われるとは思ってもいなかったから。

「陛下に乗ることなど、恐れ多くてできません。ゴーランの――」

「気にするな。ゴーランよりこちらのほうが早い」

　ジェラールは竜王として忙しい身だ。

　そう言われてしまうと、断ることも難しい。

　ミレイナはおずおずとその背によじ登り、跨またがった。白銀の鱗は少しだけひんやりとして、思いの外触り心地がよい。

「行くぞ」

　返事する間もなく、体がふわりと浮くような感覚がした。そして急激に地面が遠くなり、代わりに視界が開ける。

「わぁ……」

　初めて見る空からの景色は、ただただ壮観だった。

　背後には住み慣れたアリスタ国のトルカーナ地方の町並みが広がる。低い家屋にパッチワークのような畑、そして、中心地の時計塔。前を向けば、どこまでも森が広がっていた。

「すごいです。竜人の皆さんはいつもこんな景色を見ているのね……」

「いつもというわけではないな。普段から竜化するのは男だけだ。女は滅多なことでは竜化しない」

「そうなのですか？」

　ミレイナは意外に思った。竜人たるもの、男女問わず日常的に竜化すると思っていたのだ。けれど、言われてみれば女性で竜化した竜人を見たことがない。

「あ、だから――」

「どうかしたか？」

「いえ、なんでもありません」

　ミレイナはジェラールの背に乗ったまま首を振る。ジェラールは少し首を捻ってこちらを見たが、何もいわなかった。

　いつだか、リンダが男性の背に乗せてもらうデートは竜人にとって特別なものだと言っていたのを思い出す。女性は滅多に竜化しないからこそ、ふたりで空からの景色を見るのはなおさら特別なものなのだろう。

（『あなたは私にとって、特別な人です』だっけ……）

　ミレイナはリンダの言葉を反芻する。

　確か、背中は無防備なのでそこに乗せるということは特別な愛のメッセージがあると言っていた。

（陛下もいつか、愛した人をこうやって乗せるのかな）

　今ミレイナが乗せてもらったのは、ただ単に時間の制約のためだ。けれど、そうだとしても、ミレイナにとってこれは一生忘れられない思い出になるだろう。

　ミレイナは二度と見られないかもしれないその景色を、しっかりと目に焼き付けた。

　再び、ジェラールが高度を上げる。

　遥か遠方の山の稜りょう線せんはふもとまではっきりと見え、そこには湖が広がっていた。

「綺麗……」

　湖面が光を浴び、キラキラと輝いている。

　さらにその向こうには、小さく建造物が建っているのが見えた。ラングール国の王宮と、その周辺の町だ。

（ここが、これから私が暮らす町なのね）

　不安がないと言えば、うそになる。けれど、以前知り合った人達もいるし、可愛い魔獣達も待っている。

　それに、何よりも――。

　ミレイナは自分を背に乗せて悠然と飛ぶジェラールの後ろ姿を見つめる。

　新しい地で、できるかぎり頑張ろうと思った。










十一．ミレイナ、再び魔獣係になる




　ミレイナがラングール国に来て二週間ほどが過ぎた。

「陛下がミレイナを迎えに行くと言うので、私はお披露目会とお妃教育をする準備を万端にしてお待ちしていたのに……」

　ジェラールはチクリと皮肉を言うラルフを睨み付ける。

「煩い。背中には乗せたんだ」

「おおかた、竜人ではないので通じなかったのでしょう？」

「…………」

　いとも簡単に言い当てられ、ぐうの音も出ない。

　想定外だった。

　この竜王渾こん身しんのプロポーズが全く本人に通じていないなど、誰が予想できようか。

　おかしいと思ったのはすぐだった。

　ラングール国に戻ってきたミレイナは、すぐに嬉々として魔獣の保護施設に向かった。そして、ジェラールの粋な計らいにより明日から魔獣係に戻ることになったと皆に報告したのだ。

「陛下、ありがとうございます。明日から頑張るので、また遊びに来てくださいね」

　半獣の姿で花が綻ぶような笑顔を浮かべてそう言ったミレイナ。

「ああ、頼む」

　あまりの可愛らしさに、気付いたらそう答えていた。

　大喜びするクレッグにメイド仲間の面々、興奮して走り回る魔獣達。そんな中、訂正することもできない。

　セシリアとラルフだけが、生ぬるい視線を送ってきた。

　さらに、当然のようにメイド用の住み込み宿舎に住もうとしたり、ドレスを用意したら「着る機会がないからいらない」と言ったり、ジェラールが晩ばん餐さんに誘うと「恐れ多いです」と慌てたように断ってきたり。

　そしてようやく確信した。

　ミレイナは純粋な魔獣係になるのだと思って戻ってきたのだと。

「お披露目会はアリスタ国との国交正常化祝賀会と名目を変えておきました」

「…………」

　ラルフが計画した舞踏会は二カ月後だ。本当なら、ここでミレイナを未来の伴侶としてお披露目するつもりだった。しかし、名目が変わり、ミレイナはアリスタ国との国交正常化のシンボル的な存在として参加することになっている。

「今頃、ちょうどドレスを選んでおられるのでは？」

「ちょっと様子を見に行ってくる」

　ジェラールは嘆息すると、ミレイナのいる部屋へと向かった。




　ミレイナは並べられたたくさんのドレスを目の前に、ただただ呆気にとられていた。

　優に数十着はある。もしかしたら百着を超えているかもしれない。

「こんなにたくさんの中から選んでいいのですか？」

「はい。ラルフ様から、ミレイナ様が気に入ったものは何着でも、とのご指示です」

「何着でも!?　一着で十分です」

　ミレイナは慌てて両手を胸の前で振る。

　再来月にアリスタ国とラングール国との国交正常化を祝う祝賀会が開かれることはラルフから聞いた。ミレイナはその祝賀会に、ラングール国王宮に勤める最初のアリスタ国民として参加するのだ。

　このドレスの準備といい、招待客の規模といい、相当に気合いの入った祝賀会であることは間違いないようだ。

（どうしよう。ドレスなんて着ないから、どれがいいかわからないわ……）

　ミレイナは困って眉尻を下げる。

　端から視線を移動させていたそのとき、ふと一着に目が留まった。

　淡い青のドレスだ。胸元にはレースとリボンが飾られ、腰の部分からスカートがふんわりと広がっている。

（これ、調印式のときに着たドレスと似ているわ……）

　あのドレスを用意したのがジェラールだと知ったのは、ラングール国に来てからだった。偶然だが、なんとなくジェラールの瞳の色とも似ている。

　ミレイナはそのドレスを一目見て気に入った。

　衣装部屋のメイド達に手伝ってもらいながら腕を通す。体の動きによって裾が軽やかに揺れ、生地は薄水色から濃い青色へと光の当たり加減で変化する。

「ミレイナ」

　背後から呼びかけられ、振り返るとドアに寄りかかってジェラールがこちらを見つめていた。

「あ、陛下。いかがでしょう？」

　ミレイナは、ジェラールの元にその姿を見せに行く。ジェラールはドレス姿の女性を見慣れているはずだから、目利きだと思ったのだ。

「似合いますか？」

　ミレイナは見よう見まねの所作でスカートをつまみ上げると、おずおずとジェラールを見上げる。ジェラールは上から下まで視線を走らせ、破顔した。

「半獣でメイド服姿のそなたも愛らしいが、着飾った姿も可愛らしいな」

「え？」

　想像以上の褒め言葉に、思わず顔が赤らむのを感じる。

　一方のジェラールは、ドレス姿のミレイナをじっと見つめる。一言告げただけなのに、肌をバラ色に染めてあたふたと照れる姿が、なんとも可愛らしい。

　そして、もう少しだけ可愛がったらどんな反応を示すのだろうと悪いた戯ずら心が湧くのを感じた。

　ジェラールはぐいっとミレイナの腕を掴んで引き寄せると、囲い込むように壁際に両手をつく。

「あまりに可愛らしくて、食べてしまいたいほどだ」

「た、食べないで下さい。私は食用ウサギではありません」

　今度は一転して真っ青になるミレイナを見て、ジェラールはくくっと笑う。

「ところでミレイナ。竜人の男の背に乗る意味を知っているか？」

「竜人の男の背、ですか？」

　きょとんとした表情を見せたミレイナの頬が、またバラ色に染まる。

「知りません」

「本当に？」

　ミレイナは視線を泳がせた。

　本当は知っている。以前、リンダから聞いた。

　――『あなたは私にとって、特別な人です』って愛の告白をしているのと同じなの。プロポーズみたいなものかな。

（でも、そんなわけないし！）

「本当に、知りません」

　ミレイナは惚けてそう答える。

　ジェラールはミレイナを観察するように、目を細めた。

　ミレイナがその視線から逃げようと後ずさるとトンと背中に壁が付き、逃げ場をなくすように囚とらわれる。

「そうか。では、時間をかけてたっぷりとわからせてやるから、覚悟しろ」

　鼻先がつきそうなほどの距離で甘く囁かれ、鼓膜が揺れる。

（わ、私、どうなっちゃうんでしょうか……！）

　想定外の事態にあたふたするミレイナを見下ろし、ジェラールは蕩けるような笑みを浮かべたのだった。




〈了〉










あとがき




　皆さん、はじめまして。三沢ケイと申します。

　この度は数ある作品の中から「竜王陛下のもふもふお世話係～転生した平凡女子に溺愛フラグが立ちました～」をお手にとっていただき、ありがとうございます！




　本作を思いついたときのコンセプトは「見た目によらず可愛いものが大好き、でも言えないヒーロー」×「自分が溺愛されていることに気付かずおろおろするヒロイン」のじれもたラブでした。

　可愛いお話にしたいなと思い、ヒロインを女性向け恋愛小説には珍しく、ちょっぴり怖がりな〝ウサギ獣人〟にしてみたのですがいかがでしたでしょうか？　ジェラールのもふもふ好きも、本人は隠しているつもりだけど親しい人にはバレバレですね。

　四匹のもふもふな魔獣達には、書きながら私自身が癒やされました。

　皆さんに少しでもほんわか、キュンキュンしてもらえたら嬉しく思います！

　最後に、この場をお借りしてお礼を言わせてください。

　本作はベリーズカフェに掲載していた作品を加筆・改稿したものですが、実は本作が私のベリーズカフェ初投稿でした。

　投稿方法もわからなければファンもひとりもいない状況で、ほとんど誰の目にも触れずに埋もれることも覚悟していました。「知らない作家だけど、とりあえず読んでみよう」と思ってくれた皆様、本当にありがとうございます！
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